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　──貧びん乏ぼう貴族の朝は早い。

　季節は冬真っただ中。まだ暖かな時季にはほど遠く、朝は酷ひどく冷え込む。暖だん炉ろの中には火どころか、灰の一ひと粒つぶすら存在しない。薪たきぎを買うお金がないからだ。

　かけ布ぶ団とんの上に重ねていた綿入りの上着を羽織った私は、白い息の出る部屋から脱だつ出しゆつする。

　その昔、莫ばく大だいな財産を有していたこのライエンバルド伯はく爵しやく家けの屋や敷しきには百名以上の使用人が働いていたらしい。

　それは私が生まれる前の話で、過去の栄光というものだった。なぜならば、財産は悪あしき伯お父じの手によって無残にも食くい潰つぶされたから。

　今は毎月のように国から毟むしり取とられる貴族税を細々と払はらうだけの義務しか果たしていない。貴族とは名ばかりの貧乏一家だ。

　私は十六歳さいになり、本来ならば社交界デビューしているお年頃なのだが、没ぼつ落らく貴族に招待状など届くわけもなく。

　……届いたとしても、ドレスを用意するお金なんてないんだけれど。

　もちろんここに使用人は一人もいない。よって、朝食を作るのは私の仕事だ。

　昨日の残りの滋じ養よう強きよう壮そう効果のある薬草のスープを温め、棚たなの中から半分ほどになった黒いパンを取り出し、薄うすく切り分ける。パンの上には擦すったチーズと細かく刻んだ燻くん製せい肉を載のせた。パンは一人三枚。

　これがいつものライエンバルド家のささやかな朝食である。

　昨晩から風か邪ぜ気ぎ味みの父のために、薬草茶を淹いれた。使う茶葉は、庭で採取した大葉子カエルバ。眼がん精せい疲ひ労ろうと咳せき止どめの効果などがあるのだ。

　ここで、父が台所兼けん食堂にやって来る。

「お父さん、おはよう」

「レイファ、おはよう」

　父親はいつもの貧ひん相そうな朝食を見て、「おいしそうだ」と言いながら席に着く。

　三年前に母が亡なくなってから、私達は肩かたを寄せ合うようにして暮らしてきた。

　父は寂さびしさを紛まぎらわすように仕事を増やし、私も下町の食堂で働き始めた。

「レイファ、今日は冷えるけれど、天気がいいから洗せん濯たく物ものがよく乾かわきそうだね」

「そうだね」

　このように、私達親子は比ひ較かく的てきのんびり者な上に楽観的なので、そこそこ楽しい日々を送っている。

　そんなことはさておいて。出勤時間が迫せまっているので、さくっと食事を済ませなければ。

「──ここに用意されたものに祝福を」

　父と共に食前の祈いのりを捧ささげ、食事に取りかかる。

「ああ、おいしい」

「うん、おいしいね」

　空腹は最高のスパイスである。質素な食事も、お腹なかが空すいていたらおいしく感じるのだ。

「最近はレイファのスープとお茶のおかげで、ずいぶん体の調子がいい」

「そっか、よかった」

　父は体の調子が悪くても、お金がないからと言って病院に行きたがらない。どうにかしようと思った私は、薬草でスープを作ったり、お茶を作ったりして症しよう状じようを和やわらげようとしている。

　自然の力は偉い大だいで、しっかり効果があるのでありがたい。薬学は興味深く、また、面おも白しろい。父のおかげで、すっかり薬草博士になっていた。

「父さん、今日は早く帰れるの？」

「う～ん、どうだろう。最近忙いそがしいからねえ……」

　父の手は印刷所の仕事で負った擦り傷だらけ。その上、三年前から始めた早朝の新聞配達のおかげで酷く瘦やせ細ほそってしまった。少しでも力のつくものをと思ってはいるが、毎月の貴族税の支し払はらいがそれを許さない。

　基本的に貴族の名前を棄すてるという行こう為いはできないようになっている。だが、唯ゆい一いつの例外として金貨百枚を払うことによって、その一族が爵しやく位いを放ほう棄きすることを認められている。

　父はしきりに「お金さえあったらね～」と切なそうに呟つぶやいていた。

　貴族の誇ほこりだとかなんとかは、貧乏すぎて気にしている場合ではなかった。捨てられるものなら捨てたい。それが、私達親子の考えである。

　まあ、金貨百枚を用意することなど到とう底てい無理な話で、私達はこうして苦しい生活を続ける他に道はないのだ。

「今日は霜しもが降りていたねえ」

「朝の配達、寒くなかった？」

「大だい丈じよう夫ぶだったよ。霜の日は地面がサクサクして楽しいよね」

　父の言葉を聞いて、亡くなった母がよく言っていた言葉を思い出す。

　──幸せはその辺にいくらでも転がっているのよ。

　庭に咲さいた花がとても綺き麗れいだ、家族で揃そろって食事をするのが楽しい、今日は久々に晴天だ、そんな些さ細さいなことでさえ母にとっては幸せだったらしい。その教えは、私や父の心にも根付いていた。

　生活が貧しくても、心を豊かにする方法を私は知っている。

　だから、私は毎日頑がん張ばれるのだ。




　仕事へ出かける父を見送ったあと、今度は自分の仕事の準備を始める。

　私が勤めているのは下町にある食堂、『山やま猫ねこ亭てい』。

　十三歳の頃ころから働いている私に、料理や接客を教えてくれたのも、この職場で働いている姐ねえさん達だった。

「おはよう。今日も早いね」

　店主であるマリアさんが挨あい拶さつをしてくる。

「おはようございます。今日は天気がいいですね」

　きっと、商人や巡じゆん回かいの騎き士し達たちなど、今日も客が多いだろう。さっそく、日ひ替がわり定食のスープの下ごしらえをする。牛骨と野菜でブイヨンを作るのだ。

　大きな包丁で牛骨を割るのはひと苦労。私の半身ほどもある大きな鍋なべを運ぶのも大変。なんていうか、料理を作るのは戦争だ。一いつ時ときも油断できない。

　スープには、疲ひ労ろう回復と消化促そく進しん、食欲増進効果のあるレモングラスをたっぷり入れた。

『山猫亭』の料理にはたくさんの薬草が使われている。これはお客さんが料理を食べて健康になれるようにという、マリアさんのこだわりでもある。これがきっかけで、私は薬学を学ぶようになった。

「レイファ、スープが終わったら、こっちを手伝って」

「わかりました」

　スープが完成したら、今度はパンを焼く姐さんの手伝いをする。
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「お昼できたよ～」

　今日の賄まかないは、野菜スープに魚の香こう草そう焼やき。

　文句なしにおいしい。自然と口数も少なくなる──と、このように食事に夢中になっているのは私だけで、姐さん達はお喋しやべりをしながら食べている。話の内容はどこの誰だれがカッコイイだの、どこぞの成なり金きん商人が若い妻を迎むかえただのと、何やらついていけない話ばかりだ。

「はあ、結けつ婚こんしたいわあ」

「出会いがあっても続かないのよねえ」

「やっぱり、お金持ちがいいわあ」

　ここに来るのは若い騎士や駆かけ出だしの商人など。安くておいしい定食が売りの店にお金持ちは食べに来ない。

　王族を護衛している近この衛え騎士が、店の前を通るのを偶ぐう然ぜん見つけた時なんかは大おお騒さわぎだ。カッコイイ上に、高給取りらしい。

　まあ私も、年とし頃ごろなので華はなやかな騎士のお兄さんを見たら心が潤うるおう。

「ねえレイファ、あんたはどんな男がいいの？」

　いきなり話を振ふられて、食べていたパンが喉のどに詰つまりそうになった。お茶を飲んで、ごくんと吞のみ込こんだ。

　結婚相手。ううむ、考えたことがなかった。どんな人がいいのか、想像を膨ふくらませる。

「う～ん、そうですね──真ま面じ目めに働いて、貧乏生活に耐たえられる人、ですか」

「ええっ、夢がないわあ」

　姐さんは「金持ちとか顔がいい人とか他にあるでしょう」と言うが、お金があるからといって幸せになれるとも限らないし、顔がいいからといってそれが生活に役立つわけがないのだ。まあ、没ぼつ落らく貴族である我が家に婿むこに来てくれる物好きなんぞ生しよう涯がい現れないだろう。

　ここでパンパンと手が叩たたかれた。

「さてと、昼からも頑張るよ！」

　マリアさんの言葉で、一同は気合を入れ直す。

　昼からは夜の下ごしらえで忙しくなる。私は大鍋一杯ぱい分のジャガイモを剝むいたあと、味付けして煮に込こんだ。仕上げに塩と香草を振りかける。

　作業が終わったら、お腹がぐうと鳴った。私の腹時計は正確なので、そろそろ終業時間だろう。いつの間にか陽も傾かたむきかけている。夜の開店時間も迫っていた。

　テーブルを拭ふいていると、さっそく客がやって来る。

「いらっしゃいませ！」

　勢いよく振り返ったのはいいものの、店内にやって来たのは黒くろ髪かみ黒目の三十代後半くらいの美しいご婦人と、同じく黒髪黒目で私と同い年くらいのおかっぱ頭の少女だった。

　黒髪と、胸の前で襟えりを合わせ腰こし部分を帯で留とめるというこの辺りでは見かけない服装から、一目で異国人だとわかる。
















「あの──あ！」

　話しかけようとした寸前に、言葉を吞み込む。異国人相手に、言葉が伝わるのかと不安になった。成す術すべもなくたじろいでいると、ご婦人が私の前に来て、ジロジロと観察を始めた。

　蛇へびに睨にらまれた蛙かえるのようになっていると、ふと気付く。このお客様は金持ちだ。身につけている衣い装しようの質感を見たら一いち目もく瞭りよう然ぜん。少女の服はそれほど高級には見えないので、親子ではないのだろうか。

　額ひたいに汗あせが浮うかび、硬こう直ちよくして動けない私に、黒髪婦人は何か話しかけてくる。とても早口だった。それ以前に──ワカラナイ、何を言っているのかまったくワカラナイ。

　そんな私の窮きゆう地ちを救ってくれたのは、黒髪婦人の横にいた黒髪少女だった。

「少し、よろしいでしょうか？」

　この国の言葉で、話しかけられる。キツネのような細い目に、冷ややかな印象のあるおかっぱ頭の少女は、通訳だったようだ。話が通じるとわかり、ホッとする。

　ところがどっこい、黒髪少女は二言目にトンデモナイことを言ってきたのだ。

「──ラン・フォン様は、あなたを買い取りたいと仰おつしやっております」

「は？」

「言い値でよろしいそうです」

「ナ、ナンダッテ？」

　窮地を救ってくれたという発言は撤てつ回かいさせていただく。

「こちらの奥おく様さまは、ザン＝ラン・フォン様といいます。このハイデアデルン国より馬と船で半月ほどかけて移動した先にある『大たい華か輪りん国こく』から来た華か族ぞくです」

　華族、というのは貴族みたいなものだろう。そんなやんごとないお方がなぜ、下町食堂で働く垢あか抜ぬけない小こ娘むすめをご所しよ望もうなのか。

「奥様は一族に幸運をもたらすとされる金と青の珍ちん品ぴんをお求めにこの国に参りましたが見つからず、最後にと寄ったこの店であなたを見つけたというわけです」

　確かに、母親譲ゆずりの金きん髪ぱつ碧へき眼がんはこの国でも珍しい。ほとんどの人は、金髪といっても赤っぽかったり茶色がかったりしている。陽の光のような、混じり気のない金髪は私の自じ慢まんでもあった。

　けれど、幸運の珍品って……？

　あまりの突とつ拍ぴよう子しもない言葉に戸と惑まどいしか生まれない。

「奥様が値段を言えと仰っています」

「え!?」

「早く、と」

「え、えっと」

　いったい、何がなんだか、と頭の中は大混乱だ。これって身売りになるのだろうか？

「どうかされました？」

「あ、いや、だって、この国は、人身売買は禁止で……」

「私達は大花輪国の者です。ここの国の法律は知りません」

「そ、そっか」

　だったら、金貨百枚と私の身を交こう換かんしてもいい？

　そうしたら、父は病院に行ける。この先、もっと気楽に暮らしていけるはずだ。でも、言い値で買ってくれるなんて、そんな夢みたいな話、あるのだろうか？　不安が胸を支配する。

　金と引き換えにこの先いったいどんな扱あつかいを受けるのか。

「えっと、買い取っていただいたあとは、どうなるのでしょうか？」

「さあ？　珍品として、過ごされるのでは？」

　珍品として過ごす。置物とそう変わらない扱いなのか。だったら──。

　ゴクリと唾つばを吞み込み、金貨百枚と交換するかどうするか、頭を悩なやませる。

「決まりましたか？」

　心臓がバクバクとうるさかった。

　こんなことはいけないことだ。わかっている。けれど、このような機会は、二度とないだろう。まず、父親に相談をしなければならないことだが、今すぐにと急せかされ──私は、私自身に値段をつけた。

「……か、百枚」

「すみません。聞き取れませんでした。もう一度」

　──金貨百枚。

　国に納めれば、貴族としての役割を放棄できる額。私達親子が頑張って働いても手に入れることができない大きな金額だ。

　本人は隠かくしているつもりだが、父は腰が悪く、毎日痛みを我が慢まんしながら働いている。このまま二つの仕事を続ければ、父の体はボロボロになってしまうだろう。

　考えただけで、泣きそうになった。

　祖父が生きていた時代の父は、城で文官をしていた。

　祖父が死に、伯父が財産を一いつ瞬しゆんにして食い潰してライエンバルド伯爵家が没落すると、父は職場を解ク雇ビになってしまった。逃亡した伯父に借金と伯爵位共々押おしつけられたのだ。

　私だったら、こんな扱いは我慢できないだろう。

　お人好しだとか、悩なやみ知らずだと周囲から言われても、父は家族のために努力と犠ぎ牲せいを惜おしまなかった。

　父の人生は不幸という名の泥どろに塗まみれていた。けれど、父はその泥に負けなかった。だからもう、楽になってもいいのではと思う。

　今度は私の番だ。私が、父を幸せにする。

　心の中を支配していた恐きよう怖ふや不安は吹っ飛んでしまった。

「金貨百枚が、欲しいです」

　今度ははっきりと伝えた。

　黒髪少女は黒髪婦人に金額を訳しているらしい。その様子を、私は息をするのも忘れて見ていた。

「奥様は了りよう承しようなさいました。今日の夜にはこの国を発たつのでそれまでにご準備を」

　思わず、はあっと息を吐はき出だす。

　手て渡わたされたのは、金貨百枚と書かれた商会券だ。これを銀行省へと持って行けばお金が受け取れる。

「それでは五時間後に城の正門前でお待ちしております」

「あ、待っ──」

　黒髪婦人と黒髪少女は風のように去って行ってしまった。タイミングがいいのか悪いのか、二人がいなくなったあとでマリアさんが店に出て来た。

「あら、誰か来ていたの？　もしかして、お弁当売れた？」

「い、いえ……あ、あの、わた、わた……」

「ん？」

「私が、売れました」
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　就業時間を終えると、私はそのまま城に向かった。貴族の名を返上するためだ。

　恐おそらく父はこのお金を受け取らないだろう。だから先に手続きを済ませてしまおうと思ったわけだ。

　このような手続きは当主である父親でなければ受理されないのではと考えていたが、あっさりと書類は通ってしまった。

　商会券と交換で、爵位は破は棄きされる。

　これで私達は自由。もう毎月の支し払はらいに怯おびえなくてもいいのだ。

　もう一度、下町の食堂に戻もどる。今日、この国を発たつのだから、事情を説明しなければ。

「──というわけで」

　一応、お金と交換でということは伏ふせて、とある金持ちの奥おく方がたに見み初そめられて、異国の地へ旅立つことになったと説明した。

　職場の姐さん達は、勝手にいいほうへと解かい釈しやくしてくれた。

「金持ちの家の息子むすことの結婚話だなんて、玉たまの輿こしじゃない」

「よかったわね、レイファ！」

　お嫁さんではなく、あくまで私の扱いは異国の珍品だが。

　没落貴族である私を温かく受け入れ、さまざまなことを教えてくれた『山猫亭』の姐さん達へ、心からの感謝の気持ちを伝えた。

「幸せになるんだよ」

「どうか元気で」

　皆みな、笑え顔がおで見送ってくれたけれど、マリアさんは違ちがった。最後に呼び出して、私を問いただす。

「レイファ、あなた、騙だまされているんじゃないの？　結婚って、そんなすぐに決められるものじゃないのよ？」

「そう、ですね」

　でも、私は金貨百枚を受け取り、爵位の返上に使ってしまった。すでにあとには戻れない状況にある。

「大丈夫ですよ。きっと、幸せになれます」

　もう父は無理して働かなくてもいい。それだけで、私の決断に意味はあっただろう。我わが人生に悔くいなしだ。

　最後に、マリアさんは私をぎゅっと抱だきしめてくれた。

「いつでも、帰って来ていいからね」

「はい、ありがとうございました」

　こうして、私の三年に及およぶ、下町での仕事は終わりを告げた。




　帰宅後、すぐに父にも説明をした。

「うっ、ううっ、うううう……」

　現在、父は涙なみだで顔をグシャグシャにしている。

　本当のことを告げるか迷ったが、余計な心労をかけたくないので、父にも異国のご婦人に見初められて、家を出ると告げた。

「お父さん、ごめん……ごめんなさい」

「うっ、ううっ、うううううううう……！」

　涙なみだを流す父を見て、私も泣きそうになったが、ぐっと堪こらえた。

「レイファ……あまりにも、急すぎる……」

　父の気持ちは口にしなくてもわかる。たぶん、貧しくても親子で助け合って暮らすことを望んでいたのだろう。私もできるなら今の暮らしを続けたかった。だが、このまま無理を続けたら、父は命を縮めてしまう。

　父はこう見えて頑がん固こ者ものだ。自分の信念は絶対に曲げない。これまでに何度も仕事を減らすようにお願いしてきた。私が朝の仕事をして、食堂でも働く時間を増やしたら、なんとか毎月税金を払うことができるのに、父は認めなかった。

　だから、このような手段に出るしかなかったのだ。

「その、レイファ、異国で結婚って、その、ザンさんと、ご挨拶は……？」

　父の言葉に首を横に振ふる。

「もう、国を発たないといけなくて」

「そ、そんな……」

　カチッと時計の音が鳴る。そろそろ、約束の時間だった。

「私、もう行かなきゃ」

「待って、レイファ、待ってくれよ」

　父はしゃくりあげながら、奥の部屋へと消えていく。そして、手の中には大きな革かわ袋ぶくろが握にぎられていた。

「これ、これは、お金……今まで、レイファのために、貯ためていて……」

　今の私には、貯めてくれたお金を受け取る資格などない。結婚するために大華輪国へ行くわけではないから。

「いいから、受け取るんだ」

　お金の入った革袋を受け取る。それは、ずっしりと重かった。

　父はまだ、ボロボロと涙を流している。その様子を見ていたら、胸がギュッと締しめつけられた。

「いつか、いなくなることは覚悟していたけれど、言葉も通じない異国に嫁とつぐなんて……心配、心配で」

　父の言葉に、我慢していた涙るい腺せんが崩ほう壊かいしてしまった。私までも、涙を流してしまう。きっと、悪いことばかりではない。己おのれを奮い立たせ、笑顔を作り出す。

「大丈夫だよ、私、幸せになるから」

　父をぎゅっと抱だきしめた。震ふるえる肩を優やさしく撫なでる。

「最初は大変だと思うけれど、お母さんの言いつけを守るから」

　母は言っていた。幸せはいくらでも転がっていると。どんなに貧しくても、心を豊かにする術を知っている。だから、私は大丈夫なのだ。

「他に何も、持たせるものもなくて」

「大丈夫。私はお母さんから宝物をもらっているから」

「それはなんだい？」

　私は窓の外にぼんやりと浮かんでいた、夜空の星を指差した。

　左右の指先をくっつけて四角い枠わくを作り、その中に夜空で一ひと際きわ輝かがやく星を閉じ込める。これが母からもらった宝石箱と宝石で、私の宝物なのだ。

　手の中の星を握りしめ、胸の中に閉とじ込こめる。

　夜の空で一番輝き、『宵よいの明みよう星じよう』とも呼ばれる星は、眩まばゆい光から地上に暮らす者に幸せをもたらすだろうと言われている。

　お金がなくて母に何も渡せなかった父は、プロポーズする時に、夜空の星を母に贈おくったのだ。

「お母さんの宵の明星は、私がもらったの」

「そう、だったのか……」

「だからね、私は本当に、幸せになれるんだよ」

「レイファ……」

　宝物の話をすると、父は何も言わなくなった。荷物を纏まとめ、最後の挨拶をする。

「幸せに、おなりよ」

　もう一度、父と抱きしめ合う。じわじわとこみ上げるのは、寂しさと、切なさ。

　今まで、父は本当に頑張った。弱音も吐かずに、私を育ててくれた。

「お父さん、ありがとう。本当に、ありがとう」

「レイファも、ありがとう」

　まだまだ話をしたかったけれど、時間切れだ。私は父と別れる。




　まだ集合場所に大華輪国の主従は来ていなかったので、荷物の入った鞄かばんを置いて空を見上げた。どこにいても、星は見える。だから、私は大丈夫。そう、自らに言い聞かせていた。

「レイファさん、すみません。お待たせしました」

　振り返ると、おかっぱ頭の少女が無表情で佇たたずんでいた。

「出発の時間です」

　大きな決意と、宝物である宝石箱を心の中に仕舞い込んで私はひっそりと旅立つ。

　まだ見ぬ、大華輪国へと。
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　国と国をまたぐ移動を、私は甘あまく考えていた。

　ハイデアデルンから大たい華か輪りん国こくまで、半月ほどかかる。移動は日に何度も休きゆう憩けいを入れ、夜になれば宿で一晩過ごすと聞いていたので、のんびりゆっくりとした旅になるだろうと、思い込んでいた。

　しかし、しかしだ。移動一日目より、大華輪国の言葉の猛もう勉べん強きようが始まったのだ。

　大華輪国語は発音が独特で難しく、ラン・フォン様の名前ですらまともに呼べない毎日を過ごしていた。

「昼のご挨あい拶さつは？」

「こんちわ！」

「違ちがいます。こんにちは、です。もう一度、言ってみてください」

「こ、こんちわ～」

「違ちがいます」

　私に大華輪国語を教えてくれるおかっぱ少女こと、リー・リン。彼かの女じよはとても厳しい先生だった。少しでも発音を間ま違ちがったら、冷ややかな視線を向けつつ、ビシバシと指し摘てきをしてくる。勉強中、何度脂あぶら汗あせをかいたことか。

「でも、リイリンのおかげ、すごい、しゃべれるなった～。うれし～」

「まだまだです」

「うっ、はい」

　心配事は言語だけではない。異国の珍ちん品ぴんたる私は大華輪国で具体的にどのような扱あつかいを受けるのか。恐おそる恐おそるラン・フォン様に尋たずねてみたら、占うらない師しに訊きかないとわからないと言われてしまった。

　リー・リンに解説を頼たのむ。

「我わが国くにでは、占いで事の定めを決める習慣があるのです」

「へ、へえ……」

　異国文化とは、摩ま訶か不ふ思し議ぎだ。

　大華輪国語を勉強するだけでなく、文化や歴史も叩き込まれ、気が休まる暇ひまがない。しかし、リー・リンの熱血指導のおかげか、そこそこ喋しやべれるようになっていった。




　そして馬車と船を乗り継ぎ、やっとのことで大華輪国の港に到とう着ちやくした。さらに港から馬車を三時間ほど走らせて都に入る。

　人を受け入れる通つう称しよう大だい正せい門もんは長ちよう蛇だの列ができており、どんな尊い身分であろうが、この列に並ばなければ中に入れない鉄の掟おきてがあるらしい。私達も、最さい後こう尾びに並んだ。

　周囲の人々は、馬に荷車を引かせた商人だったり、旅行客だったり、武装したお兄さんだったり。さまざまだ。

　共通点といえば、ラン・フォン様やリー・リンと同じ黒くろ髪かみ黒目で、特とく徴ちようの薄うすい顔立ちをしているところだろうか。

　ちなみに金きん髪ぱつ青目なのは私だけなので、先ほどから視線をチラチラと感じていた。目が合うと、サッと逸そらされる。異国人が珍めずらしいのだろう。

　長い時間列に並んでいるが、たまに周囲から怒ど号ごうが聞こえて一人ビクビクしてしまう。早く帝てい都とに入れろと怒おこっているらしい。

「ひえええ……」

　ビビっていると、リー・リンがあることを教えてくれた。

「この国の者は、短気なんです」

「そ、そう、なんだ」

　確かに、ラン・フォン様はイライラカリカリしていることが多い。心の中で、何度「荒あらぶるでない」と思ったことか。まあ、お国くに柄がらだったら仕方がない。いちいち気にしないことにした。

　長蛇の列の周りには、食べ物や飲み物、暇ひま潰つぶしの本を売る商人が行き来している。お昼時になるとラン・フォン様は肉にく饅まん頭じゆうと呼ばれる丸くて真っ白なパンを買ってくれた。中の具は豚ぶたのひき肉と細かく刻んだ野菜を混ぜたもの。それを、白く柔やわらかな皮で包んでいるようだ。湯気の上がっている肉饅頭をふうふうしてから頰ほお張ばる。

「あふっ……むむっ!?」

　生き地じも具もアツアツだ。舌を火傷やけどしそうになった。

　そんなことよりも、なんという生地の柔らかさだろうか。もっちりとしていて微かすかな甘さがあり、パンとはまったく違うふかふかとした食感だった。

　具は肉にく汁じゆうで溢あふれていて、嚙かめば野菜と肉の旨うま味みが口いっぱいに広がる。皮にも肉汁が染しみ込こんでおり、一口一口食べるたびに、幸福感で満たされる。これは文句なしにおいしい。

　あ～～、幸せ！
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　結局、帝都に入れたのは陽が沈しずむような時間だった。

　手続きと持ち物検査を終え大きな門を潜くぐると、武装したお兄さんに街の中へと案内される。

　大華輪国の帝都──千せん華かはなんというか、派手な街だった。

　屋根の色は、この国で縁えん起ぎが良いとされる赤一色。それから、街のいたる場所に髭ひげや角のある大きな蛇へびのような置物が設置されている。これは龍りゆうと呼ばれる、伝説の生き物らしい。

　街を照らすのは赤紙で作られた大量の灯籠ランタンだ。壁かべや地面、人々を、赤く照らす。

　街並みに圧あつ倒とうされていると、リー・リンに腕うでを引かれて我に返った。

「移動します。あとこの大通りで呆ほうけていたら巾きん着ちやく切ぎりに遭あいますよ」

　巾着切りとは、スリのことらしい。現在、治安はあまり良くないとのこと。一いつ瞬しゆんの油断が大変な事件を引き起こすようだ。

　リー・リンの忠告を聞いて、上着の内側に入れていた財さい布ふを確かく認にんする。

　移動すると言って連れて来られた先には、人が一人入れるくらいの籠かごがたくさん並べられていた。

「中に入ってください」

「ナ、ナニコレ!?」

「駕か籠ごです」

「か、はい？」

　物わかりの悪い異国人に苛いらついたのかリー・リンは、無言で私の背中をグイグイ押おして、強ごう引いんに詰つめ込こんでくれた。か細い少女に見えたが意外と力が強い。

　これはいったいなんなんだ？　と考えている一いつ瞬しゆんの間におじさんの「よっこいっしょ～」というかけ声が聞こえたあとに籠が傾かたむいて、持ち上がったかのような浮ふ遊ゆう感かんがあった。

　これは、もしかしなくても人力で動くものなの？

　たぶん籠の上についていた棒を二人で持って運んでいるのだろう。なんだか申し訳なく思った。

　リー・リンは籠で運ばれる私と同じ速度で歩きながら大華輪国語で話しかけてくる。

「今から向かうのは、ザン家のお屋や敷しきです」

　なんでも、ザン家は大華輪国にある、六りつ花かと呼ばれる六つの大だい華か族ぞくの中の一つらしい。

「蓮レンの花の仙せん女によが守護するザン家は、領地ではお茶を中心にさまざまな食物が生産されており、帝都・千華へと運ぶことから、集めて纏まとめる者という意味で、蔵くらという字の古代読みとなる、ザンの名が大おお君きみより贈おくられたそうです」

「ほうほう」

　他に、五つの家があるらしい。

「ザン家は六花の中でも、もっとも歴史の長い名家で、皇おう家けに次ぐ尊い一族なのです」

「へえ～～」

　……ごめんなさい。難しい言葉ばかりだったので、半分も理解できませんでした。なぜ、ハイデアデルンの言葉で説明してくれなかったのか。リー・リンったら意地悪なんだから。

　三十分くらい籠の中で揺ゆられていると、目的の場所についたようだ。ゆっくりと地面に下ろされる。出入り口の簾すだれを上げると、大きな平屋造りのお屋敷の前に到着していた。

「ここが、ザン家です」

「ほえ～～」

　敷しき地ち内は見上げるほどの高い塀へいに囲まれており、煉れん瓦がと木材で作られたお屋敷は、街の様子と同じく赤一色。

　個人のお宅とは思えないほどの門を通とおり抜ぬけ、玄げん関かんまでの道を歩く。

「う、うわ、すごっ」

　敷地内に池？　濁にごっているから沼ぬまだろうか？　よくわからないが水場があり、その上に石橋がかかっていた。水面みなもには初めて見る花が浮うかんでいて、思わず見とれてしまう。

「どうかしましたか？」

「水面に花が咲さいて、珍し～」

「あれが沼地に咲く、蓮という花です。ここは蓮を咲かせるために作った沼だと奥おく様さまが仰おつしやっておりました。大華輪国では縁起の良い花なのです」

「へえ、なるほど～」

　なんとも不思議な光景である。泥どろより生まれ泥に染まらぬ美しき花、といったところだろうか。

　リー・リンの説明を聞いている間に、屋敷の玄関に辿たどり着いた。引き戸が開かれ、迫はく力りよくのある龍の置物が出迎えてくれた。

「やっぱり、家に帰って来ると、ホッとするわ」

　ラン・フォン様はぽつりと呟つぶやく。旅行は半年間にわたるものだったらしい。

「なぜ、そんな、長い旅行を、する？」

　こっそりリー・リンに聞いてみる。

「占うらない師し様に、長期の旅行が吉きちだと言われたので」

「ええ～～……」

　占いを信じて旅行だなんて。なんというか、すごいお話だ。

「どうぞ、中へ」

「あ、はい」

　ザン家にお邪じや魔まする。

　先が見えないくらいに長い廊ろう下かには、大勢の使用人が女主人を出で迎むかえるために並んでいた。

　男女比は半々といったところで、老ろう若にやく男なん女によが頭こうべを垂れている。

　玄関で棒立ちになりながらすごい光景だなあと思っていると、リー・リンに服の袖そでを引っ張られ、小さな声で耳打ちされた。

「今、いらっしゃったのが、ラン・フォン様の一人息子むすこ、シン・ユー様です。十年前に父君を亡くされ、ザン家のご当主になられました」

　一いつ瞬しゆんにしてこの場の空気が変わったことに気付く。

　使用人達は廊ろう下かの脇わきに避よけ、通り道を作った。

　やって来たのは一人の男性。その姿を目にした瞬間、ぶわりと鳥とり肌はだが立つ。

「あ、あれは……」

　見たことがないほどの見み目め麗うるわしい青年であった。目元はキリリと涼すずしげで、黒い瞳ひとみはまるで黒曜石のよう。鼻筋もすっと通っている。形の良い唇くちびるに、細い顎あご。背はスラリと高く、手足も長い。

　着ている服も豪ごう勢せいだ。青い布地に金糸の刺し繡しゆうが施ほどこされている。襟えりを胸の前で重ね合わせ、黒い帯で留とめていた。

「す、すごい」

　あまりの美しさに、もはや語ご彙いを失う。
















　ザン家のご子息は、麗れい人じんという言葉が相応ふさわしい、どこからどう見ても完かん璧ぺきな男前だった。

「シン・ユー様は二十一歳さいで、武官をしています」

　隣となりでリー・リンが何か言っていたが、耳に入ってこなかった。

　ただただ、見とれてしまう。

　夜の闇やみに紛れて生きる孤こ高こうの狼おおかみのような、鋭するどく、何者にも媚こびない瞳は、吸すい込こまれそうなほど深い闇色。目が合うと、胸がドキンと跳はねた。

「彼かれが、シンユウ……」

　その名を、思わず呟いてしまった。

　シン・ユーは長い黒髪を一つに括くくって三つ編みにしている。艶つや々つやとした絹のような美しさといったら。日々、どんな手入れをしているのか、聞きたくなってしまった。

「三つ編み、きれい」

「三つ編みができるのは華族の特権です」

「へえ～」

　そういえば、ラン・フォン様も黒髪を三つ編みにして、後頭部で纏めている。

　シン・ユーは目の前にやって来て、私をじっと見下ろしていた。

「わっ、すっご～い。見たことないくらいカッコイイもごっ！」

　感想を述べようとしたら、リー・リンに口元を塞ふさがれてしまった。

「観光じゃないんですから、思ったことをなんでも口に出さないでください」

　リー・リンが耳元で怒おこる。何を言っているかほとんどわからなかったけれど、だいたい、余計なことは言うなと伝えたいのだろう。素す直なおに「はい」と返事をしておいた。

　ここで、ラン・フォン様が一歩前に出る。

「シン・ユー、ただいま。久しぶりね」

　ラン・フォン様が半年ぶりに会った息子むすこを抱ほう擁ようしようとしたが、息子のほうはあからさまに嫌けん悪お感を剝むき出だしにしていた。抱擁をさっと避ける。

「な、何よ、その生意気な目は！」

「よくもまあ、吞のん気きに遊び回れるものだ」

　それは冷ややかで、ゾッとするほど低い声だった。肉親にかける声こわ色いろではない。

「なんですって!?」

　シン・ユーはラン・フォン様の言葉に反応することなく、先の見えぬ廊下の深しん淵えんへと消えていった。

　……まあ、なんというか、難しいお年とし頃ごろなのかもしれない。




　そのあと通されたのは、十人以上が余よ裕ゆうでかけられそうな卓子テーブルのある部屋。壁には龍が描えがかれた絵巻物──掛かけ軸じくが飾かざられている。今にも動き出しそうなほど迫力のある絵で、悲鳴を上げそうになった。

　先に来ていたシン・ユーは眉み間けんに皺しわを寄せて険しい顔を見せながら、腕組みをして座すわっていた。

　なんていうか、怖こわすぎる。まだ二十一歳なのに、かなり貫かん禄ろくがあった。

　ラン・フォン様は私の両りよう肩かたに手を置いて、機き嫌げんの良さそうな声で話しかける。

「見て、シン・ユー。異国で幸せの珍ちん品ぴんを見つけたのよ。うふふ」

「は？」

　シン・ユーとラン・フォン様は睨にらみ合あっていた。だんだんと空気が悪くなる。

　いったい何を話しているのか。リー・リンを見たが──閉めた扉とびらの前で他人のように立っていた。きちんと通訳してほしい。

　そんな私の視線に気付いたのか、おかっぱ少女は近くに寄って来て、ザン家の親子の会話を同時通訳してくれた。

「シン・ユー、よく見なさい、やっと富ふう貴き福ふく禄ろくを約束するモノが手に入ったのよ」

「何を馬ば鹿かなことを言っているのだ？」

「馬鹿って、探すのにすごい苦労したんだから！」

「この娘むすめはどこから連れて来た？」

「さあ、どこだったかしら？　忘れたわ」

「返してこい。今すぐに、だ」

　何やら拾ってきた犬を親に飼えませんと言われた的な会話が、二人の間で繰くり広ひろげられている。個人的にここでポイッされたらとても困るんだけど。残念なことに、これほど遠い所からの帰き巣そう本能は備わっていないのだ。

「無理よ。この子、帰る家がないのですって。可か哀わい想そうでしょう？」

　私が抱かかえる事情はリー・リンに話していたが、微び妙みように違ちがった意味合いで伝わっているようだ。いつの間にか私は家なし子となっている。

「この娘をどう扱うつもりだ？」

「さあ？　それはシー・トゥームー先生に聞かないと」

「あの胡う散さん臭くさい占せん術じゆつ師しの言葉を、鵜う吞のみにするなと言っているだろうが！」

「何を言っているの？　シー・トゥームー先生のおかげで今の幸せがあるのよ？」

　シン・ユーは相変わらず冷たい視線を私に向けながら、ラン・フォン様を批判している。

「あの、リイリン？」

「なんでしょうか？」

「もしかして、人身売買、この国も、ダメ、禁止？」

「そうですね」

　──なんだって!?

　どうやら、大華輪国も人身売買は禁止のようだ。

　バレたら華族としての家名剝はく奪だつや財産没ぼつ収しゆうなどさまざまな重い刑けいが科せられるらしい。

「リイリン、人身売買ダメ、知っていたね？」

「まあ、こちらにも事情がありまして」

「そんな……」

　ラン・フォン様は私を買ってきたとは言わず、可哀想な娘を助けたのだと主張していた。リー・リンからも、自分が買われてきたことはシン・ユーには言うなと耳打ちされる。

「わかったわ。この子は使用人として雇やとうことにしましょう。それなら文句はないわよね？」

　ラン・フォン様の言葉に私は深く安あん堵どした。もしかしたら、地下の牢ろう屋やに軟なん禁きんされるのではと心配していたのだ。これで眠ねむれぬ夜を免まぬかれたと喜んだが、事態は想定外の方向へと向かった。

「使用人として異国の娘を置けば、奴ど隷れいを買ってきたと言っているようなものだろう！」

「もう！　だったら、あなたの愛人として置けばいいじゃない。それならいいでしょう？」

　その発言を聞いた途と端たんに、シン・ユーの怒いかりは最大限となる。卓子を拳こぶしでドンと叩たたいて叫さけんだ。

「馬鹿なことを！」

　この世の悪を見るかのような目つきで、実の母親を睨みつけていた。

　荒ぶりたい気持ちはよくわかる。私みたいな垢あか抜ぬけない貧びん乏ぼう貴族の娘を愛人にと勧すすめられても速そつ攻こうでお断りだろう。

　二人の間に割って入って「私のために喧けん嘩かはやめて！」と言いたいところだったが、あいにく言葉がわからないので、状じよう況きようを見守る以外にできることはない。

「あなたはさっきから何を怒っているのかしら？　異国人であるこの子が気に入らない？」

「……ザン家の当主であり王に仕える俺おれが愛人なんかを囲えば、家名に傷が付くとは思わなかったのか？」

「あら、そうだったわね。男の人の誇ほこりってなんだか面めん倒どうだわ」

　使用人はダメ、愛人もダメ。なんだか雲行きが怪あやしくなってきた。

「だったら、地下に閉じ込めておくようにようにするわ」

　リー・リンが通訳で教えてくれたのは、恐れたとおりの結果だった。まあ、更なる身売りを強要されるよりは、百万倍もマシだけど。

　しかしこの親子、どちらも負けず劣おとらず気が強い。そっと、リー・リンに質問してみた。

「あの～、リイリン、この喧嘩、いつ終わる？」

「シン・ユー様に、動きがあるはずです」

「おっ？」

　解説を聞きながら、手に汗あせ握にぎってしまう。

　シン・ユーは卓子を両手で叩たたいて立ち上がり、ズンズンと私やラン・フォン様のいるほうへ迫せまってくる。

「──恥はじを知れ！」

　なんと手を上げて、ラン・フォン様を叩こうとしたのだ。

『ダ、ダメ────!!』

　気付けば、私はシン・ユーの前に立ちはだかっていた。

『お母さんは叩いちゃダメッ！』

　慌あわてまくった私は自国の言葉でシン・ユーに叫んでいた。

　気付くと上げた手は下ろされていたので、怒りを削そぐことには成功したらしい。

　この場で一番悪いのは私だ。大華輪国のことをよく知りもせずにラン・フォン様の誘さそいに乗り、体の悪い父親を一人残してきたことは罪深い。

　もらったお金はもうない。だから私は地下に閉じこめられるしか道はないのだ。

「シンユウ、ごめんごめん！」

　とりあえず覚えたての大華輪国語で謝あやまってみた。一度の謝罪では足りないので二回謝ってみたが、私の一言で部屋の空気は微妙なものとなる。発音がおかしかったのか、背後にいた使用人のおじさんが突とつ然ぜん吹ふき出だしていた。目の前にいるシン・ユーは無表情で私を見下ろしている。

「私、なんでも、シンユウに、シンユウに……」

　私はなんでもします。シン・ユーには迷惑をかけません、と言いたかったが、「迷惑」をまだ習っていなかったので、言葉に詰つまってしまった。

　背後にいたリー・リンに通訳を頼み、代わりに伝えてもらう。

「異国のお方は、ザン家に借りがございまして、なんでもすると仰っております」

「借り、とは？」

　リー・リンは人差し指と親指で丸を作る。それを見たシン・ユーは、深い溜ため息いきをついていた。

「……わかった」

「はい？」

　基本的にこの国の人達は早口だ。言葉を聞き取れた試ためしがない。

「この娘は俺の妻として迎むかえる。それなら問題も起きないだろう」

「なっ、シン・ユー、なんですって!?」

　今度はラン・フォン様が、バンッっと卓子と叩いて立ち上がった。

「何よ！　愛人は嫌って言ったくせに！　意味がわからないわ！」

「家名を守るためにはそれしか方法はないだろう」

「異国の血をザン家に入れるなんて！　こんな子、やっぱり捨ててくるわ！」

「罪のない者を地下に追いやることは許さない。帰る家がないのに追い出すというのも以もつての外ほかだ」

「あなた、自分のしようとしていることがわかっているの!?」

「そろそろ年頃だから結けつ婚こんしろと言っていたのはそっちだろうが」

「だからって異国人なんかを選ぶことはないじゃない！」

　すさまじい形相のラン・フォン様に腕を取られそうになったが、シン・ユーがその手を止めたので、捕つかまることはなかった。

　リー・リンは完全に部外者の顔をしており、距離をとってこの騒さわぎを見守っている。私は通訳がないので、何を言い争っているのか半分も理解できずにいた。

　唯ゆい一いつわかったことといえば、大華輪国の人達はやはり非常に短気ということ。

　シン・ユーもラン・フォン様も、すぐキレる。

「異国の娘を嫁にした華族の例がないわけではない。誰だれがなんと言おうと、この娘は俺の妻にする。今、決めた」

　シンと、部屋が静まり返る。その沈ちん黙もくを破ったのは、リー・リンだった。

「おめでとうございます」

「リイリン、おめでと、何？　いみ、教えて」

　得意になってこの国の言葉で返すが、相変わらず片言で発音も怪しい。

「シン・ユー様との婚こん約やくが決まりましたので」

「シンユウ？」

　ダメだ。リイリンからもこの国の言葉で返され、シン・ユーの名前しかわからない。

　それにしても、いったいシン・ユーの何がおめでたいのか。本人を見たが、相変わらず殺気と見み紛まがうような恐ろしい視線をこちらに向けていた。ラン・フォン様も依い然ぜんとして酷ひどく不機嫌なご様子で、とてもおめでたいことがあったようには見えない。

「シン・ユー様のご婚約が決まったので、めでたいなと」

　それはめでたい──いや、待てよ。リー・リンは私に対しておめでとうと言っていた。もしかしなくても、この険悪な雰ふん囲い気きといい、おめでたい空気感が一いつ切さいないことといい、よもや結婚相手は私なのだろうか？

「だから、そうだと言っているでしょう？」

「な、なんですって～～！」

　あ、ありえない！　まさか本当に玉の輿に乗るなんて！

　たぶん、お堅かたい華族の体面を保つための処置だろう。この国で異国人は珍しく、奴隷として連れて来る者達も多い。正当な理由なくこの家に滞たい在ざいすれば悪い噂うわさも広まると。だが、見てわかるようにラン・フォン様は納なつ得とくしていないようだ。

「シン・ユー、今度こそ本当に、許さないわよ」

「別に親の許しはなくとも、皇こう帝ていの許しがあれば華族は結婚できる」

「く、口の減らない子ね！」

　かの、黒髪の美しいご婦人は、なんと言うか、自由なお方なのだ。華族の道理に囚とらわれず、空を舞う蝶ちよう──否、嵐あらしのように生きてきたに違いない。

　一方、ガッチガチのお堅かたい教育を受けて育ったお坊ぼつちゃまシン・ユーは、華族に相応しい振ふる舞まいを周囲から強要されてきたのだろう。

　よく理解しているわけではないが、この二人は根本的な思想が違っているから、こうして衝しよう突とつをしてしまうのだ。

　ラン・フォン様は異国の娘など、都合が悪くなったら捨てればいいと考えている。一方、シン・ユーは華族としての体面があるから、非道な行いはできない。

　相そう互ご理解が深まることは絶望的にないように思える。

　しかし結局のところ、力関係はザン家の当主であるシン・ユーのほうが強いようだ。

　これまで私を空気のように扱っていたラン・フォン様は、忌いま々いましいとばかりに冷たい目で見てきた。

　この場を収めるために結婚相手を決めることはシン・ユーにとって良くないし、ラン・フォン様にも理想の嫁よめ像というものがあるだろう。

　よって、本日二回目の「割って入る」という暴挙に出てみた。

「シンユウ、私、いい子、する」

「……なんの話だ？」

　言葉も文化もわからない私が、民たみの模も範はんとなるような行いを良しとするザン家に嫁ぐというのは無理な話だ。

　お金は返せない。それ以外で迷めい惑わくをかけずに自分にできることといえば、このお屋敷の地下に籠こもって、異国から来た幸せの珍品らしくザン家の繁はん栄えいを祈いのることくらいだろう。そのことをリー・リンに伝えてもらった。

「シン・ユー様、異国のお嬢じよう様さまは地下で祈き禱とうをすることをお望みのようです」

「なんだと？」

「言葉も文化も違う者同士が結婚をすれば、双そう方ほう苦になると仰っております」

　シン・ユーは納得したという表情を見せない。なんという頑がん固こ者ものだろうか。

「ねえ、この子も結婚はしたくないと言っているし」

　ラン・フォン様は私を指差し、取とり繕つくろうかのようにシン・ユーに話しかけていた。話していることはだいたい予想できる。

「地下で不自由のない暮らしをさせるのであれば問題はないでしょう？」

　先ほどからリー・リンが会話の同時通訳を再開してくれている。

　私は多くのものは望んでいない。唯一、父親のことだけは心残りではあるが。

「……この娘の名前はなんと？」

「名前？　マオ・マオよ」

「異国の者でなく、大華輪国の生まれなのか？」

「いいえ。私が付けた名前よ。猫ねこっ毛けみたいな髪かみ質しつだから、古代語で猫毛という意味のマオ・マオ。あの子の名前、ちょっと言い難にくいの」

　ラン・フォン様は旅の途中で、大華輪国でも通用するようにと名前を決めてくれたのだ。可か愛わいい響ひびきだと思っていたら、まさかの猫毛……。

　この湧わき上あがる残念な感情は、言葉では表せない。

　じっと、睨みつけるようにシン・ユーは私を見る。

「──リェン・ファ」

「は、はい？」

　自分の名前レイファの発音に似ていたので、つい反応をしてしまった。

「お前はこれからザン＝リェン・ファと名乗れ。それからザン家の女当主としての振る舞いを身につけろ」

「へ？」

　いったい何を言ったのか。リェン・ファしか、聞き取れなかった。

「ちょっとシン・ユー！　どういう──ちょっと、あなた、待ちなさい！」

　また、わけのわからぬうちに何かが決まったようである。

　シン・ユーとラン・フォン様がいなくなってしまった部屋で、リー・リンが再び「ご婚約おめでとうございます」と言ってきた。

「シン・ユー様は正式にあなたを、結婚相手に選びました」

「結婚って、あの結婚？」

「はい。よかったですね。奥様」

「ええ～～!!」

　ラン・フォン様の抗こう議ぎも空むなしく、私とシン・ユーとの結婚が正式に決まってしまったようだ。

　どうしてそうなった！

　それから、名前がマオ・マオでなくリェン・ファになったらしい。

　結婚はともかくとして、リェン・ファは──うん、いい名前だ。
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　冷たい風がガタガタと窓まど枠わくを揺らす。今は春らしいが、冬のように寒い。昼間だというのに薄うす暗ぐらく、卓子の上では角灯ランタンの炎ほのおが揺れていた。

　現在、私は火ひ鉢ばちのある贅ぜい沢たくな部屋で、勉強に励はげんでいる。部屋の空気は、緊きん張ちようで張り詰めていた。……と、いうのも理由がある。

「違います！」

　ダン！　と卓子の上をリー・リンは太い棒で力いっぱい叩く。

　喋しやべり方があまりにも酷ひどいとシン・ユーが言ったので、前にも増して厳しい指導になっていた。体たい罰ばつを与あたえられるわけじゃないけれど、大きな音に毎回びっくりしてしまう。間違えるたびに、平謝りしていた。

「ご、ごめん～」

「何回同じところを間違えるのですか!?」

「うう……もう、一回」

　絶望的なまでに物覚えが悪いので、リー・リンは溜息ばかりついていた。申し訳ない。聞き取りはこの数日でずいぶん上達したように思える。問題は発音だった。特に敬語を喋る時の発音が酷いようで、何度も注意されている。

「敬語は本当に酷いので人前で使わないでください。私が変な喋り方を教えたと思われても困りますから」

「は、はい。きっと大だい丈じよう夫ぶ。心配、ない」

　一日じゅう勉学に励み、少しだけラン・フォン様のお茶会に付き合って終わる。お茶会には近所の上品な奥様を呼んでいるが、異国の娘が珍しいようで毎回珍ちん獣じゆうを見るような好こう奇きの視線に晒さらされていた。

　そして、シン・ユーとの関係も相変わらずで、上う手まく交流を図はかれないまま。

　武官をしているというシン・ユーは朝から夜よる遅おそくまで働いている。気の毒なことに帰りは日付が変わるような時間なのだ。朝は日の出前に出勤するので休日以外に会うことはないし、休日も部屋に籠っていて居間や食堂に顔を出さない日もあるので、仲良くなる機会がないのだ。

　まあ、貴族もとい華族の結婚とはこんなものなのかもしれない。きっと私の両親が規格外に仲が良かったのだ。
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　深夜、喉のどの渇かわきを覚えて目を覚ます。

　寝しん台だいの近くに使用人が置いてくれた水差しの中身は酒だった。異国人は酒を水のように飲むという間違った認にん識しきが広がっているためだろう。どうしようか迷ったが、気になって眠れそうにないので、起き上がる。

　寝台の近くに掛けてあった上着を羽織り、水をもらいに行こうと角灯に火を灯ともす。灯あかりのない廊下を角灯の光だけを頼たよりに歩き、食堂を目指した。

「──ッ！」

　廊下の角を曲がろうとしたその時、誰かと鉢はち合あわせになってしまい、とっさに悲鳴を吞み込んだ。深夜の廊下を気配なく歩いていたのはシン・ユーだった。

「お、おかえり。シンユウ」

　驚きでドキドキと高鳴る胸を抑おさえながら声をかける。シン・ユーに驚いた様子はなかった。

「お前は、こんな時間に何をしている？」

「ん？　ナニ？」

　シン・ユーの声は低いので、拾いにくい。聞き返しても、同じことは言わない主義なのか、じっと鋭い視線を向けるばかりであった。

　深夜に部屋を抜け出しているのが不ふ審しんだったか、はたまた片言の喋りに呆あきれているのか。

　表情だけでは読み取れず、不安を押おし隠かくすように自分の髪をぎゅっと握った。これは幼い頃ころからの癖である。

「──あ！」

　髪、そうだ！

　今の私は髪の毛を左右に分けて編んで下げている。この国で三つ編みといえば高貴な身分の者にしか許されていない。この髪型にして寝ねないと、翌日髪の毛が四方八方に跳はねるので、こっそりとしていたが、こんなところでバレるとは思ってもいなかった。

「ご……」

　なんだと言わんばかりの、冷たい視線がザクザクと突つき刺ささる。怖い、怖すぎる。早く、ここから逃にげなければ。

「ご、ごめんなしゃーい！」

　私はリー・リンに酷い発音だからと禁じられていた敬語で謝ると、相手の反応を見る前に回れ右をして、自分の部屋へ全力疾しつ走そうした。

　リー・リンより、「ごめんごめん」は禁じられていたのだ。

　それでもたぶん、私の誠意はシン・ユーに伝わったことだろう。

　それにしても、闇の中のシン・ユーは怖すぎる。虚うつろな目で歩いていて、亡ぼう霊れいかと思った。

　次は朝か昼間に会えますように──そう願いながら、喉の渇きを我慢しつつ眠った。




　ザン家の食堂は広い。長く真っ赤な卓子が置かれ、見たこともない料理が並べられている。ラン・フォン様が上かみ座ざに、私が下しも座ざ側に座る。

「奥様、どれを召めし上あがりますか？」

「……」

「奥様？」

「わっ！」

　給きゆう仕じ係がかりに顔を覗のぞき込こまれてぎょっとする。奥様とは私のことらしい。

　昨日、書類上の処理が完かん了りようし、晴れてシン・ユーとの結婚が成立したようだが、まったく奥様になったという実感がなかった。

　ちなみに、結婚式は後回しらしい。準備に時間がかかるので、すぐにというわけにはいかないようだ。

　トントン拍びよう子しに進みすぎて、気持ちがついていけない。

　晴れて、シン・ユーが夫となり、ラン・フォン様は義は母はとなる。結婚にはいまだ納得していないのか、態度は冷たい。

「奥様？　いかがなさいましたか？」

「な、なんでもない、ない！」

　念のため、二回ほど否定しておく。

　しかし、なんともいえない気分だ。変な噂が広まらないうちにシン・ユーが先に入にゆう籍せきだけ済ませているので、私は間違いなく奥様なのだが、呼ばれるたびに義母のことかと思ったり、聞きき逃のがしたりして、反応が遅おくれることが多い。

「どれを召し上がりますか？」

「……籠の中の丸、白いの」

「小籠包シアオロンパオですね？」

「……あ、うん、それ」

　大華輪国語には現代語と古代語があり、日常で使う割合は半々といったところだろうか。同じ言葉でも発音の違いがあり、個人的には現代語のほうが言いやすいような気がする。

　例えば、使用人が蒸籠せいろから小皿に移してくれている小籠包シアオロンパオは古代語の発音になる。現代語だと小籠包シヨウロンポウとなる。

　残念なことに人の名前はすべて古代語から付けるようで、もれなく全員の発音が難しいという異国人泣かせの決まりがある。

「三つでよろしいでしょうか？」

「うん。ありがと」

　小皿には一口大の小さな小籠包が三つ並べられ、カップには花の香かおりのするお茶が注がれた。

　皿の前には陶とう器きでできたレンゲと呼ばれる花びらに似た形の匙さじと、箸はしという竹を削けずって作った二本で一いつ対ついの、食べ物を挟はさみ取る道具が置かれる。レンゲと箸は魚を模した小さな陶器の上に先せん端たんを載のせており、食しよく卓たくに直じか置おきにならない工く夫ふうが施されている。

　自分の国では布の上に食器を置く習慣があるので、初めに見た時は驚おどろいた。

　食卓の上を美しく見せる大華輪国の素す晴ばらしい文化の一つと言えるだろう。

　この箸置きにはさまざまな種類があり、今ではどのような形状のものが出てくるのか楽しみにしている。

「奥様？」

　再び使用人から、心配するように顔を覗き込まれる。

　今は箸置きの素晴らしさに感動する時間ではなく、食事をしなければならない時だ。集中しなければ。

　目の前に置かれた小籠包は、薄い皮の中にひき肉と野菜を混ぜた具と共に熱々のスープが包まれたもの。

　レンゲの上にある小籠包を箸で突つつく。中からじわりと出てきたのは鶏にわとりを煮に込こんで作った半はん透とう明めいのスープだ。考えごとをしていたのでかなり時間は経たっているはずだが、出てきた汁つゆからは白い湯気が上がっている。頃合いを見て、パクリと食べた。

「あ～、おいしい！」

　感想を述べると、給仕係もにっこり笑顔になる。義母からは、静かに食べなさいと注意されるけれど、おいしいものはおいしいのだ。祖国の父にも食べさせてあげたいなあ。





[image: ]






　屋敷の住人が寝静まった深夜、廊下から誰かが咳せき込こむ音が聞こえて目を覚ます。いったい誰が、と気になって部屋から出てみる。使用人だろうか、蹲うずくまって咳せき込こんでいるので、思わず駆け寄ってしまった。

「だ、大丈夫？　苦し？」

　灯りを持っていなかったので、相手の状態がよく確認できなかったが、若い男性であることだけはわかる。

　激しい咳き込みは治まりそうにない。青年の背中を撫なでつつ、人を呼んでくると言おうとした時──結ゆわれている髪が手ての甲こうに当たった。

　三つ編みは高貴な人の証あかし。このお屋敷で、三つ編みの男性といったら、一人しかいない。

「もしかして、シンユウ？」

「他に、誰がいると──」

　喋っている途と中ちゆうだったが、再度激しく咳き込む。やはり、高貴な人はシン・ユーだった。咳は止まらない。亡くなった母にも、似たような状況が何度もあった。

「シンユウ、薬は？」

　シン・ユーは咳き込みながら首を横に振る。薬はないと？　どうすれば──。

「こ、ここで、いい子してて！」

　私はシン・ユーにそう言い聞かせ、義母の部屋へ走る。

「おかーさん、おかーさん！」

「……もう、何よ」

　真夜中に叩き起こされた義母は、不機嫌の権ごん化げとなっていた。眉間にギュッと皺しわを寄せて、私を見下ろす。今まで見た中で一番顔が怖い。

　しかし、今は一大事だ。

「シンユウが、シンユウが！」

　混乱状態なので、言葉が出てこない。ええい、もどかしい。

「シン・ユーがどうしたの？」

「とにかく、来て！」

　説明している時間が惜おしいと思い、義母の手を引いてシン・ユーのいる場所へと連れて行く。シン・ユーはまだ同じ位置に蹲り、咳き込んでいた。

「シンユウ、だいじょぶ？」
















　シン・ユーの背中を摩さすりながら、義母にどうすればいいのかと聞いたが、想定外の答えが返ってきたのである。

「ああ、これはいつもの発ほつ作さよ。放っておいたら治るわ」

「え？　ごめん、もう一回」

「問題ないの。大丈夫よ」

　苦しそうに咳き込む息子むすこを前に、義母は平然としていた。私はシン・ユーに確かめる。

「シンユウ、大丈夫？」

「……向こうに、行け」

　シン・ユーの言葉はよく聞き取れなかった。義母に尋ねてみると、どうやら薬などで治る症しよう状じようではないらしい。こんなに苦しそうにしているのに、何もできないとは。

　少しでも落ち着けるようにと背中を摩り続けるが、あまり意味はないのかもしれない。

「リェン・ファ。放っておいても大丈夫だからもう寝ねなさい」

「先生、診みた？」

「ええ。占術の先生は問題ないと言っているわ」

　またしてもよく聞き取れなかったが、病院の先生が大丈夫というのなら素人しろうとの私が心配することではないのだろう。しかしながら、この咳の仕方は肺を患わずらっていた母親のものと似ているので気になってしまう。

「この子は休みの日はほとんど具合が悪いって寝込んでいるの。よくもそれで武官をやれているものね」

　休日にほとんど姿を現さないのは、自室で臥ふせっていたからだったのか。

　まさか、武官をしているシン・ユーの体が弱いだなんて──。

　義母の愚ぐ痴ちを聞いているうちに、シン・ユーの咳が治まる。

「シンユウ……」

　何か必要なものはあるかと聞こうとしたが、支えていた手を迷惑だと言わんばかりに押し返されてしまった。

「あ！」

　シン・ユーはよろよろと立ち上がり、廊下を歩き始める。追いかけて支えようとしたが──。

「近寄るな！」

「！」

　怒鳴られてしまった。それ以上あとを追うことはできずに、呆然とシン・ユーの背中を見つめ続ける。

「リェン・ファ、放っておきなさい」

「で、でも」

「大丈夫だから」

　あとの世話は執しつ事じさんじゃなくて、この国の言葉で言うと家か職しよくさんがしてくれるらしい。だから、寝ろと言われてしまった。

　モヤモヤを抱えつつ、部屋に帰る。

　シン・ユーの発作と、病びよう床しようの母親を重ねてしまい、なんとも切ない気持ちになってしまった。




　翌日、シン・ユーの病状について、リー・リンに話を聞いてみる。

「恐らく、旦だん那な様の咳は、工場から漂ただよう煙けむりの影えい響きようかと」

「な、なんだって！」

　大華輪国の帝都、千華では染め物が盛さかんに行われており、毎日のように湯を沸わかして布を染せん色しよくする作業が大々的に行われているという。

　職人の手で作られた美しい布は外国に輸出され、大華輪国の経済を支えるものとなっている。だが、染色をする際に出る煙が帝都に住む人々の害になることもあり、シン・ユーの咳の原因にもなっているのではないかというのだ。

「シンユウ、咳、治らない？」

「そうですね。田舎いなかの空気の良い所に移り住めば、多少はマシになるでしょうが」

　う～～む。なるほど。

　都での派手な暮らしを好む義母に、家を守ることを誇りとするシン・ユー。二人がすべてを捨てて田舎暮らしを選ぶとはとても思えなかった。

　私にできることは、何かあるのか……。




　今日はお客様が来るというので、使用人のお姉さん達が綺き麗れいな服を用意してくれた。

　華か服ふくと呼ばれる衣い装しようは、ツルツルとした滑なめらかな手て触ざわりの布が使われており、織おり込こんだ花模様が美しく、一目で最高級品だということがわかる。服の形も故郷のものとは違い、上着を羽織って右と左の襟を重ね合わせ、帯で留めるという不思議な構造をしていた。

「奥様、本日の装そう飾しよくは、いかがなさいますか？」

　私より三つ年上だという童顔の女官──メイ・メイが本日の装よそおいの希望を聞いてくる。いつもどおりお任せで仕上げてもらうようお願いした。目の前にはたくさんの簪かんざしや首飾りなどが並べられているが、趣しゆ味みのいい組み合わせなどさっぱりわからない。

　用意された華服に腕を通し、人の手を借りて帯を巻く。力いっぱい巻かれた帯は結構な圧あつ迫ぱく感があるが、コルセットを装着した時の苦しみに比べたら可愛いものだろう。

　着き替がえが終わると、化け粧しようも念入りに施される。

　完成後の顔は、なんというか、別人の領域にまで達していた。

　顔面偽ぎ装そうが終わったあとは、髪の毛を綺麗にしてもらった。耳の前で細長いお団子を左右に作る髪型は初めて見たので、思わず感心してしまう。

　こうして身み綺ぎ麗れいになったあとで連れて来られた部屋には、めかし込んだ義母がいて、別人のようになった私の顔を見ると、細長い葉っぱのような扇せん子すで口元を隠しながら大笑いをしてくれた。

「おかーさん……」

「だって、あなた、上手く化けているんですもの」

　化粧って言葉のとおり、化けて、粧よそおうものですから。

　それにしても、義母ったら笑いすぎである。楽しそうだから、まあいいか。

　本日のお客様とは、ちょこちょこ会話に出てきていた占い師らしい。その先生は義母が少女時代から付き合いがあり、絶対の信しん頼らいを寄せているとか。

　大華輪国での占い師の地位は高い。国民は何か迷いごとだったり、心配ごとだったり、不安なことがあれば占い師に来てもらい、占術料を払はらってから話を聞く不思議な習慣がある。

　怪あやしいなあ──というのが本音であるが、義母は妄もう信しんしているようだった。

「あら、いらしたわ」

　客間の扉が叩かれる。入ってきたのは、五十代くらいのおじさんだった。

　髪は真っ白で、胸の辺りまで伸のばしている。だが、それよりも目を引くのが胸下まである長い髭だ。

　服装も変わっていて、地面につきそうなほどの長い袖のある華服を纏い、下は女性が穿はくスカートのような構造になっている。まあ、一言でこのおじさんを表すとしたら最高に胡散臭い、だろう。

「お久しぶりね、シー・トゥームー先生」

「ハ～イ、半年ぶり～アルね」

　このおじさん怪しい。一言喋っただけで疑ぎ惑わくが確信へと変わった。

「この子は～誰アルか～？」

「そう！　この子、先生の言っていた異国の珍品なの！」

「アー、青と金の～生き物のことネ？」

「そう！」

　──おかしな助言をしたのはお前か！

　私はこの胡散臭いおじさんのおかげでここに来ることになったのか。まったく、本当にありがとうございましたと言いたい。

「んーカワイ、カワイイ。異国の珍品、トッテ～モ、可愛いネ」

　可愛いと言いながらニタニタと不気味に笑いながら見るので、ここに来て初めて父のいる家に帰りたいと思ってしまった。私を綺麗にしてくれた女官をちょっとだけ恨うらみに思う。普ふ段だんの姿ならこんなに食いつかなかっただろうに。現在の顔面は職人の偽装工作によるもので、残念ながら可愛いは作れるのだ。

　義母は不審に思ったのか、「先生？」と声をかける。我に返ったおじさんは適当な話題を喋り始めた。

「この子、来て、幸せ得たアルか？」

「いいえ、まだなの」

「幸運の力、まだ足りないネ」

「まあ！　そうだったの。最近シン・ユーとも衝突してばかりで、なかなか幸せがやってこないって思っていたのよね」

「大丈夫、秘策あるヨ」

　おじさんの言おうとしている秘策から、嫌な予感をひしひしと覚える。

「娘、名前、何？」

「……レンハ」

「んん？」

「リェン・ファよ」

　私はいまだに自分の名前すらまともに言えない状況にある。驚きの馬鹿さ加減を露ろ呈ていしてしまい、頰ほおに熱が集まるのを感じていた。

「うん、リェン・ファ。彼女が完全となるには～ワタシの愛人～デハナクテ、後妻……はヤバイか。──養子！　ソウ、養子になるのネ！」

　いろいろと信じられない言葉の羅ら列れつを聞いた気がする。綺麗に聞き取れたのはおじさんの愛人か養子になればいい的なくだりだけだったが。

　やっぱりこの胡散臭い占い師は、私のことをイヤらしい目で見ていたのだ。

　職場の姐ねえさん達の猥わい談だんを聞かされていたので、男の人が変態であることは知っていた。だが、こうも変態力をダダ漏れにされては気持ちが悪いとしか言いようがない。

　お金で買われた私に選せん択たく権はないが、シン・ユーと結婚しているからこのおじさんの所には行けない──よね？　と期待を込めて義母を見上げたが、「シン・ユーに聞いてみないとわからないわ」というなんとも不安になる回答を返してくれた。

「ご子息に？　なぜ？」

「この子、息子と結婚したのよ」

「おやまあ、なんと！」

「だから聞いてみないと。こっちで勝手に決めたらまた怒られてしまうわ」

　私も変態のおじさんにもらわれるよりは、シン・ユーの奥さんをしているほうがいい。

「んん～。結婚、良くないネ」

「まあ、そうなの!?」

　シン・ユーとの結婚が良くないって、本当なのか。怪しい。怪しすぎる。

「ん。だからすぐに婚こん姻いん関係を破は棄きしたほうがいいネ」

　このおじさんも大たい概がい適当だな。占いをする素そ振ぶりすら見せない。古代の力を使う占術なんて詐さ欺ぎの一種だろう。第一、喋り方がブレすぎている。

「では、シン・ユーに聞いてから、先生との養子縁えん組ぐみを」

　お義か母あさん、酷い。買われた身とはいえ、こんな胡散臭いおじさんの子どもになるなんて嫌すぎる……。

　最後にと付け加えた義母が、シン・ユーのことについて相談を始める。

「シン・ユーのことなんだけど、また発ほつ作さが起きていて、大丈夫なのかしらってこの子が心配しているのよ」

　シン・ユーの咳き込む姿を見てから、どうしても気になってしまい、義母に相談をしていたのだ。

　私があまりにもしつこいので、義母は先生に聞いておくから、と言っていたが、先生はお医者様じゃなくてこのおじさんのことだったのか！

「シン・ユー？　ああ、大丈夫。お薬、毎日飲む、治るネ。心配ないヨ」

「そうよね。ほら、大丈夫って言っているでしょう？」

　このおじさんがいくら心配ないと言ったところで、お医者様の言葉じゃないので信用できません。

　ま、まさか、今までまともに医者の診しん断だんを受けたことがないとか言わないよね、お義母さん？　訊くのが怖い。

「では、ザンサン、本日の代金を」

　おじさんが懐ふところから取り出した請せい求きゆう書しよにはは十万金と書かれていた。

　なんと、私を買い取った金額の十分の一を渡わたすように言ってきたのである。

「先生、また頼みますね」

「はいネ」

　義母は即そつ金きんで十万金を用意しておじさんに手渡す。わけのわからないお金のやり取りに、私は気絶しそうになっていた。





[image: ]






　胡散臭い占い師が来た日の夜、私と義母は居間でシン・ユーの帰宅を待っていた。私の養子縁組の話をするためだとか。

「ふああ～～」

「若い娘がそのように大口あけて欠伸あくびをしてはいけないわ」

　義母にぴしゃりと注意される。

「ん？　口、あける？」

「欠伸を、人前で、しては、いけないと、言っているの！」

「あくび、だめ、わかった」

　シン・ユーの帰宅は日付も変わるような時間帯で、私は欠伸を嚙み殺すのに必死になっていた。いつもだったら既すでに眠っている時間なのだ。

　シン・ユーの帰りをじっと待っている間、なんだか市場に売られていく家か畜ちくのような気分になってしまった。私はどうやら、この家を出ることになるらしい。シン・ユーの判断待ちだけど。

　それにしても、あの胡散臭い占い師に引き取られるとか……。なんだかんだで、ザン家の人達はみんな優やさしかったし、義母は厳しい人だけど、意地悪ではない。シン・ユーは顔が怖いだけで、実際はいい人なんだ。ほとんど話したこともないけど、きっと、たぶん。

　でもまさか、こんなに早くここを出ることになるなんて、想像もしていなかった。背後に控ひかえていたリー・リンを振り返り、感謝の気持ちを口にする。

「リイリン、いつもありがと、ね」

「なんですか、いきなり」

　これまでのお礼を言っただけなのに、怪しまれてしまった。

　このザン家での暮らしもあと少しかと思うと、これまでの異国生活の記き憶おくが走そう馬ま灯とうのように蘇よみがえってくる。

　貧乏貴族の自分には驚きしかない日常だった。生活習慣、食文化、信しん仰こう、産業など祖国とはまったく異なる歴史は摩訶不思議であり、理解不能でもあり、また、素晴らしくもあった。

　大華輪国の言葉や文化を必死になって頭の中に詰め込む毎日ではあったが、労働の必要がなく、食事の心配をしなくてもいいというのは心の安息となっていた。シン・ユーの体のことだけは、ちょっと心残りというか心配だ。これからどうなるのか。

「……遅いわね、あの子」

　義母の言葉に、ハッと我に返る。ちょっと寝ていたかもしれない。

　卓子の上にはスープを飲むような深形のお皿が置かれている。中にはお茶がなみなみと注がれていた。聞いてみたら、これはシン・ユーの分で、詐欺師先生から購こう入にゆうした心と体の具合を良くするお茶らしい。なんというか、お茶も売っているなんて、手広く商売しているなと感心してしまう。

「このお茶、全部シンユウの？」

「ええそうよ。これだけ飲めば体の調子も良くなるはずだわ」

　なんだかんだ言って、義母もシン・ユーのことが心配なのだろう。二人共もう少し素直になってくれたらいいのだが、いろいろ拗こじらせていて今いま更さらという感じなのだろうか。まあ、このお茶をシン・ユーが素す直なおに飲んだとしても、心と体の不調を治す絶対的な効果などない。お腹を壊こわさないといいけれど。

　ほどなくしてシン・ユーが帰宅した。

　揃そろって居間で待っている私達を訝いぶかしげに見て、眉間の皺をさらに深くしながら長なが椅い子すに腰かける。

「何用だ。こんな夜よ更ふけに」

「あら、いい話なのに」

　深夜のシン・ユーはことさら不機嫌な様子で、眉まゆ一つ動かさずに事の次し第だいに耳を傾けていた。

「この子をね、養子に出そうと思っているの」

「なんだと？」

「先生がね、是ぜ非ひとも引き取りたいって。婚姻関係も破棄してほしいと言われているの。そのほうが絶対幸せになれると、先生が仰っていたわ」

「馬鹿なことを！」

　シン・ユーの顔が、今まで以上に怖くなっていくのと同時に、部屋の雰囲気が険悪に染まっていく。居い心地ごこちの悪さを感じていた私は、うっかりシン・ユー用のお茶に口をつけてしまった。だが、心と体を落ち着かせる効果は現れない。詐欺茶なので当たり前だが。

「ねえ、あなたも望まない結婚だったからいい話だと思うの」

「一度決めた婚姻を簡単に反ほ故ごにできるものか！」

「婚姻関係の解消なんて書類一枚で済むものじゃない。それともリェン・ファのことが案外気に入っているのかしら？」

「何を寝ぼけたことを言っている!?」

「寝ぼけたこと、ですって？　私はあなたのことを思って言っているのに！」

「そんなこと、望んでいない！」

　目の前で舌ぜつ戦せんを繰り広げる二人の会話はだんだんと早口になっていくので、内容を聞き取れなくなってしまった。でもまあ……私に関することで揉もめていることには間違いないが。

「華族の婚姻は、皇帝陛下の許可がいることを知らないと言うのか？」

「それくらい知っているわよ！　趣しゆ味みが合わなかったから離り縁えんしたって言えばいいじゃない！　どうせ陛下には毎日会っているのでしょう？」

「離り婚こんは、この家の品位を下げる行こう為いだということも理解していないみたいだな。──だから、母上は何も知らない成なり金きん商家出身だと陰かげ口ぐちを叩かれるんだ！」

「な、なんですって!?」

　やめて～～、私のために喧嘩はやめて～～！

　もちろん、今の二人の間に割って入る勇気はないので、心の中で呼びかけている。ザン家の親子は、またしても衝突していた。

「──ッ！　もう、シン・ユーなんて知らない！」

　シン・ユーが止とどめの一言を言ったのか、義母は涙を浮かべて走り去ってしまった。いったい彼かれは何を言ったのか。気になったのでシン・ユーの表情を見てみると、恐ろしい表情で卓子の上の養子縁組書を睨みつけていた。

　──私も義母の勢いに乗って一いつ緒しよに、この部屋から去ればよかった。

　もはや殺気しか放っていないシン・ユーを前に、とっさの判断ができない自分を、のろまめと心の中で罵ののしる。

　シン・ユーに、なんと話しかけていいのか。考えているうちに、養子縁組書は破られていた。

「シンユウ……」

　私はどうなるのか。聞きたかったが、言葉が見つからない。

「ここに」

「え？」

　ぼそりと呟かれた、「ここに」というお言葉。どういう意味なのか。殺気を放っているので、とても詳くわしく聞けない。たぶん、ここにいろとか、ここにいてもいいよとか、そういう意味だろう。

　それにしても、詐欺師の家に引き取られなくてよかった、ありがとうと言うべきなのか。シン・ユーは恐らくザン家の体面を重んじて、私との婚姻関係を続けたほうがいいと判断したのだろう。貴族の当主の結婚とは人生を左右するとも言われるほどに重要なことで、気が変わったからといって簡単に解消できるわけではない。大華輪国とハイデアデルン国、華族と貴族、国や呼び方は違ってもその辺の常識は一緒だと思っている。

　ふと、シン・ユーと目が合ってしまった。気まずいので、ちょっとだけ話しかけてみる。

「シンユウ、にこーして」

　顔がとても怖いので、にっこり笑ってほしいと切に願う。

「二個？」

「にこー」

「何が二個なんだ？」

　眉間に皺を寄せ、険しい顔で聞いてくる。

「にこ、じゃなくて、にこー」

「はあ？」

　まさか、「二個」と「にこっ」を聞き間違えている？　なんて愉ゆ快かいな。

　いやいや、シン・ユーと嚙み合わない会話を楽しんでいる場合ではない。

「何が二個なんだ」と追つい及きゆうをやめないシン・ユーと永遠に言い合いが続きそうなので、早々に決着をつけるため、勇気を出して行動に出る。

「にこーはこうなの！」

　立ち上がってシン・ユーの左右の頰を摘つまみ、引っ張ってみた。

「これが、にこー」

　無言で睨まれている。こ、怖い。

　普ふ通つう、こういう風にほっぺたをぷに～ってしたら、だいたいみんなはにかんだりして可愛くなるのに。

「これ、にこにこ笑顔……違う。イライラ、さつばつ……」

「馬鹿なことを」

　シン・ユーは意外とされるがままだったが、まったく可愛くないので手を離した。ふうと溜息をつく。

「何がふうだ」

　怒られてしまった。しかし、先ほどよりも表情が柔らかくなっただろうか？

　怖い顔が解ほぐれたので、部屋に戻もどることにしよう。

「……ごめん。行く」

　部屋から出ようとしたが、寸前でシン・ユーに腕を取られてしまう。

「まさか、あの占い師の家に行こうとしているのか？」

「ひえっ！」

　違う、違う！　あんな胡散臭いおじさんの所へなんか行くものか！　行きたいのはあなたのお家うちにある、私の寝しん室しつですから！

「シンユウ、放す！」

「わけのわからないことをするな！」

「チガウーチガウー！」

　なんていう勘かん違ちがいをしてくれるのか。ええい、放せ！

　私とシン・ユーはリー・リンの突っ込みが入るまで、このような愉快にも見える会話を五分ほど続けていた。
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　昨日の騒そう動どうを思い出して、私は一人頭を抱かかえていた。詐さ欺ぎ先生の所に養子に行かなくて済すんだのはいいことだったが、問題はシン・ユーと義は母はだ。あの二人はどうしてこう仲が悪いのか。そんな親子の事情をリー・リンに尋たずねる。

「大おお奥おく様は、旦だん那な様のお身体を心配して、あのようなことを」

「なるほど～」

　シン・ユーが病弱だから、占うらない師しに傾けい倒とうするようになった、と。

　だったら、シン・ユーの具合が良くなったら、この問題は解決するはず。親子の仲だって、良くなるはずだ。妻として、できる限りのことはしたい。

　ここで私は、ある目標を定める。

「私、シンユウ、病気、良くする！」

「具体的には？」

「看病したり……えっと、もうちょっと、考える」

「私も、調べてみますね」

「リイリン、ありがと」

　目標ができたので、なんだかメラメラと燃えてしまう。

　もちろん下手に首を突つっ込こめば、怖こわいシン・ユーに叱しかられることがわかっていたので、あくまでもさり気なく実行しなければならない。

　そういえば、結婚したというのにシン・ユーのことを何も知らない。使用人に聞いたら、答えてくれるだろうか？　とりあえず、近くにいたリー・リンに聞いてみる。

「リイリンは、シンユウについて、何か、知ってる？」

「そうですね。顔が──怖い」

　……うん、それ、知ってる。

　有力な情報は得られなかったので、集めに行くことにした。

　まずは、長年家職を務めているジン・ピンから。

　ジン・ピンは四十代後半くらいのおじさんで、ふっくらしていて包容力がありそう。お父さんって感じで、気軽に話しかけることができる。

「ジンピ！」

「おやおや、奥おく様さま、いかがなさいましたか？」

　話しかけると、にっこりと微笑ほほえみながら応じてくれる。いい人だ。

「あのね、シンユウについて、知りたいなって」

「旦だん那な様についてですか？」

「そう」

　まずは、シン・ユーの人となりから理解したいと思い、質問してみた。

「そうですねえ、旦那様はとにかく真面目で、頑がん張ばり屋さんなのです」

　それは、見ていたらわかる。不器用だということも。

「常に顰しかめ面つらでいらっしゃいますが、怒おこっているわけではありません」

「な、なんと！」

　重要な情報だ。怖い顔は地顔らしい。ふむふむ。

「あと、可か愛わいらしいものも、お好きなのかなと」

「えっ!?」

　それは意外だ。いったいどういうことなのか、重ねて尋ねてみる。

「旦那様が六歳さいくらいの時のお話でしょうか？」

　その昔、シン・ユーは亡なくなったお父さんとお祭りに行ったらしい。

　その時の露ろ店てんで、金公鼠ジンゴンシユという金色の毛並みをした、手のひらよりも小さな鼠ねずみを買ってもらった。

「上じよう機き嫌げんで帰宅されたのはいいのですが、大奥様が飼育を反対されて……」

　動物の毛はシン・ユーの体に良くない。そういう理由で、金公鼠ジンゴンシユは没ぼつ収しゆうされてしまったのだとか。

「その時の金公鼠ジンゴンシユは、わたくしめが引き取って、大事に育てました。今も元気ですよ」

「へえ、長生きだね～」

　小さい頃ころの話だけれど、小動物を愛めでる優やさしい心もあったようだ。

　金公鼠ジンゴンシユ好ずきのシン・ユー。うん、ちょっと話しかけやすくなったかも。

「ジンピ、ありがと」

「いえいえ、お役に立てたのならば、幸いでございます」

　ジン・ピンとは手を振ふって別れた。

　続いて、いつも身の回りのお世話をしてくれる女官に話を聞いてみた。

「あら、奥様。まだ、お菓か子しの時間じゃないですよ」

「お腹なか空すいたのですか？」

　女官はポケットの中から布包みを出し、私に差し出してくれる。

　中身はゴマ饅まん頭じゆうだった。わ～い、お菓子もらった！　じゃなくて。

「あの、違ちがくて！　えっと、シンユウについて、教えてほしいの」

「旦那様についてですか？」

「いきなりどうしたんですか？」

「シンユウ、どんな人、知りたいの」

「あらあら！」

「まあまあ！」

　家のためとはいえ、私に名前をくれて、お嫁よめさんにしてくれた。不自由のない生活を送るように手配をしてくれたり、義母のとんでもない行動からも守ってくれたりする。けれど、いつも怖い顔をしていて、本心はわからない。

　動機を説明すると、女官達はシン・ユーについて知りうる情報を、すべて教えてくれた。

「旦那様は、とてもお強いのですよ」

「武ぶ闘とう大会で、優勝経験もございます」

「へえ、すごい！」

　細身に見えるけれど、結構筋肉がついているらしい。

「それから、都で一番結けつ婚こんしたい男に輝かがやいたことがございます」

「お金持ちで、お顔が美しく、性格は真面目。皆みなの憧あこがれですわ」

「なるほど～」

　私はもしかしなくても、果報者なのだろう。まあ、普ふ通つうに出会っていたら、私がザン家のお嫁さんに選ばれることは絶対にないと思われる。

「シンユウ、完かん璧ぺきだね」

「ええ。お身体の不調がなければ、本当に……」

　シン・ユーは生まれつき病弱だったらしく、体力をつけるために、武芸を習っていたとか。

「シン・ユー、昔から顔、怖かった？」

「いえ……。もともと、口数の少ないお方でしたが、旦那様が十一歳の時に大旦那様がお亡くなりになったのをきっかけに、その……」

　そうか。若くして家を継つぐことになり、その重圧とか、責任とかいろんなものがシン・ユーの背中にのしかかってきたんだ。だから、あんな怖い顔になってしまったと。

「すみません、わたくし達も、あまり詳くわしくなくて」

「お話しできるのは、これくらいしか」

「ううん、ありがと」

　おかげさまで、シン・ユーについていろいろ知ることができた。

　先日、激しく咳せき込こんでいたのは、持病によるものらしい。一番大きな問題点は、病気についての原因追つい及きゆうと適切な治ち療りようだ。

　他の使用人に聞いて判明したことなのだが、なんと、シン・ユーは生まれた時から一度もお医者さんにかかったことがないらしい。具合が悪い時の対応はすべて占い師に尋ねるとか。

　その話を聞いて私はひっくり返りそうになったが、華か族ぞくの間では普通のことだと聞いて、さらに驚おどろいてしまった。

　大たい華か輪りん国こくでの医者は胡う散さん臭くさい職、というのが常識で、信用していないのだという。風か邪ぜを引いた時はまず占い師に相談をして、どうすればいいのか聞く習慣が染しみついているとか。

　しかしながら、よくもまあ医者を信用しないという環かん境きようの中で暮らせるものだなと呆あきれてしまった。部屋に戻もどり、腕うでを組んで考える。

「う～む、困った」

「仕方がないことですよ」

　リー・リンはお茶を湯のみに注ぎながら、諦あきらめたように呟つぶやく。

「占い師を盲もう信しんしているのは、経済的に余よ裕ゆうのある華族だけです。占い師に占せん術じゆつを頼たのむと多大な料金を請せい求きゆうされるので、暮らしに余よ裕ゆうのない者達は医者を頼たよるのです」

「そっか」

　このままではシン・ユーが早死にしてしまうかもしれないので、私は下町にある診しん療りよう所じよへ相談に行く計画を立てた。




　日付も変わるような深夜、私は一人居間でシン・ユーの帰りを待っていた。

　睡すい魔まと闘たたかいながら何度か船を漕こぎかけるも、そのたびに頰ほおを叩たたいて自らを奮い立たせる。

　居間で待つこと一時間、ついにシン・ユーが帰って来た。

「あ、シンユウ、お帰りなさい」

　ちょっと寝ねていた。ぴょこんと跳はねた前まえ髪がみを押おさえながら、居間に入って来たシン・ユーを迎むかえる。

「何用だ？」

　ジロリと睨にらまれる。いつもだったら、言葉を失っていたが、今日は大だい丈じよう夫ぶ。なんたって、シン・ユーは可愛い金公鼠ジンゴンシユを愛する心を持っている。そう思ったら、怖くなくなった。

「シンユウ、あした、出かける」

「は？」

「大丈夫？　行ける？」

　明日は使用人達に聞いた市場近くの診療所へ行こうと、書いた地図を片手にはりきっていた。けれど、出かける時は当主の許可が必要だと言われたので、こうして待っていたのだ。

　もちろん屋敷から馬車乗り場のへの道順も完璧だ。誰だれにも迷めい惑わくはかけまい。

　私の拙つたない言葉で医者の先生にシン・ユーの症しよう状じようが伝わるか心配だと思っていたが、リー・リンも同行してくれると言ってくれた。よって、その点は安心している。

「明日、どこに行くというのだ？」

「あのね、う～んっと、市場！」

「何をしに行く？」

　……尋じん問もんか。

　しかし、このシン・ユー検問を突とつ破ぱしなければ、外出はできない。

「えっとね、おいしい、たのしい、たくさんだから、行きたいの」

　シン・ユーは深い溜ため息いきをつき、訝いぶかしげな表情を見せながらも、外出を許してくれた。




　翌朝、早く目覚めた私は、少し肌はだ寒さむかったので長なが衣ぎぬを纏まとって食堂へ行く。

「おかーさん、おはよう」

「おはよう。……もう、締しまりのない顔ね」

「ごめん～」

　昨夜シン・ユーを待っていたので、寝不足だった。顔を洗ったあとだというのに、目が開ききっていないのが自分でもわかる。

　そんな風に会話をしているうちに朝食の準備が整ったようで、給きゆう仕じが近付いてきた。

「奥様、本日はどれになさいますか？」

「う～ん」

　給仕の押す台車の上には三つの鍋なべが置かれている。中身はすべて穀物を炊たいたものだ。

　大華輪国の朝食は、粥かゆと呼ばれている米や粟あわ、稗ひえと呼ばれる穀物を大量の水分で柔やわらかく炊いた食べ物が主流らしい。

　トロトロになるまで煮に込こまれた粥は、優しい味がする。食べ終わった頃には、体の奥からじんわりと温かくなるのだ。

　今日は卵粥にした。ふわふわ卵がおいしい。あっという間に完食した。

「お代わりは、よろしいのですか？」

「うん。大丈夫。ありがと」

　朝食後は出かける準備に取りかかった。

　診療所は朝から下町の住人達で混雑するらしい。早めに行って帰って来なければ、馬車の本数が昼までと少ないので、最悪徒歩で帰らなければならなくなるのだ。

　衣い装しよう棚だなの中から地味な色合いの服を取り出して着込み、上に細かい花模様のついた長衣を羽織る。長衣の袖そでに財さい布ふとハンカチ、診療所までの道のりが書かれた地図と、馬車乗り場と乗車時間の書かれた紙切れを入れる。

　下町は治安が悪いので、巾きん着ちやくにでも入れて持ち歩いていたら、ひったくりの標的になるとリー・リンが教えてくれた。

　そのリー・リンは急な来客で通訳が必要になり、出かける間際になって断ってきた。

　本来ならば一人で出かけてはいけない立場にあるとわかってはいるが、できるだけ早く医者と話がしたかったので、予定どおり出かけよう。

「あら、奥様」

「どうかなさいましたか？」

　誰にも見つからぬようにと、足音もたてずに玄げん関かんまで移動していると、いつも支し度たくを手伝ってくれる女官達に呼び止められて、ヒヤリとする。一人で出かけるのがバレたら、引き留められてしまうだろう。

「お出かけされるのであれば、その格好では少し寒いですわよ」

「そ、ソウかな？」

「ええ。綿入りのものをお持ちいたします」

「……あ、ありがと」

　ここで大人しく待つべきか、さっさと行くべきか。迷ったが、結局彼かの女じよ達たちの好意を無下にすることができずに、大人しく待った。

　数分後、上着を持って来てくれた女官達は行き先も聞かずに送り出してくれた。一人なのがバレるのではないかとドキドキしていた胸を摩りつつ、外へ出る。

　吹ふく風は冷たい。厚い上着に換えてもらってよかったと思いつつ門を抜ぬけると、思いも寄らぬ人物が待ち構えていた。

「遅おそかったな」

「ひえっ！」

　馬に跨またがって私を見下ろしていたのは、ザン家のご当主、シン・ユー様だった。

「なっ、あ、うっ……」

　別に悪いことをしに行くわけではないのに、酷ひどく動どう揺ようしてしまう小心者な私。だが、さらにシン・ユーから驚きの一言が放たれたのである。

「──乗れ」

「え？」

　馬には二人乗り用の鞍くらが置かれていた。もしかしてシン・ユーも一緒に出かけるの？

　シン・ユーが跨っているのは、見たこともないような立派な馬だった。鹿か毛げというにはかなり赤っぽい気がする。何色と表現すればいいのか、赤あか錆さび色よりもずっと明るい。その美しい肢し体たいは艶つや々つやと光り輝いており、しなやかな筋肉も見事なものだ。それを引き立たせる細い足は羨せん望ぼうしてしまうほどである。

「何をモタモタしている。早く乗れ」

「えっと、はあ」

　ビクビクしながらシン・ユーを見上げる私に、馬が「本当に背中に乗せて大丈夫なの、この子？」と語っているかのような視線を注いでいる。

　このビクビクという感情が馬に対してなのか、馬上のシン・ユーに対してなのか、自分でもよくわからなかった。

　シン・ユーに早く乗れと再び急せかされたので、足をかける馬具のあるほうへ回っていく。手を差し出してくれたので、ありがたく握りしめ、馬具を踏ふみしめる。

「よっと──ひゃっ！」

　自力で上がれるかなと心配しながら踏み込んだら、シン・ユーが私の腕を摑み、鞍までぐいっと上げてくれた。

「あ、ありがと」

　シン・ユーはお礼の言葉を無視してくれた。そんなことよりも、シン・ユーの前に乗せられすっぽり包まれるようで、ちょっと居心地悪いというか、照れるというか。そんな気持ちを誤ご魔ま化かすかのように、乗り心地ごこちの感想を漏もらす。

「お馬さん、高～い、ぎゃっ！」

　馬が突とつ然ぜん駆かけ出だし、びっくりしてしまった。

「え、うわっ、は、速っ……」

「喋るな。舌を嚙かむ」

「そ、そんな……」

　鞍の握にぎりをぎゅっと摑つかんで、振り落とされないように身を固くした。

　シン・ユーが馬の腹をさらに蹴けって速度を速めたので、それどころではなくなっていた。

「えっ、ひゃっ！」

「大人しくしろと言っているだろう」

　もっとゆっくり歩いてくれたら、大人しくしているんですけれど。

　背が足りなくて、鐙あぶみに乗っているのは片足だけなので、コロリと振り落とされてしまうのではないかと不安になる。一応命がかかっている事態なので、控ひかえめな抗こう議ぎをしてみた。

「シンユウ」

「なんだ？」

「落ちソ、で、怖い」

　シン・ユーは「はあ」と溜息をついたあと、手た綱づなから右手を離はなして、私の腰こしをぐっと引き寄せてくれた。

　やったーこれで大丈夫、絶対落ちない！　いやあ、本当によかった、よかった──なんて思うわけがない。

　生まれてこの方十六年、父親以外の男性とこんなに接近したのは初めてだ。恥はずかしながら、頰が熱くなってしまった。

「落ちることはない。心配するな」

「ううっ……」

　あ～ダメだ。ドキドキして、落ち着かない。別のことを考えよう。

　なんか、シン・ユーって細身だけど、意外と筋肉質というか、体が硬かたいのでびっくりした。

　結構鍛きたえているんだな。……ってダメだ。これも恥ずかしい。

　抗議しないで、もっと踏ん張って耐たえればよかったと後こう悔かいする。文句を言えば速度を落としてくれると思い込んでいたのだ。

　心臓の音が聞こえそうで恥ずかしいので、速度をゆるめてもらって距きよ離りをおこう。そう決心して、無言で馬を走らせるシン・ユーに声をかけた。

「シンユ──！」

　旦那様へ「ゆっくり走ってよ」という切実な願いを言おうとしたが、ちょうどその時馬が大きく揺ゆれたのでそれも叶かなわなかった。

「ひええええ……」

　もう、抗あらがう術すべもなく、か細い悲鳴を上げるしかない。

　シン・ユーはまだ私が落ちる心配をしていると思ったのだろうか、さらに体を引き寄せてくれた。

「落ちないから心配するな」

「で、でも～～」

「俺を信じろ」

　またしても、ドキンと胸が大きく高鳴った。心臓に悪い旦那様だ。

　しかし、言葉の力なのか。不思議と怖くなくなってきた。

「でも、近い～」

「何か言ったか？」

「なんでもな～い」

　完全にぴったりと寄より添そう体勢となってしまい、私は混乱と緊張で体をさらに硬くしてしまう。

　押しつけられた体を押し返したい衝しよう動どうに駆られた。

　それにしても、この気持ちはなんだろう？

　恥ずかしくて居心地は悪いのに、不快とかそういうわけじゃなくて、こう、胸が切なくなって、ドキドキする感じ。ものすごく不思議だ。

「どうした？」

　私が急に大人しくなったからか、シン・ユーから話しかけてくる。なんと答えたらいいのか、わからない。

「具合が悪いのであれば、休むが？」

「ううん、大丈夫。ありがと」

　案外、優しいところがあるんだなと、新たな発見をしてしまった。




　やっと馬が止まった。一気に安あん堵どする。

　シン・ユーが先に下り、私はどう下りようかと考えていたら──。

「ひゃっ！」

　シン・ユーが抱だき寄せて、馬から下ろしてくれた。

　なんの合図もなく、突然抱き寄せるなんて。本当に、この旦那様は心臓に悪い。

　でも、一応お礼を言っておこう。

「シンユウ、ありがと！」

　シン・ユーは返事をしなかったが、代わりに私の頭をポンと軽く叩いた。

　これ、奥さんにする行為じゃないよね。まあ、いいけれど。

　やっと自由な身になれたとぐっと背せ伸のびをする。馬は店の裏手に連れて行かれた。

　それにしても、ここはどこなのか。店が連なった通りで、市場ではないことは確かだ。辺りをキョロキョロと見み渡わたして、状況判断に努める。強制的に連れて来られたのは布を扱あつかう商店のようだった。

「おい、早く中へ入れ」

　なぜここに？　と聞く前に腕を摑まれて引ひき摺ずられるように入店させらせる。

　もっと優しくしてよ～と、抗議しようとしたが、煌きらびやかな店内を見た瞬間、パッと気分が華はなやぐ。

「──わっ、すごい、綺麗っ！」

　店は布で溢あふれていた。雰ふん囲い気きから、高級品を扱う店だということがわかる。

　繊せん細さいで美しい刺し繡しゆうに心を摑まれた。花びらの濃のう淡たんまで糸で刺さされている。香かおってきそうなほど精せい緻ちだ。

「奥様、こちらへ」

「へ？」

　店の中にあった椅い子すに座らされて、店員の手により肩に次々と布をかけられてしまう。

「こちらの牡ぼ丹たん模様は流行の薄うす紅べにが入にゆう荷かしておりまして、店頭に並んだ瞬間に即そく完売ということも珍めずらしくありません。それから、こちらの薔薇そうび柄がらは、若いお嬢じよう様さまに人気ですね。思い切って、真っ赤なものを選ぶと、意中の殿との方がたの心を捕とらえてしまうとか！」

　店員のお姉さんは、出会ったどの大華輪国人よりも喋りが早く、あまり聞き取れない。それよりも会話の中に「一点もの」とか「最高級品」などという怖い単語が聞こえたのだが、気のせいであろう。そう、思いたい。

　それから採寸され、早口で話しかけられてを繰り返す。

　その間、シン・ユーはと言えば──。

「ひっ！」

　思わず、悲鳴を上げそうになった。シン・ユーいないじゃんとか思っていたら、店の壁に背を任せ、腕を組んだ状態で私を監かん視しするように見ていたのだ。まったく気配がなかったので、すごく怖かった……！

「どうした？」

「な、なんでもな～い」

　気配もなく佇たたずんでいる姿が怖かっただなんて、口が裂さけても言えない。

　その後、シン・ユーは店員と何やらボソボソと会話をしていたが、やっと布屋から解放される。

「シンユウ、服、買った？」

　高いの買ってないよねと、尋ねたけれど、無視された。いいけどね。

　その後、宝石店や装そう飾しよく品を扱う店を回り、最後に行った縁えん起ぎ物ものを扱う店では、龍りゆうの置物と花茶、その他数点を選び、最後にそれらを綺麗な模様が描えがかれた真っ赤な箱に詰つめるように指示していた。

　そして、シン・ユーは買った品を持たずに、なぜか手ぶらで店を出る。

「市場に行くと言っていたか？」

「う、うん」

　謎なぞの買い物巡めぐりは終わったようだ。いったいなんの買い出しだったのか。もはや、買ったと思おぼしき品々は記き憶おくになく、行く先々で欲ほしい物はあるかと聞かれた時に首を力いっぱい横に振って何もいらないと主張したことしか覚えていない。

　目的の診療所から少し離れた場所にある市場へと到とう着ちやくした。時刻はお昼前となっていたが、人通りは多い。

　市場には動物の乗り入れができないようで、入り口で馬を預けるために、シン・ユーと二人で受付の列に並んでいた。

　この場を取り仕切っている武官のお兄さんは気だるそうに長い列を捌さばいていたが、シン・ユーの顔を見た途端に背筋がピンと伸びた。

「ザ、ザン中ちゆう郎ろう将しようではありませんか！　気付かずに申し訳ありませんでした」

「私用だ。気にするな」

　シン・ユーはかしこまる職場の知り合い（？）を気にも留とめずに、書類に何かを書き進めている。

「あ、あの、中郎将、こちらの女性は？」

「妻だ」

「お、奥方、で？」

「そうだと言っている」

「さ、左様でございましたか！」

　異国人を初めて見たのだろう。義母のお茶会に来ていた奥様方と同じような、珍しい物を見る視線に晒さらされる。

「早く処理をしろ」

「──ッ、はい！」

　シン・ユーに怒られてビクリと体を揺らしたお兄さんは、受け取った書類を手に後方の受付へ走る。戻ってきた時もまたビクビクしながら、シン・ユーの馬の手綱を受け取っていた。

「よ、よい休日を！」

　上官から冷ややかな視線を受け、額に脂あぶら汗あせをかいていた。可か哀わい想そうに。

「あと、お、奥様も」

「ありがと」

　シン・ユーは相変わらず無愛想でいたので、私は笑え顔がおで返事をした。それを見て安心したのか、最後にはお兄さんもにっこり笑顔となる。

「早く仕事に戻らないか」

「ヒ、ヒィッ！　了りよう解かいであります！」

　なぜかさらに怖い顔になったシン・ユーに怒られてしまったお兄さんは、駆け足で馬を引いていく。あんなに怯おびえて可哀想に。

　シン・ユーは職場でも恐ろしい存在なのだとわかった瞬間だった。……いや、なんとなく予想はできていたけれど。

　この受付を終えると、指定した市場の出口に馬を移動しておいてくれる仕組みになっているとか。すごく便利な取り決めだと思う。

　市場にはたくさんの店が軒のきを連ね、初めて見る食材や雑貨などに私は心を奪うばわれていた。今までの高級品を扱う店では眩まばゆさ故ゆえ、自然と白目状態になっていたのが噓うそのようである。

　シン・ユーは私の歩ほ幅はばを気にも留めずにズンズンと前を進んでいく。その間に人が入り乱れ、見失いそうになるたびに走ってあとを追った。

　こんなに早く通過しては店を見る暇もない。……まあ、目的は診療所で市場の見学ではないわけだけど。

「お嬢ちゃん」

「ん？」

「甘あま栗ぐりはいかがかな」

　突然店先にいた男に呼び止められ、殻からつきの木の実を手渡される。ほんのり温かく、丸っこい殻の先せん端たんは尖とがっていた。

「温かいうちにお食べ」

　お食べと言われても、殻は簡単に割れそうにない。木の実を手のひらに置いたまま困り果てていると、腕を誰かに摑まれた。

「何をしている」

「シンユウ？」

　声のした方向を見ると、目を吊つり上あげたシン・ユーの顔があった。そのまま腕を引かれて、木の実をくれた店をあとにする。

　シン・ユーは私の腕を摑んだまま、足早に道を進んでいく。顔が怖いので、とりあえず謝あやまっておこう。

「シンユウ、ごめん」

「人込みは危険だ。ぼんやりしていたら、怪け我がをする」

「う、うん？」

　早口なので、聞き取れなかった。

　それにしても──辛つらい。今日は草ぞう履りという、爪つま先さきを引っかけるだけの平底の履はき物ものを履はいていたので、何度か足を縺もつれさせて転びそうになる。

　とうとう体力の限界が訪おとずれ、我慢できずに本気の文句を言った。

「シンユウ、シンユウ。もっと足、ゆっくり！」

　シン・ユーは振り返る。ぜえぜえと肩かたで息をする私を見て、驚いた表情を見せていた。女性がか弱い生き物だと今いま更さら気付いたのだろう。

「……すまなかった」

　きちんと謝ってくれた上に、申し訳なさそうにしていたので、許してあげた。

　それからシン・ユーは私の歩幅に合わせてゆっくり歩いてくれるようになった。それはそれで気まずかったが、市場を楽しむ余裕もできる。

「シンユウ」

　反応がないので、服の袖を引いてから話しかける。

「なんだ？」

　身長差があるので、私の声が届いていなかったようだ。ようやく目が合ったので、話を始める。先ほどから気になっていた、手に握った木の実について質問をしてみた。

「これ、何？」

「甘栗だ」

「どうして温かい？」

「一度炒いっているからだ」

　店先には店主の腰の高さほどの黒く大きな樽たるのようなものがあったが、その中から甘栗を出していた。あの中で炒っていたのか。

　それにしても木の実を炒ってそのまま食べるとは面おも白しろい。私の国ではパンに混ぜたり、すり潰つぶしてスープに入れたりするくらいで、木の実だけを食べる文化はないのだ。

「どうやって、食べる？」

「中心を爪つめで割り、両りよう端たんを押し出せば実が出てくる」

「爪、で。ふうむ」

　教えてもらったとおりに、木の実に爪を立てる。が、表面に傷がついただけで、簡単に割れなかった。歩きながらふんぬ！　と力を込めるも、割れ目は入らない。

　見かねたシン・ユーが私の甘栗を取り上げて、パキっと割れ目を入れて、実を押し出してくれた。

「ありがと、シンユウ！」

　手の中に戻ってきた甘栗は、丸っこく薄い茶色の実だった。そのまま口に放り込もうとしていたら、シン・ユーに手首を摑まれてしまう。

　……あれ、食べ方を間ま違ちがった？

「渋しぶ皮かわを剝むけ」

「シブ・カワ？」

　説明するのが面めん倒どうだったのか、再び甘栗は私の手から離れていく。

　シン・ユーの言う渋皮とは、木の実を包む薄うす皮かわのことだったらしい。

「この皮は渋しぶみがあってとても食べられるものではない」

「へえ、そうなんだ。シンユウ物知り～」

「これくらい、常識だ」

　渋皮を剝かれ、いよいよ食べられる状態となった甘栗を手て渡わたされる。

「ありがと！」

　すぐさま口の中に放り込む。甘栗は、よく火が通っているのかほっくりほろほろと解ほぐれ、風味豊かで素そ朴ぼくな甘あま味みが広がる。味付けを一いつ切さいしておらず、木の実そのものの甘さだというのだから驚きだ。

「おいしい、かった」

「そうか。……そういえば、裏庭に栗くりの木があったような」

「シンユウ、詳しく、教える！」

　ザン家の庭にそのような宝の木があるとは思わなかった。耳寄りな情報を集めようと、シン・ユーの腕を摑んで詳しよう細さいを求める。

「あるにはあるが、今はまだ時季ではない」

　栗の実は雪が降る前に実をつけるという。まだ一年も先の話になる。

「……なんだ」

　落らく胆たんしている私が哀あわれだと思ったのか、シン・ユーは甘栗の大おお袋ぶくろを買ってくれた。食い意地が張った子どものようだと恥ずかしくなったが、嬉しくなかったといえば噓になる。栗の入った紙袋はシン・ユーが持ってくれるようだ。

「シンユウ、甘栗、自分で持つ、大丈夫？」

「……」

　綺麗に無視された。視線すら向けてくれない。「重たいだろう？　僕ぼくが持ってあげるよ」なんて言ったら、「やだ、素す敵てき！」となるのに。

　まあ、シン・ユーらしくていいけれど。

　この時間帯になると、人通りも疎まばらになる。店先をゆっくりと眺ながめながら行く私に、シン・ユーも文句を言わずに付き合ってくれた。

「あ！」

　とある店先に置いてあった商品が目につく。シン・ユーの袖から手を離して駆け込もうとすると、即そく座ざに首根っこを摑まれてしまった。

「ぐえっ！」

　変な呻うめき声が出たが、その瞬間に大荷物を持って前が見えない状態のおじさんが通過する。

「急に飛び出すな。危ない」

「ご、ごめん」

　首根っこを摑まれたまま、店先まで移動する。周囲を確かく認にんしないで動いた私も悪かったので文句は言わなかったが、完全に子ども扱いだった。こういうのって普通は抱き寄せて助けるのが物語のお約束なのに。相手はあのザン＝シン・ユーだ。物語の王子様のような、紳しん士し的な行動を期待してはいけない。

　私が脇わき目めも振らずに食いついた台の上には、たくさんの箸はし置おきが並べられている。

「シンユウ！　これ、ナニ？」

　一ひと際きわ目立っていたのは──頭部は丸く手足（？）はぐにゃぐにゃした不思議な生き物を模した赤い箸置きだった。それを摘つまんで、後ろで腕を組んで立っているシン・ユー大先生に尋ねてみる。

「これ、変、ナニ？」

「蛸たこ」

「強い？　怖い？」

「いや、ただの軟なん体たい動どう物ぶつだ。何度か家で食べたことがあるだろう」

　頭部が丸く、足が八本ある蛸と呼ばれているものは、空想上の生き物ではなく、実際に存在する食材らしい。八本の足はくるりと丸まっていて、ちょっと気持ち悪い。こんなものを知らずに食べていたとはなんとも恐ろしい話である。

「欲しいのか？」

「ううん、蛸は、いい」

　並べられた箸置きは二十種類ほどあるだろうか。ザン家にある品よりは見た目など劣るが、見ていて楽しい気分になる。

　ふと、端はしにちょこんと置かれた花の箸置きが目に留まり、手に取ってみる。もしかしなくても、これはザン家の庭にあった美しい花だった。

「シンユウ！　こ、これ！」

　……えーっと、なんて名前の花だっけ？

　沼ぬまに咲さく花で、リー・リンに名前を聞いたはずだったが、その名めい称しようは記憶の遙はるか彼方かなたへ飛んでいって綺麗に消え去っていた。

「ナニ、だっけ？」

「蓮レン」

「あ、そ～う、レンのお花」

　さすがシン・ユー大先生。お花の名前まで把は握あくしているとは。

　それにしても、泥どろの中からあのような花が生まれるなんて不思議だ。

「レンの花、面白いね。泥に汚よごれないで、咲く」

「……そうだな。おかしな花だ」

　意外なことに、シン・ユーにもレンの花は不思議に映るらしい。

「きれい」

　真っ白な花弁は一枚一枚再現されており、中心にある黄色い部分まで丁てい寧ねいに色付けされていた。手のひらの上にちょこんと置けば、ささくれた心が癒いやされる気がする。ちょうど目の前を通りかかった店主に尋ねる。

「すみませ、これ、おいくら？」

「三百金だよ」

　や、安い！　こんなに綺麗な品物がたった三百金とは。てっきり千金以上するのではないかと思っていたので、お買い得だと思った。

　買おうと思って袋状になっている長衣の袖に手を突っ込み、財布を探さぐる。

「あ、あれ？」

　一いつ生しよう懸けん命めい袖そでの中を探るが、財布が見つからない。もしかしてどこかに落としたとか？　と真っ青になりかけたが、家を出る前に使用人に声をかけられ財布の入った上着を綿入りの上着に交こう換かんしたことを思い出す。

　今まで感じていた袖の重みはなんだったのかと入っていた物を取り出すと、二つの包み──大きな饅頭が入っていた。使用人が親切で入れてくれたのだろうか。饅頭を手に呆ぼう然ぜんとする私を前に、ぷっと吹き出すような音が聞こえた。

　振り返ると、何事もなかったかのように口元を押さえるシン・ユーが。

　……もしかして、笑った？　今は無表情だけど。

　無一文なので諦あきらめるしかないと考えていたら、シン・ユーが店主に何かを差し出しているのが見えた。

「まいど」

　店主が低い声で礼を言ってそれを受け取り、私の手のひらにあったレンの箸置きを取って、紙に包んでくれた。

　なんと、甘栗に引き続き、シン・ユーが箸置きを買ってくれたのである。

「あ、あの」

「欲しいものがあればはっきり言え」

「ご、ごめん」

「こんな安物を欲しがるなんて」

「ん？」

　呆れた表情を浮うかべながら呟いた一言は聞き取れなかった。まあ、いいか。

　それよりも、店主から受け取った箸置きの包みを見て、思わず笑みが浮かんでしまう。

「シンユウ、ありがと。すっごく、うれし！」

　私は弛ゆるみきった表情のまま、シン・ユーにお礼を言った。すぐに、ふいと顔を逸そらされる。向けられた頰は、ほんのりと赤くなっているような。もしかして、照れているとか？　案外、可愛いところもあるようだ。

　正面に回って顔を覗のぞき込こもうとしたら、避よけられてしまった。

「むう！」

「何がむうだ」

　背中を向けたまま、怒られてしまった。




　そのあとも、市場をぶらつく。

「他に何か買いたいものはないのか？」

　買いたいものか。うーん。日ひ頃ごろお世話になっているリー・リンやメイ・メイに、ハイデアデルン国のお菓子を作って贈おくりたいなあとは思っているけれど、本日はあいにくの無一文。材料を買ってもそれがシン・ユーのお金だったら意味がない気がする。あとで返すと言っても聞きそうにない気がするので、今日はやめておこう。

「ない」

「わかった」

　気付けば、周囲はほとんど店じまいとなっていた。箸置きで盛り上がっている間にそんな時間になっていたとは。

　下町に近い市場は早朝から始まり、お昼頃に終わるとシン・ユーが教えてくれた。

　市場の出口付近には食べ物を売る屋台が軒を連ねている。ここは食品や雑貨を売る店とは違い、お昼過ぎまでやっているとか。

　屋台街に入った途端に人の密度が高くなり、ぶつかってくる勢いで歩く人達に囲まれる。先ほど痛い目にあった私はシン・ユーの背中の服を摑み、その鍛え上げられた体を盾たて代わりに先へと進む。

　ここでも珍しい品々が売られていた。

　串くしに刺さったお肉は香こう辛しん料りようを振ったものと、甘あま辛からい匂においを放つタレに漬つけ込こんだものと二種類売っている。一本五十金、驚きの安さである。なんの肉かは書かれていないので、少しだけ怪あやしく思う。

　二件目は小籠包シヨウロンポウを売る店だったが、蒸むすのではなくて、大きな鍋にびっしりと並べたあとに焼くという調理法で売っていた。あのもっちり柔らかな薄皮を茶色い焦こげ目めがつくまで焼くとどんな食感になるのか気になるところだ。これは六個で百金。

　隣の店先には、大きな肉の塊かたまりがどーんと置いてある。香草肉という、大きな窯かまに香草を敷しいて蒸したものだという。主婦が夕食の一品として買っていくらしい。三枚百五十金。どれもこれも安くてびっくりしてしまう。

「お腹が空すいたのか？」

「ううん、チガウ。見てるだけ」

　物もの欲ほしそうな顔に見えたのか。ちょっぴり恥ずかしい。

「何か、食べたいものがあったら言え」

　シン・ユーってば、顔は怖いけれど、優しい人なんだろうな。さっきから、いろいろと気き遣づかってくれる。

「お腹空いたら、お饅頭食べる、から」

　お饅頭の話題を出した途端、顔を逸らす。微かすかに、肩が震えていた。

　もしかして、箸置き屋でのことを思い出したとか？

「ねえ、シンユウ、また、笑った？」

　正面に回り込んでも、回り込んでも、顔を逸らされる。

　これは確実に笑っているだろう。

「二回も笑うなんて、ひど～い」

　シン・ユーを追及するために追いかけたが、追いついた時には無表情に戻っていた。悔くやしい！




　菓子を売る店もいくつかあるようだ。

　串に刺さった果物に飴あめを絡からめた品や、餡あんに蜜みつを入れて炊いたものに小さなお餅もちを入れた黒くろ蜜みつ甘かん汁じゆう、丸めて揚あげた生地に甘い粉をかけたものなど、店が並ぶ付近は魅み惑わく的な香りに包まれていた。

「蜂はち蜜みつはいかが？」

　途と中ちゆうで、蜂蜜売りの前を通る。琥こ珀はく色の蜂蜜はとても綺麗だ。値段はハイデアデルンの半額以下。栄養たっぷりで、殺さつ菌きん消毒作用がある。喉の炎えん症しようを和やわらげる効果があり、風邪を引いた時に作ってもらう蜂蜜湯がとても楽しみだったのを覚えている。じっと眺ながめていたら、シン・ユーがボソリと呟いた。

「また、変なものを欲しがる。熊くまじゃあるまいし」

　その指し摘てきに笑ってしまった。まさか、蜂蜜が大好物の熊に例えるとは。意外と面白い人なのかもしれない。

「シンユウ、行こ？」

　蜂蜜はいらないので、袖を引いて先に進む。

　シン・ユーはどのお店にも興味を抱いだかずに、サクサクと進んでいた。お坊ちゃん育ちだからか、物欲がないようだった。

　人通りの多い市場を抜ぬけると、シン・ユーは出口で馬を受け取り、人が少なくなる通りまで引いて歩くと言って先を進む。

　使用人に聞きながら描いた地図も財布と一緒に置いてきたので、ここがどこか把握できていなかった。もしかしたら近くに診療所があるかもしれないと思い、周囲に気をつけて歩いていく。

「──あ！」

　あった、診療所！

　病院とは思えないボロい建物に一瞬怯ひるんだが、このような機会はまたとないことだと思って、シン・ユーに声をかけた。

「シンユウ、ここ、行く」

「は？」

　シン・ユーは私が指差す年季の入った建物を見て、即座に顔を顰める。怪しいと思う気持ちはわからなくもない。胡散臭い医者がいそうな気配がプンプン漂っているのは、私も感じていた。

「この子、見ている」

　馬の面倒は私が見ている。だから診断を受けてほしい、そこまでは語ご彙いが少なくて言えなかった。

「病院に行けと？　何を馬鹿なことを」

　シン・ユーは私の主張を無視して帰ろうとしている。それをなんとか阻そ止ししようと腕を引っ張るが、逆にズルズルと引っ張られてしまった。

「シンユウ、待つー」

「しつこい！」

「帰る、やだ！」

　ぜんぜんダメだ。私自身が信用されていないからか、まったく聞き入れようとしない。

　こうなれば私だけでも先生の話を聞きに行こうとシン・ユーから離れ、診療所へ走ろうとするも、またしても首根っこを摑まれてしまう。

「ぐえっ！」

「あのような場所へ、何をしに行くというのだ」

「は、放すー！」

　シン・ユーも言うことを聞かない私に怒っているのだろう。だんだんと口調が早くなっており、聞き取りにくくなっている。

「先生、診てくれる、体、治す」

「必要ない！」

「シンユウ、声ガラガラ、治る、良くなる、元気出る。お願い、先生に診て」

　首根っこを摑まれた状態で拘こう束そくから逃のがれようとバタバタ暴れ、なんとか状況の打破を図ったが、普段から鍛えている武官様に敵かなうわけもなく、一連の行動は無む駄だに終わった。

　私が途中から大人しくなったのは、シン・ユーの殺気が一段と強まったからではない。

　診療代を持っていないことを思い出したからだ。

　こうして私は、シン・ユーに連行されるように帰宅したのだった。




　居間に行くと、義母がいた。

「あら、仲良く出かけたと思えば」

　共に不ふ貞て腐くされ顔がおで帰ってきた私とシン・ユーを見て、義母が呆れたように言う。

　当たり前だ。せっかく外出を許可してもらったのに、目的地に行かせてもらえなかったのだから。

「ねえ、何か買ったの？」

「甘栗、箸置き。見る？」

　そうだ。今日は素晴らしい品を買ってもらったではないか。袖口から箸置きを取り出して、雑な包装を剝はぎ取とる。卓子の上にちょこんと置いて義母に見せびらかした。

「何よ、それ？」

「レンのお花」

　義母の反応は想定どおり。当たり前のように生活の中に箸置きが根付いている大華輪国の人には、この可愛さは理解できないのであろう。

「小さな箸置きと庶しよ民みんのお菓子を買ってきただけだなんて、まったく信じられないわ。──あなた達、いったい何をしに行ったの？」

　何って、病院に行きたかったんだけど……叶わず。

　目的が果たせなかったのは悔くやしい。だが、私は諦めてはいないのだ。
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　シン・ユーは医者の診療を受けてくれなかった。こうなったら、私の知りうる薬学の知識で癒すしかない。

　最近、シン・ユーの声が掠かすれている。喉に手を触れ、気にする様子も多い。きっと、喉が痛いはずだ。まず、それをどうにかしたい。

　何か手近にいい薬草がないかと考える。市場にも、いろんなものが売っていたが、入手できるだろうか──と、ここであることを思い出す。

「リイリン、あれ、えっと、何かな……黄色い、甘い、どろー」

「なんですかそれは」

「うーん。甘ーい、どろー、黄色いー」

「順番入れ替わっただけじゃないですか」

　私が所しよ望もうするのは蜂蜜だった。この国でどういう呼び方をしているのかわからずに、特徴を伝えようとしたが、あえなく失敗に終わる。

　リー・リンに聞くのは諦めて、台所を探さぐることにした。

「まあ奥様、何をなさっているの？」

　調味料入れの籠に頭を突っ込んでいると、女官のメイ・メイに見つかってしまった。

「お菓子を探しているのですか？」

　メイ・メイの問いに、ぶんぶんと首を振った。

「お菓子、違う。甘い、黄色い、汁、探して」

「黄色い甘い汁？　何かしら？」

「どろっと、汁。クマ、好きなやつ！」

「熊が好きな、黄色く甘い汁……ああ、もしかして蜂蜜のことかしら？」

　上にあった棚から出されたのは──琥珀色の液体の入った瓶びん。

「そ、それ！」

「これで何をなさるの？」

「使っても、平気？」

「もちろんですわ」

「よかった。これで、飴、作る」

「蜂蜜の飴を作られると？」

「ソウ」

　それは食堂のおかみさんが教えてくれた秘密の飴だ。喉の炎えん症しようを抑おさえるだけでなく、普通におやつとしてもおいしいので、頼たのみ込こんで作り方を教えてもらったのだ。

「お手伝いいたしますわ」

「ありがと！」

　思いも寄らぬ助手を得て、私は蜂蜜飴作りに取りかかる。

　作る、といっても手順は簡単そのものだ。

　鍋の中に水と砂糖、蜂蜜を入れて沸ふつ騰とうさせ、綺麗な黄こ金がね色いろに染まり、粘ねん度どが出てきたら火から鍋を下ろし、固まらないうちに油を塗ぬった紙の上に垂らして完成。

「これ、舐なめる、喉大丈夫になる」

「そうですの。初耳ですわ」

　民間療法なので絶対の効果があるわけではないが、かなり楽になるはずだ。

　その前に、シン・ユーが素す直なおに舐めてくれるかが問題だが。

「奥様、飴はこれにお包みになってくださいな」

「ありがと」

　メイ・メイが、花模様の綺麗な包み紙を用意してくれた。

　完成した飴は市し販はん品ひんのような丸っこい形ではなく、薄く、平べったい。ザン家御ご用よう達たしの高級蜂蜜を惜おしげもなく使っているので、きっと喉のイガイガを抑えてくれるだろう。

「こんな風に包装すればお店で売っている品みたいですわね」

「うん。メーメーの紙、きれい」

　綺麗な包装紙に誤魔化されて、シン・ユーも食べてくれるかも？

　笑顔で受け取って食べてくれる姿がどうしても想像できないが。

　どういう風に渡せばいいのか、考える。

「う～～ん」

「おや、奥様ではありませんか」

　突然現れたのは、家職のジン・ピン。悩なやみがなさそうな笑顔を浮かべている。

「何かお困りですか？」

「うん。シンユウが、この飴食べない、思った」

「飴、ですか？」

　ジン・ピンが不思議そうに蜂蜜飴を見ていたので、喉の痛みを軽くする品だと説明してあげた。

「ほう！　奥様の祖国の民間療法ですか」

「ソウ。喉痛い時、蜂蜜舐なめる」

「それは素す晴ばらしい」

　この国では蜂蜜を砂糖の代わりに使うらしく、お菓子作りはもちろん、お酒を作ったりもするとのこと。特にお肉なんかに擦すり込んだら柔らかくなるようで、調理の際には重宝しているらしい。ついでに肉の臭くさみも取れるとか。

「いやあ、蜂蜜は万ばん能のう薬やくだとどこかで聞いたことがありましたが、喉にも効くなんて知りませんでしたなあ」

「うん。イガイガ、なくなる」

「そいつは旦那様も大喜びだ」

　そうだろうか？

　シン・ユーは私のことを、わけのわからないことをする異国人だと思っていて、受け取ってくれないかもしれない。

「奥様、どうして旦那様は召し上がらないと思うのです？」

「そ、それは」

　メイ・メイに質問され、答えに詰まる。

　夫ふう婦ふ関係にあるのに、信頼されていないからとか、答えたらダメだろう。私がお金で買われた話は、使用人にも秘密なのだ。

　なんと言い訳すればいいのか……。

「奥様、また、旦那様と喧けん嘩かですか？」

「あ！　そ、ソウ、喧嘩、した」

　ジン・ピンのおかげでひとまず難を逃れた。そういえば彼は私がこの家に来た日に、後ろで話を聞いていたではないか。もしかして助け船を出してくれたのだろうか。

　ふくよかなジン・ピンの顔を見上げるが、考えていることはまったく理解できなかった。

　そして、言い逃れはできたものの、シン・ユーに蜂蜜飴を舐めてもらうための名案は浮かんでこない。

　蜂蜜を使った料理を出してもらったほうが早い？

　でも、やっぱり飴を舐めてもらったほうが効果があるはずだ。頭を抱えて悩んでいると、メイ・メイが背中を摩ってくれる。なんて優しい娘むすめなのか。私の深刻な思いが伝わったからか、ジン・ピンがとある提案を出してくれた。

「でしたら、このジン・ピンが朝、旦那様に漢方薬をお渡しする時、一緒に紛まぎれ込こませておきましょうか？」

「漢方薬？　ナニそれ？」

「占い師の先生からいただいた滋じ養よう強きよう壮そう剤ざいみたいです。旦那様は一日に三回服用なさっております」

「ふーん」

　占い師の漢方薬、ね。もれなく怪しいではないか。変なものをシン・ユーに飲ませているんじゃなかろうか？　気になるなあ。

　とりあえず、蜂蜜のど飴はなんとかシン・ユーのもとに届きそうなので、ひとまずホッ。

「ジンピ、飴、お願い、ね」

「はい、かしこまりました」

　なんとか上手い具合にシン・ユーが飴を舐めてくれることを信じて、作った蜂蜜飴はジン・ピンの手に託たくされた。
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　リー・リンの厳しい教育は相変わらずだった。

　だが、そのおかげか大華輪国語はぐんぐん上達してきたように感じている。三時間の語学の勉強を終え、休きゆう憩けい時間中に漢方薬について尋ねてみた。

「リイリン、漢方薬って、ナニ？」

「漢方薬ですか？　草の根や木の皮、木の実や薬草などを煎せんじた生薬のことを言います」

「ふーん。それ、怪しい？」

「どういう意味でしょう？」

「占い師の漢方薬、怪し、むぐっ！」

　突然口を塞ふさがれ、がしっと肩を摑まれる。リー・リンは私に顔を近付けて、ハイデアデルンの言葉で話せと耳元で囁ささやかれた。

『リー・リン、突然何をするの!?』

『人に聞かれたらマズいので』

『え？』

　どういうことなのか。詳しよう細さいについて尋ねる。

『漢方薬とは古来より民間の薬として広まっていましたが、今は『幻げん影えい采さい公こう社しや』の独どく占せん販はん売ばいとなっております』

　大華輪国にはその昔、薬くす師しと呼ばれる存在があった。

　薬師は具合の悪い人が訪ねてくると、安価で薬を提供していたという。この国に医者が広まっていない理由として、民間に多くの薬師の存在があったからだと言われている。

　その薬師がぱったりと姿を消したのは百年ほど前で、それと入れ替わりに幻影采公社なる商会が設立されたが、関連性は確認できていない。

『幻影采公社の漢方薬はとても高価な品です。街に店てん舗ぽなどはなく、訪問販売で売り歩いているのですが、お金のない人に借金をさせてまで買わせたり、病人の弱みにつけ込み、薬を売り続けながらお金を毟むしり取ったりと悪い噂の絶えない商会です』

『……もしかして、占い師と裏で繫がっているとか？』

　リー・リンの沈ちん黙もくは肯こう定ていを意味する。

　効果のほども微妙な代しろ物ものらしい。ただの雑草を煎じたものもあるのではないかという。

『前にもらったお茶も、もしかしてそうなのかな？』

『あれは漢方茶ですよ』

『そうなんだ。普通のお茶に思えたんだけど』

『健康な人にはそうでしょうね。あれは体の中の悪いものを排はい出しゆつする効能があるのです』

『へえ』

　この家に提供されているのは、一応きちんとした漢方薬や漢方茶ではあるらしい。

　なるほど、なるほど。わからなかった点がすっきりと解決した。

　この国で健康を損そこなった時に占い師が信用されるのは、幻影采公社の提供する漢方薬があるからなのか。

『リー・リンありがとう』

『いえ』

『でもなんでこの話が聞かれたらマズいの？』

『……それは』

　リー・リンの表情が一気に曇くもる。何か言い難にくい事情があるのか。

『リー・リン、大丈夫だよ。このことは聞かなかったことにするから』

　だから、この話はもうやめよう、と言おうとした時、リー・リンのきつく閉ざされていた口が開かれた。

『……いえ、聞いてください』

『え？』

『命に、関わるかもしれないことです。占い師を怪しんでいるのなら、尚なお更さら』

　リー・リンは驚くべき事実を語り始めた。

　彼女が私の国の言葉を話せる理由として、父親がハイデアデルンで生まれ育ったからという事情がある。リー・リンの祖父母はハイデアデルン国で商売をしていたが、治安の悪化に耐たえきれず、大華輪国へ帰ることを余よ儀ぎなくされたのだ。

『それから成人した父は母の家に婿むこ入いりしたわけですが、母方の実家は占いを家業としていました』

　占いはその家系の男にのみ伝わる一子相伝の秘ひ儀ぎだったが、その家には直系男子が生まれず、リー・リンの父親が跡あとを継つぐこととなった。

『未来を透とう視しし、災わざわいを退ける力のある占術とは、精せい霊れいに祈いのりを捧ささげ、体の中の気を練り混ぜ、奇き跡せきの力を具現する神秘の力。それを直系の繫がりのない父にできるわけがなかったのですが、何も問題はありませんでした』

『どうして？』

『占いによる奇跡と神秘の力など、とうの昔に途と絶だえていたからです。大華輪国の占術師はすべて紛まがい存モ在ノ、お金かね儲もうけをするだけの詐欺師なのです』

『や、やっぱり、そうだったんだ』

『あなたは、ハイデアデルン国で育った父と同じです。最初から占い師の存在を疑い、信用していなかった』

『……うん』

　昔は本物の占い師もいたが、幻影采公社の出現とともに消息を絶ったというわけか。

『リー・リンのお父さんは？』

『幻影采公社の占い師を詐欺の疑いで告発したせいで、殺されてしまいました』

　一家の大黒柱を喪うしなってしまったリー・リンの一族は下町に追いやられ、貧しい生活を送っているということまで教えてくれた。これは彼女なりの忠告だろうか。私が下手に真相を追及したりすれば、自分の命のみならず、ザン家の存亡まで危あやぶまれると。

『リー・リン、ごめんね。でも、話してくれてありがとう』

『いえ。どうか、父のようにならないでください。行動は慎しん重ちように』

『うん、わかった』

　リー・リンの小さな手をぎゅっと握りしめて、一人で余計な行動はしないことを誓ちかった。





[image: ]






　夜、いつもより早く帰宅したシン・ユーが突然休日の予定を告げた。

「リェン・ファ。明日は知人が訪ねてくるから、準備をしておけ」

「へ!?」

　私は焦った。なぜならば、大華輪国の華族としての振る舞いはいまだに怪しいことを自覚しているからだ。

　部屋に帰ってお茶会での礼れい儀ぎを復習しようと思ったが、既すでに寝しん室しつの灯あかりは消され、安あん眠みんできそうないい香りのお香が焚たかれていた。

　女官の手によって寝る準備が完かん了りようされている。もう眠れと言うことだ。

　突然来客があると言われても、一晩で完璧な対応ができるようになるわけがない。

　もう、どうにでもなれと、半ば自暴自棄になりながら、私は柔らかな布ふ団とんに身を沈しずめた。

　翌日、私は念入りな身支度をさせられた。

　こんなに身綺麗にして会うのは誰なのかと尋ねると、シン・ユーの幼い頃からの親友だという。

「……シンユウの友達、会う、なんで、こんなにきれい、する？」

「まあ、旦那様のご友人様は奥様をご覧になるためにいらっしゃるのですよ？」

「また、見世物に……」

　メイ・メイははりきって化け粧しよう道具を手にしていたが、前のような濃こい化粧はしないでくださいとお願いした。

「ええ、ええ、以前は奥様の魅み力りよくをわかっておりませんでしたから。お任せを」

「う、うん。信じている」

　風ふ呂ろ場ばで頭から足の爪先まで隈くまなく磨みがき上あげられ、綺麗な服を着せてもらい、髪の毛も丁てい寧ねいに結ってもらった。化粧も薄く仕上がっており、素す顔がおとそれほど変わらない。

　唯ゆい一いつ気になったのは、頭の天辺てつぺん付近二箇か所しよに纏められたお団子状の髪型だ。なんだか子どもっぽいような、鼠の耳っぽいような気がするが……。

「奥様、とっても素す敵てきです！」

「最高です！」

「千せん華か一いちの可愛さですわ！」

　女官達には好評だった。加えて、これは貴人のする髪型の一つだと教えられ、渋しぶ々しぶ受け入れることにした。

　客間に連れて来られ、仏ぶつ頂ちよう面づらを見せているシン・ユーの隣となりに腰かける。

　蜂蜜飴は食べてくれただろうか。探りを入れてみる。

「シンユウ、お薬、飲んだ？」

「飲んだに決まっているだろう」

「苦い？　甘い？」

　ここで、味について尋ねるついでに、蜂蜜飴を舐めたかどうか聞きたかったが──。

「別に」

　拍ひよう子し抜ぬけするような返事に、ガクッとその場でコケそうになった。

　追及したら怪しまれそうなので、そのまま黙だまっておく。あとで、ジン・ピンに話を聞こう。

　そうしているうちに、シン・ユーはしきりに咳き込み始める。声もガラガラだ。可哀想になる。

「ゲホゲホ、苦し？」

　返事の代わりに、シン・ユーは咳き込む。慌てて背中を摩ってあげた。

「だから、お医者さん、行こう、言った～」

　そう言うと、ジロリと睨まれる。屈くつするものですか！

「先生、薬、飲んだら喉、痛い、良くなる」

「薬は飲んだ。そのうち良くなる」

　薬って、占い師が用意した、怪しい漢方でしょう？　良くなるわけないじゃん。

　しかし、それを言うわけにはいかない。

「むう～～！」

「何を怒っているんだ」

「漢方薬、すぐ、効かない！」

　漢方は悪いものを排はい出しゆつするかもしれないけれど、即そつ効こう性せいがあるものではない。

　それほど体が辛いのならば、病院の処方薬を飲んでほしいのに。

「そのうち効く」

「そのうち効く、ダメ！　今すぐ効くの、いいのに！」

　シン・ユーは「何を言っているんだ」という視線を向けている。

　……はあ、言いたいことをはっきりと伝えられないなんて。

「漢方薬、まどろこし～！」

「お前の喋りのほうが、まどろっこしい」

　そんな言い合いをしているうちに、来訪の時間が迫せまる。頭の中は客人を迎える時の礼儀を復習することでいっぱいだ。まず、独身の男性の前に出る時は扇おうぎで顔半分を隠かくさなければならない。

　他にも決まりがある。自分から話題を振らない。何か話したいことがあれば、夫に耳打ちして伝えてもらう。手製のお菓子を振る舞う、などなど。

　お菓子は昨日の夜に来訪を知ったので用意できなかった。他のことも、いざお茶会が始まったら、緊張で記憶が吹っ飛んでしまうかもしれない。

　怖い。シン・ユーの友人を招くお茶会が怖い。ついでに言えば、無言で隣に座るシン・ユーも怖い。

　というか、さっきからさらに咳き込んでいるが大丈夫なのか。

　今一度、具合を窺うかがおうとしたその時、扉が叩かれる。

　シン・ユーが掠れた声で入室を許すと、ジン・ピンが恭うやうやしく扉を開き、青年が入って来た。

「やあ、シン・ユーと──君が新にい妻づまちゃんだね！」

　あれ、出迎える時は立ち上がるものだったっけ？　私は客人を前に、頭の中が真っ白になってしまった。

　シン・ユーが座ったままなので、変に身動きしないほうがいいのか？

　どうすればいいのかまったくわからない。

　青年は肩までの長さの髪を、三つ編みにしている。赤く派手な華服を纏い、白鳥の扇を手にしていた。年とし頃ごろは二十代後半くらいか。たれ目で軽けい薄はくそうな印象がある、華やかな男前だ。

「初めまして、フゥァン・シィァンです」

　な、なんて？　今、名前なんて言った？　ぜんぜん名前が聞き取れなかった。それにこの人、喋るのがすごく速い。何を言っているのかチンプンカンプンだ。とりあえず、自己紹しよう介かいしてみる。

「……私、ザン＝リェン・ファ」

「リェン・ファちゃん？」

　シン・ユーのご友人は私の座っているほうへ回り込み、にっこりと笑顔を浮かべる。その様子は小さな子どもへ話しかけるよう。

　やっぱり、異国人から見ても子どもっぽく見えているのだろうか。まあ、ここ数年の貧乏暮らしのおかげで背もあまり伸びなかったし、体もガリガリなので、十六という年ねん齢れいよりも若く見られることは祖国でもよくあることだったが……複雑。

「リェン・ファちゃん、金公鼠ジンゴンシユみたいですっごく可愛いねえ！」

　何か話しかけられたが、同時にシン・ユーが咳き込んで聞こえなかった。

　ご友人様は椅子に腰かける前に、手にしていた包みを差し出す。

「あ、これリェン・ファちゃんにお土産みやげ！　街で人気の甘味処の饅頭だよ」

　渡された白い包みはほんのりと温かい。しかし、これはなんなのか。いかんせん、言葉が聞き取れなかったもので。視線を泳がせていると、ジン・ピンが気付いてくれたのか、助け船を出してくれた。

「ああ、それは福ふく盟めい屋やの名物、桃もも饅まん頭じゆうではありませんか！　奥様、よかったですねえ。いつも買いに行くのにすぐに完売してしまってなかなか買えない幻まぼろしの饅頭ですよ」

　どうやら、これは幻のお菓子らしい。

「わ、うれし～、ありがと」

　お礼を言うと、ご友人様は笑みを深める。うむ、いい人そうだ。

「おい」

「ひゃい!?」

　隣の席から聞こえた低くドスの利きいた声に、椅子の上で跳び上がりそうになった。

「な、なに？」

「菓子をもらったくらいで、懐かい柔じゆうされるんじゃない」

「そ、そんな……！」

　私の中では、お菓子をくれる人はみんないい人だ。だが、シン・ユー的には良くないことらしい。

「それが、睡すい眠みん薬やく入りだったらどうする？」

「え!?」

「毒入りかもしれない」

「ひどい！」

「そうだ。酷いことが起こりうると常に想定しろ。でないと、大変なことになる」

　私は恐る恐るご友人様を見て、質問してみた。

「これ、毒、入っている？」

　真ま面じ目めに聞いたのに、ご友人様は「ぶはっ！」と吹き出していた。

「ヤバい、リェン・ファちゃん、可愛すぎる！」

　またしても、早口だったので聞き取れなかった。代わりに、シン・ユーが答えてくれた。

「毒は入っていない」

「よかった～」

　それにしても、桃饅頭とはどんな食べ物だろうか？　幻の名物というくらいだからさぞかしおいしいのだろう。

　ご友人様は、自分の名前は言いにくいので、ファン・シーンでいいと言ってくれた。

「リェン・ファちゃん、呼んでみて」

　ファン・シーンは自らを指差す。名を呼べと言っているのか。

「ファン・シーン？」

「うん、そうそう」

　ファン・シーンの名前を覚えた途端、手にしていた桃饅頭の包みはシン・ユーに没収され、ジン・ピンの手に渡った。そして、扇で顔を隠せと注意される。

　私はおいしそうな土産に夢中で、礼儀を忘れていたらしい。あとで説教があるかもしれない。地味に怖かった。

「いやあ、シン・ユーが結婚だなんて信じられないね」

　よく喋る青年、ファン・シーンは華族出身なのだろう。お茶を飲む手つきもどことなくお上品だ。

「あ、結婚式の招待客のことだけどね」

　ファン・シーンは何やら懐ふところから手紙のようなものを取り出して読み始めた。機会は今しかないと思い、彼の言葉が早口で聞き取れないことをなんとか伝える作戦を考える。

　十秒ほど考えた結果、シン・ユーの太ももに指先で文字を書いて知らせることにした。客人からは見えず、自分の手の届くところが太ももしかないからだ。

　ところが、一画目を書いた瞬間に手首を摑まれて、乱暴にぽいっと投げ出されてしまった。
















「……え？」

　ゴミを捨てるかのように人の手を放り投げるなんて酷いことをする。抗議の意味でシン・ユーの顔を見ると、ジロリと睨まれた。その視線は怒りで満ち溢れている。

　──どうやら、お触りは禁止だったようだ。

　だったら耳打ちするしかないと、体に触ふれないように用心しながら体を寄せたが、その触れていない体すら強く押し返されてしまった。

「いやあ、仲良しさんだね」

　手紙を読みふけっていたと思われるファン・シーンが愉ゆ快かいそうな顔で見ているのに気付き、誤解されるような行動をしていたのかと赤面する。

　これは本当に反省会が開かれるかもしれないと、一人戦せん慄りつした。

　そんな折に茶ちや菓が子しが運ばれてきた。蒸籠せいろの中に入っているのは果物の形を模したと思われる饅頭だ。これが桃饅頭なのだろうか？　先端が薄紅色で可愛い。

「ジンピ、これ、さっきの？」

「もちろんでございます」

　ジン・ピンが答える。饅頭が冷えかけていたので、温め直してくれたらしい。

　桃饅頭は魅惑的な湯気から甘い匂いが漂っていたが、ほとんど何も喋らないシン・ユーが恐ろしくて、動けないまま時間を過ごすこととなる。

　桃饅頭を前に、私は「待て！」をされた犬のような状態でいた。ちらりと隣となりに座るシン・ユーを盗ぬすみ見みるも、「よし！」をしてくれる気配は一向に感じられない。

　こんな状況で食べても、緊張で味がしないことはわかりきっているので、もういいか。あとで使用人の皆と食べたほうがおいしくいただけるだろう。

　それよりも気になるのはシン・ユーだ。いつも以上に口数が少なく、声も嗄かれていた。先ほど摑まれた手が熱かった気がして、まさか熱があるのでは？　と勘かん繰ぐってしまう。

　客人の前で確認してもいいものか。

　いいや、ここで体調を聞いたらシン・ユーの恥になるかもしれない。

　まだ、この国の礼儀をすべて学んだわけではない。早とちりで行動したら、それがザン家の誇りを傷つける事態にもなりかねる。

　咳き込むシン・ユーの背中を、気休めとわかっていて撫でた。このようなことをして、楽になるわけではない。何もできない自分が楽になりたいからするのだ。病びよう床しようの母親の看病をしていた時も私は無力で、苦しみを取り除いてやることは一度もできなかった。

　やはり、シン・ユーの体は熱い。確実に熱があるはずだ。

　一いつ旦たん落ち着いたシン・ユーの顔を覗き込む。目は充じゆう血けつしていて、顔も仄ほのかに赤い気がする。いつもは蒼そう白はく気ぎ味みなので、これは普通の状態ではない。

　咳き込んでいた時に口に当てていたハンカチを確認する。吐と血けつの跡あとはない。

　肺はい結けつ核かくという病気で死んだ母が、よく吐血していたのだ。

　母が医者にかかった時はもう手て遅おくれだった。

　なぜ、今まで母親が死んで悔くやしい思いをしたことを忘れていたのか。なぜあの時、助かるかもしれない命を本気でどうにかしようと思わなかったのか。後悔する時には遅おそいというのに。シン・ユーだって、一刻も早い診断と治療が必要だろう。そのタイミングは今度ではない、今だ。

「ファン・シーン、ごめん」

「ん？」

　一言、客人に謝ってから立ち上がると、扉の外で待機していたジン・ピンを呼び寄せた。

「奥様、どうかなさいましたか？」

「ジンピ。大変！　シンユウが、ホカホカ！」

「は、はい？」

　その瞬間、ガタリと物音がする。振り返ると、シン・ユーが倒れていた。

「旦那様！」

　駆け寄ろうとするジン・ピンを引き止め、医者を呼ぶように頼み込んだ。

「シンユウ、ゲホゲホ止まらない。先生、市場の、先生呼んで！」

「シー・トゥームー先生ですね？」

「占い、チガウ！」

　医者という言葉を忘れてしまい、もどかしい気持ちになる。

　リー・リンを呼びに行ったほうが早いのか、そう思っていると、ファン・シーンが私とジン・ピンの間に割って入ってきた。

「リェン・ファちゃんは医者のことを言っているのでは？」

「医者？」

「ハイデアデルンでは、というか、この世界のほとんどの人達は病気になると医者を頼るそうだよ」

「ああ、左様でございましたか。しかし……」

「ダメだよ。使用人は主人の言いつけを守らなきゃ」

「そ、そうですね。すぐに手配いたします」

　ジン・ピンは私に「医者を呼んできます」と言って部屋から出て行った。

　ファン・シーンの言葉を聞いて思い出す。医者の発音は「イーヂェァ」だ。肝かん心じんな時に出ないなんて残念な頭だとつくづく思う。

「ねえ、リェン・ファちゃん、大丈夫？」

　ファン・シーンに肩を叩かれてはっとした。相変わらず何を言っているのかわからないので、反応に困ってしまう。

　だが、彼のおかげで医者を呼び寄せる手配ができたのでお礼を言った。

「いいって。あ、シン・ユーを寝しん台だいに運ばなきゃねえ」

　ニコニコと手を振りながらシン・ユーに近付くと、その体を引っ張り上げて、支えながら客間から出て行く。

「リェン・ファちゃん。シン・ユーの部屋教えて」

　今の言葉は少しだけ聞き取れたので、案内した。

　シン・ユーは雑に布団の上へと放り込まれる。病人になんてことを。

「シン・ユーのことなんだけどさあ」

「ファン・シーン」

「ん、何かな？」

「言葉、聞き取れない、まったく。もっと、ゆるく、ゆる、ゆっくり？　喋って」

「あー、はいはい。そういうことね。ごめんごめん。いやあ、リェン・ファちゃん反応が妙みようだから、さっそく嫌われちゃったかと思っていたんだよね」

　その後、ゆっくり喋ることを心がけてくれたおかげで、ファン・シーンと意思を交かわすことに成功した。

「僕って早口だったんだなあ。誰も指し摘てきしてくれないから」

　話していると、シン・ユーは眉み間けんに皺を寄せる。うるさいのだろう。

「部屋、移動したほうがいいよね？」

　使用人達が水差しの載のった盆ぼんと頭を冷やす濡ぬれ布ぶ巾きんを持ってくると、あとの世話は彼らに任せ、私達は再び客間へと戻った。
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「ごめんねリェン・ファちゃん。シン・ユーいつもあんな感じだからさ、咳き込んでいて、こっちが気にかけても問題ないって言って心配すらさせてもらえないんだ。だから、今日もいつものことかって思って熱があるなんて気付かなくて」

「大丈夫。先生、診みる」

　シン・ユーは職場でもあのような状態なのだろうか。だとしたら、心配だ。

　そんな状態で武官をしているなんて……。

　ふと手元が寂しいことに気付く。顔半分を隠す扇がなくなっていた。先ほどの騒動でどこかに放り投げてきたのかもしれない。

「でも、驚いたな。シン・ユーの慌てた顔、初めて見たよ。君らがいちゃついている時の話だけどね」

　私が耳打ちをしようとしていた時だろうか。まさかいちゃついていると思われるなんて、複雑である。

「シン・ユーはね、いつもすまし顔で仕事をしていてね。いちいち小さなことを注意してきたりして、とにかく気が短くって、普段からいけ好かない奴やつなんだ」

　賛同したいところだが、どこに誰の耳があるかわからないので、適当に笑って誤魔化すだけに留めておいた。

　それからたっぷり一時間、シン・ユーの幼少期の話を聞かせてもらった。

「その結果、シン・ユーに怒られてしまって──おっと、もうこんな時間か」

　ファン・シーンがそう呟いた瞬間に扉が叩かれ、ジン・ピンが医者の診断結果を知らせてきた。

「旦那様についてはご安心ください。お薬を吸引して、今は落ち着いております」

「ソウ。病気、わかる？」

「は、はい。いらっしゃった先生は、旦那様は喘ぜん息そくだと仰おつしやっておりました」

「喘息？」

「はい。薬を服用していれば完治の可能性もあるとのことです」

「よ、よかったー」

　シン・ユーの病気は、千華に住む人々を苦しめる病やまいの正体だという。大たい気き汚お染せんが原因で発はつ症しようし、自然完治はほとんどないと言われている病らしい。

　だが薬を飲み続けていたら、症状は改善するとのこと。よかった、本当に。

「よし。シン・ユーの無事もわかったことだし、僕はお暇いとまいたします」

「あ、何も、えーっと、おも、おもて、ない？」

「もしかしておもてなし？」

「そう。おもてなし、できなくて」

「はは。大丈夫。君達夫婦の仲睦むつまじい様子も見られたし」

　玄関までファン・シーンを見送った。

　その後、容態が落ち着いて眠ったらしいシン・ユーを見み舞まう。

　不ふ眠みんの傾けい向こうがあったようで、眠り薬が処方されたとか。よって、私が近付いても、目を覚まさない。シン・ユーはすうすうと穏おだやかに眠っているように見えた。枕まくら元もとには、飴の包み紙がある。もしかして、舐めてくれたのか。

　目元にかかっていた前髪を横に寄せると、ぎゅっと眉間に皺が寄ったので、指先で解ほぐしておいた。

　それにしても、結核じゃなくて本当によかった。喘息も辛いだろうけれど、命に別状はないそうだから。

　私がシン・ユーのためにできることは多くない。今は、どうか良くなりますようにと祈りを捧げるだけだった。
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　──ついに完成した。

　製作に一ヶ月ほど要したそれを、自信満々にリー・リンへと披ひ露ろうする。

「なんですか、これ？」

「え～」

　なんとなく想像はしていたが、思った以上の冷たい反応に肩かたを落とす。

　私が忙いそがしい毎日の中で暇ひまを見つけて作っていたのは、寝しん台だいの横に置く円えん卓たくにかける卓子布テーブルクロスだ。

　水色の布を使い、丸い緑の葉っぱをいくつも刺し繡しゆうして、最後にシン・ユーから買ってもらったレンの花の箸はし置おきを中心に据すえる。ザン家の庭にあるような池を布と刺繡と箸置きで作ったというわけだ。

「これ、ここの家の、池」

　ザン家に連れて来られた日、レンの花が咲さいた池が綺き麗れいで感動したのだ。とても癒いやされる光景だったので、再現してみた。

　もしかしたら、シン・ユーもこれを見たらにっこり笑え顔がおになるかもしれない。

　だから、最高に不ふ機き嫌げんな時に、特別に見せてあげようと思っている。

「ステキ、でしょ？」

「はあ、葉の刺繡はお見事ですが、なぜ箸置きなんですか？」

「シンユウ、買った」

「旦だん那な様が？　では、こんな安い作りに見えて、値が張るものだと？」

「三百金」

　飴あめ玉だま一つ十金、餡あん饅まん頭じゆう一個五十金、肉にく饅まん頭じゆう一個百金──三百金とは、小さい子どものひと月分のお小こ遣づかいくらいだろうか。高価な品ではないことは確かだ。

　この国でレンの花は人気があるらしく、レンを模した宝石や金・銀細工、彫ちよう刻こくなどはたくさんあるらしい。

　ザン家の奥おく方がたがなぜこのような安物で満足しているのかということが疑問だと言う。

「私、幼い時から貧びん乏ぼう貴族」

「そういえばそんな話をハイデアデルンからの移動中にしていましたね。すっかり忘れていました」

　リー・リンは私の家庭事情を知る数少ない使用人だ。物もの怖おじすることなく、なんでも言ってくれる性格は気持ちがいいし、年も近いのでなんでも話せる妹のように思っている。

　ただ、この小さな池の素す敵てきさをわかっていただけないとは、非常に残念だ。

「カワイイ、のに」

　仕方がない。しばらくは自分一人の癒しの場にすることに決めた。




　朝食のあと、リー・リンに勉強を教わり、礼れい儀ぎ講習を受ける。

　途中でジン・ピンに話があると言われ、メイ・メイと共に使用人達が使う休きゆう憩けい所じよへと移動した。

「ジンピ、ナニ？　どしたの？」

「それが、ですね……奥おく様さまが作っている蜂はち蜜みつ飴あめのことなのですが……」

「シンユウ、気付いた？」

「いえ、違ちがいます」

　私がこっそりメイ・メイと作っていた蜂蜜飴は、ジン・ピンの実家の商会で売れ残っている品だと言って、毎日三個ずつ渡わたしていたという。シン・ユーも特に疑問を持つことなく、受け取っていたらしい。本当に飴を毎日舐なめていたかは謎なぞだが。

　いったい何が起こったのか。ジン・ピンは気まずい表情を浮うかべたまま、もじもじしている。

「ナ、ナニ？」

「実は──旦那様に、追加で蜂蜜飴を発注したいと言われてしまったのです」

「え!?」

　ジン・ピンは実家で販はん売ばいしている売れ残りの商品と言っていたので、断ることができなかったらしい。

　なんでも喉のどの調子が悪いと言っていたファン・シーンに蜂蜜飴をあげたところ、その姪めいっ子の手にも渡り、大層気に入ってしまったという。そして、その親が買いたいと言いだしたとのこと。

「そっか。飴、効果、あったんだ」

　なんだか嬉うれしくなる。一番気になるのはシン・ユーの喉に効いたかだけど。そこは聞いていないという。

「でも、よかった～」

　父のために勉強してきたことが、他の人の役に立つなんて。光栄な話だ。

「それで、飴、何個、作る？」

「……六十個です」

「台所にある蜂蜜で足りるか見てきますね、奥様」

「手伝い、リイリン呼ぶ」

「は、はい。今すぐ呼んできます」

　ジン・ピンがリー・リンを呼びに行く間にメイ・メイは材料の確保に出かけた。




　助すけっ人とで来たリー・リンは、ワタワタと慌あわてるだけだった我々の力強い味方となる。

　あっという間に、六十個の飴は完成した。
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　完成した六十個の飴は、六千金と交こう換かんで旅立っていった。

　ジン・ピンは「遠慮します」と言ったので三人で山分け──今回の報ほう酬しゆうは一人二千金。

　久々に自分で稼かせいだお金に思わず頰ほおがゆるんでしまう。

　それからまた、数日が経たって、私とメイ・メイ、リー・リンの三人で市場の屋台街に何か食べに行こうと話しているところに、ジン・ピンが現れる。

「ジンピ、ナニ？」

「奥様、申し訳ありません」

「ん？」

「追加発注が」

「え？」

　旅立っていった六十個の蜂蜜飴は、十数人に配られ、喉の痛みを抑おさえてくれると噂になったらしい。次々と、注文したいと言う者が現あらわれているというのだ。

　リー・リンが、すぐに対策を提案してくれる。

「事情は理解しました。まずは簡易的に商会を作りましょう。深く聞かれた時の対策です。大量生産するならば、必要でしょう」

「ああ、そうでしたな」

　とりあえず蜂蜜飴の製作元として小さな商会を設立することになった。私が代表者だと立場的にまずいかもしれないので、商会長にはリー・リンの兄の名前を勝手に拝借する。リー・リンの兄は最近お菓か子しの屋台から独立して店を開くも、悪の巣そう窟くつである幻げん影えい采さい公こう社しやに潰つぶされてしまったのだ。

「商会の名前はどうしますか？」

「ウーン。よくわからないだから、リイリン決めて」

「では奥様の金色の美しい毛並みにちなんで、猫毛マオ・マオ商会はいかがでしょう？」

「それ、微び妙みよう」

　毛並みって、猫ねこじゃあるまいし。このままリー・リン達に任せていたら、大変なことになる。

「じゃあね～、う～ん」

　蜂蜜飴はシン・ユーのために作った物である。その辺も絡からめたい。

　蜂蜜は金色で、それにシン・ユーの要素を入れて……う～～む。

「あ、金公鼠ジンゴンシユ商会は？」

　シン・ユーが昔飼っていた金色の鼠ねずみと蜂蜜の色が似ているので、どうかと提案してみた。

「いいですね」

「はい、素敵なお名前かと」

　そんなわけで、蜂蜜飴を売る会社の名は、金公鼠ジンゴンシユ商会となった。ジン・ピンの実家の関連商会という扱あつかいにしてもらう。

　ここで、リー・リンがある提案をする。

「あと、商標登録をしましょう」

「ショウヒョウトウロク、ナニそれ？」

「他人が真ま似ねして同じ名前を付けられないように規制できる権利です。この『蜂蜜飴』が爆発的に売れたら、真似して作る商会が出てくるでしょうから念のために」

「リイリン、さすが！」

　リー・リンを呼んでよかった。私もメイ・メイもジン・ピンもどちらかと言えば、のほほんとしているので、サクサクと必要な手続きを教えてくれて助かる。

「でも、『蜂蜜飴』では普ふ通つうすぎますね」

　リー・リンからバッサリと切り捨てられてしまった。もっと考えるようにと言われる。

「う～ん、う～ん……だったら、『宝ほう玉ぎよく飴あめ』、とか？」

　琥こ珀はく色の澄すんだ見た目に加えて、喉の痛みを和やわらげる効果があるので、体にとっては宝物になるだろうという意味を込めて、『宝玉飴』。

「ど、どう？」

「いいですね。綺麗だと思います」

　これで決めなければならないことはすべて決めた。ジン・ピンがシン・ユーに何を聞かれても大丈夫だ。

　あとはジン・ピンにさまざまな申しん請せいなどを頼たのみ込こみ、女性陣は飴の製作へと取りかかることになった。




　それからというもの、何百個、何千個と宝玉飴の注文が入った。もうこうなれば三人でどうにかできるものではないので、無職のままだったリー・リンの兄と元従業員達を雇やとって、夜にこっそりと大量生産を始めた。

　私がシン・ユーのために作った飴は、なぜか華か族ぞくの間の流行となり、街でも話題となって、売りたいという商店からの申し出が相次いだ。空気の悪い千せん華かで喉の調子を悪くしている人達は思いのほか多いようだ。

「評判なったの、びっくり」

「さすが、奥おく様さま！」

「うん、うれし～！」

　事業は瞬またたく間まに拡大となる。

　庶民向けに街で売る分には一個百金では売れないだろうと判断。リー・リンが考えた、蜂蜜の量を減らし安い包装紙に包んだ一個十金の飴の販はん売ばいを始める。

　こうなればザン家の厨ちゆう房ぼうでこっそりと作業もできなくなってしまったので、飴の製作をリー・リンの兄が使っていた工こう房ぼうに移して行う。

　連日シン・ユーが帰ってくる前まで飴を包装する内職を行う。太陽が出ている間は大たい華か輪りん国こくの勉強に礼儀の講習、義は母はの友人とのお茶会、お買い物に付き合うなどの奥様業務もこなしていたので、体はくたくた。リー・リンとメイ・メイも同様である。

　そんな生活が続いたある日、見かねたジン・ピンが、とある提案をしてきた。

「あの、奥様、とても言い難にくいお話なのですが」

「うん？」

「この業務から退いて、リー・リンの兄君に事業を一任してはいかがでしょうか？」

　ジン・ピンから見て、かなり疲つかれているように見えるらしい。まあ、否定はできないけれど。

　宝玉飴をみんなでワイワイしながら作るのは楽しかったが、量産には限界がある。無理がたたれば質が落ちることもあるだろう。リー・リンのお兄さんに従業員を雇ってもらったほうがいい。

「奥様、兄に任せてもいいのですか？」

「うん、よろしく、したい」

　リー・リンのお兄さんは、宝玉飴を千華の名物にしたいと話していた。きっと、この仕事を大切にしてくれるだろう。

「リイリン。宝玉飴、お兄さんにお願いねって、伝えてね」

「はい、ありがとうございます。あとのことは、お任せください」

　リー・リンは私に深くお辞じ儀ぎをして、礼を述べた。
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　こうして、宝玉飴の商売から手を引いたわけだけど、私はシン・ユーのために今でも蜂蜜のど飴を作っている。メイ・メイは「愛の飴ですわ！」と喜んでいたが、断じて違うと主張したい。

　これは、そう、あれだ。毎日頑がん張ばって働くシン・ユーへの感謝の気持ちというか、なんというか。

　自分でもよくわからなかったが、毎日飽あきずに飴をせっせと作り続けていた。

　飴を舐めた反応が気になるので、ジン・ピンに食事のあとに渡すよう頼んでみたけれど、なかなか私の前で舐めてくれない。

「なんだ？」

「へ？」

「ずっと、見ていただろう？」

　シン・ユーはしれっとしながらも、私の視線に気付いていたようだ。

　当然ながら、飴を舐めた反応を見たいだなんて言えるわけがない。よって、適当に誤ご魔ま化かす。

「あ、いや～、今日も男前～って思って」

　そんなことを言ったら、さらに険しい表情で睨にらまれてしまった。

　まあ、いつものシン・ユーである。







　蜂蜜飴は華族の間で話題になったし、おいしくて喉の痛みもやわらぐと評判上々。しかし、本当に喜ばせたいシン・ユーの反応は知らぬまま。

　どうしたら、シン・ユーを元気にできて、かつ、喜んでもらえるのか。

　夜、寝台の上でそんなことを考えていたからか、眠ねむれなくなってしまった。

　厨房に行ってみると、料理人のおばさんが出で迎むかえてくれる。

「あら、奥様、いかがなさいましたか？」

「ちょっと、眠れない、くて」

「では、いつものをお作りしますね」

「うん、お願い」

　頼んだのはホットミルク。今までにも、何度か作ってもらっている。ここの国では、牛乳を温めて飲まないので、最初は伝えるのに苦労したけれど。

「はい、奥様。お待たせいたしました」

「わっ、ありがと」

　カップに入ったホットミルクを受け取る。ふわりと甘あまい香かおりが漂ただよい、幸せな気分になった。厨房にある椅い子すに座すわってちびちび飲んでいると、ジン・ピンがやって来る。

「はあ、今日もあまりお召めし上あがりにならなかったよ」

「おやまあ、本当だねえ」

　ジン・ピンがしょんぼりとした様子で、四角いお弁当箱のようなものを、調理台に置いた。

「ジンピ、どしたの？」

「お、奥様！」

　どうやら、ジン・ピンは私の存在に気付いていなかったようだ。

　調理台にあるのは誰だれかの食事らしい。お弁当のような容器は九個に区切られていて、見た目も綺麗な料理が入っている。白、黄色、茶色、緑、赤と彩いろどりが美しい。しかし、どれも一口ずつしか手をつけていないようだった。

「これは？」

「旦那様のお食事です。食欲がなく、あまりお召し上がりにならないようで」

「ええ～～。今日、食欲ない、だった？」

「いえ。いつも、このような感じでして」

　よくよく見てみると、普ふ段だん私が食べている夕食とぜんぜん違う。シン・ユーは帰宅が遅いので夕食を共にしたことがなかったが、同じ献こん立だてのものを食べていると思っていた。

「これは、シンユウだけの、特別な料理？」

「ええ、まあ、そうですね。こちらは『薬やく膳ぜん』といいまして、旦那様のお身体を良くするための料理なのです」

「へえ～」

　薬膳とは、大華輪国の古くから伝わる『食べる医術』らしい。体質や症しよう状じよう、体調などに合わせて、さまざまな料理を作るのだとか。

　そういえば、食堂でも薬草のスープを作ったりしていた。それと同じようなものだろう。

「普段私達が食べている食材とは違い、漢方薬に使うような物も食材として使うので、その……、あまり箸が進まないのでしょうね」

「ぜんぶ、不ま味ずい？」

「あ、えっと、ははは」

　ここでハッとなる。料理を作ってくれた人がすぐ傍そばにいるのに、はっきり言えるはずがない。

「薬膳、食べてみて、いい？」

「奥様、新しく作りましょうか？」

「ん、いい」

　私はジン・ピンの用意してくれた箸で薬膳とやらをいただく。

　まずは、綺麗な黄色のお花から。これは、なんという料理なのか。

「そちらは蒸むし菊ぎくです」

「おお」

　菊という花を、蒸した品らしい。

「キクは疲れ目や充じゆう血けつを改善させる効果がございまず」

「へ～」

　箸で摘つまんで口に入れる。

「にが～い！」

　思わず叫さけんでしまった。見た目は綺麗だけど、これはない。刻んでスープに入れるとか、もっと他に調理法があったのでは？

　他のも食べてみたけれど、全部味が薄うすいとか、苦味が強いとか、辛からいとか。正直に言ってぜんぜんおいしくない。

　シン・ユーでなくても、あまり食が進まないだろう。

「シンユウ、これ食べなくて、何食べる？」

「饅頭などのお菓子は召し上がっているようです」

　パンがなければお菓子を食べればいいじゃな～い、的な？

　甘あま党とうだなんて意外だ。しかし、お菓子だけでは栄養が偏かたよるだろう。

　武官という体力勝負な仕事をしているのに、大だい丈じよう夫ぶなのか。なんだか心配だ。

　私が父に作っていたスープなら飲んでくれるだろうか？　薬草がたっぷり入っているので、体にもいいはずだ。と、ここでいい案を思いついた。

「私、シン・ユーの料理を、作る！」

「奥様が、ですか？」

「そう！　明日から！」

　父も薬草スープを飲み始めたら体調が良くなったと言っていた。きっと、シン・ユーの体の具合も良くなるだろう。

　新たな目標ができ、その日はぐっすり眠れた。




　翌日。早朝から庭に出て薬草を探す──だが。

「あれ～～？」

　リー・リンが冷ややかな目で見守る中、私は眼がん精せい疲ひ労ろうと咳せき止どめの効果がある大葉子カエルバを探していた。だが──見つからない。実家の庭には自生していたのに。この国には生えていないのか。

「も、もしかして、薬草、ない!?」

　一度家に帰り、薬草の絵を描かいてみたが、リー・リンはどれも見たことがないと答える。まさか、生態系の壁かべがあったなんて。

「なぜ、突とつ然ぜんそのようなものをお探しで？」

「シン・ユーに、薬草のスープ、食べてもらいたかった、の」

「なるほど」

　諦あきらめずにジン・ピンにも聞いてみたが、やはり、私の知る薬草はこの国に自生していないようだった。

　……しょんぼり。




　今日も、シン・ユーは早い時間から出勤したようだ。見送りとかしたいのに、気付いたらいなくなっている。

　朝食を前にしても、いつものように喜べなかった。シン・ユーは、おいしい食事を食べることができないのに、私ばかり……。

　朝から落ち込んでいると、義母から疑ぎ惑わくの視線とお言葉をいただく。

「あなた、元気がないけれど、その辺に落ちている物でも食べたの？」

「ちが～う。おかーさん、酷ひどい～」

　落ちている物を食べそうだと思われていたなんて。遺い憾かんなり。

　朝食を終えたあと部屋に戻もどっていると、ジン・ピンに呼び止められる。

「奥様、こちらを、よろしければ」

「ん？」

　手渡されたのは、一冊の本──『薬膳の食材辞典』。ずっしりと重いそれには、薬膳に使う食材について、図解付きで書いてあった。

「私物ですが」

　昨日、薬草のことで落ち込んでいたので、わざわざ持って来てくれたようだ。

「これ、どうしたの？」

「いえ、ね。旦那様があまりにも薬膳を食べないので、独自に勉強しようと入手したのですよ。しかし、薬学には疎うといのでわたくしにはなかなか難しくて……。奥様ならおわかりかと思いまして」

「うん、ありがと！」

　私は本を胸に抱だきしめ、軽い足取りで部屋に戻もどった。





[image: ]






　薬膳で体調を改善するという考えのもとに、『五ご行ぎよう説せつ』というものがあるらしい。

「食材が体に与あたえる作用──肝かん、心しん、脾ひ、肺はい、腎じんの五つの要素に分け、相関関係で表し、均きん衡こうが取れた状態を良いものとします」

　リー・リンが薬膳の本を読みながら五行説について説明してくれているけれど、難しい話でだんだん眠くなる。

「奥様」

「ふぁい」

「眠いですか？」

「う～ん、ちょっと、だけ」

　本当はすごく眠かったけれど、リー・リンの絶対零れい度どの視線に気付き、さすがに目が覚めた。

「相変わらず、座学は苦手なようですね」

「ごめん～」

　リー・リンはこれでは効率が悪いと言い、実際に市場に行って食材を見に行こうと誘さそってくれた。久々のお出かけにワクワクしつつ、準備する。

　ジン・ピンが手配した籠かごに乗り、人力で運ばれながら市場へ。この前はシン・ユーが飛ばす暴走馬で行ったからすぐに到とう着ちやくしたけれど、籠に乗ったら三十分ほどかかった。

　相変わらず、市場は人で賑にぎわっている。

　ずらりと並ぶ露ろ店てんには、山のように商品が積み上がっている。この前来た時はシン・ユーと一いつ緒しよでゆっくり見ることができなかったけれど今日は──。

「奥様、前を向いて周囲に気を付けながら歩いてくださいね。余よ所そ見みは禁止です」

「あ、はい」

　今日も、ゆっくり見ることはできないようだ。

　しばらく進むと、食品を売る露店の通りになる。

「まず、初めに乾かん物ぶつから見ましょう」

「カンブツ？」

　リー・リンが指差した店には、食材を乾かん燥そうさせた物がたくさん売っていた。

「わっ、すごい」

　すべて、長期保管ができる食材らしい。私の国でも乾燥させた食材はあったけれど、キノコや果物など、ごく限られた物しかなかった。

　リー・リンが本を見ながら説明してくれる。

「こちらの赤い乾物は棗なつめ。胃腸の調子を整え、心を穏おだやかにする効果があります」

「これ、買お！」

　シン・ユーに足りないものは穏やかさだろう。さっそく、購こう入にゆうを決める。他にも、いくつかの乾物を購入した。

　続いて、野菜を売る商店のある通りにやって来た。

「こちらの玉蜀黍とうもろこしは、食欲不ふ振しんによいそうです」

「あ、これ、知っている！」

　私の国ではポタージュにして食べるけれど、ここではそのまま茹ゆでて食べる。庶しよ民みんのおやつとして食べられているらしい。

「これ、ポタージュ……スープ、しない？」

「ええ。見たことがないです」

「そっか～」

　華族の食しよく卓たくには、あまり上がらないというが、食欲のないシン・ユーにはぴったりな食材だろう。購入を決める。

　続いて、果物を見る。これも薬膳に使われるらしい。

「桃ももは美び肌はだにいいそうですよ」

「へえ～」

　桃は義母がよく食べている。なんとなく贅ぜい沢たく品ひんであるという印象があって、あまり食べたことがなかったけれど、とてもおいしい果物だ。

「桃は──一つ五百金ですね」

「わ～お」

　やはり、桃は高級な果物だった。

　続いて訪おとずれたのは、魚ぎよ介かいの露店が並ぶ通り。魚も薬膳の材料となるようだ。

「牡か蠣きはストレスと、慢まん性せい疲ひ労ろうにいいそうです」

　シン・ユーのためにあるような食材だ。もちろん、購入する。

「蛸たこは足あし腰こしの老化に効果ありだと」

「たこ、これが、たこ！」

　箸置きで初めて見た蛸だったが、実際の姿は迫はく力りよくがあった。足が八本あって、頭は丸い。目がぎょろっとしているのも怖い。

「たこは、怖いから、買わない、いいよね？　シンユウ、足腰、丈じよう夫ぶだし」

「ですね」

　同意してくれてよかった。

　魚の露店を通り過ぎると、肉を売る店の前に出る。

「リイリン、お肉も、薬膳？」

「はい」

　鶏とり肉にくは食欲増進と虚きよ弱じやく体質改善。豚ぶた肉にくは潤うるおい不足と便秘に効く。牛肉は無気力改善。

「豚とん足そくは母乳の出が良くなるそうですよ」

「シンユウ、母乳出さないから、いらないね」

「はい、そうですね」

　そんなしようもない会話を挟はさみつつ、食材を買い集める。

　最後に訪れたのは、調味料を売る商店。

「醬しよう油ゆ、味み噌そ、ごま油、山さん椒しよう……奥様の国では馴な染じみのないものですよね」

「うん、そう」

　醬油も味噌も、最初はう～んって思ったけれど、今は大好きだ。

「実はこれらも薬膳に使えるそうです」

「へえ！」

　醬油は食欲増進と解げ毒どく効果があり、食中毒の防止になるらしい。

　味噌は発熱やのぼせなど、体が熱くなっている時や、イライラにいいようだ。

　ごま油は食べすぎによる腹痛にいい。これは、私も覚えておかなければ。

　山椒は鎮ちん痛つう作用と体の冷えを改善してくれる。

「勉強になるな～」

　料理を食べて、体調が良くなるという薬膳は、効果があるとしたら一石二鳥だろう。しかし、不味いのはいただけない。

「どういった料理が出されていたのですか？」

「それは──」

　リー・リンに昨日食べた、味気ない薬膳料理の説明をする。いくら体にいいといっても、おいしくなかったら意味がないだろう。

「なるほど。素材の味を生かした料理だったのですね」

「まあ、うん」

　大昔の、仙せん人にんと呼ばれる術士が食べていたような古い料理法だろうとリー・リンは話していた。現代人のシン・ユーの口に合うわけがない。

「私、頑張って、この食材で、おいしい薬膳、作る！」

　まずは、食材の味を確かめて、適する料理を考えなければ。




　帰宅後──玉蜀黍を茹でてもらったものを、リー・リンが持って来てくれた。

　ほかほかの玉蜀黍を両手で摑み、がぶりとかじりつく。

「あ、おいし～」

　甘くて、シャキッとしている。クセもないし、食べやすい。

「このままでも、おいしいねえ」

　しかし、これでは食べにくいだろう。やっぱり、濾こしたほうがいいのではないかと思った。

「これ、ポタージュにするね」

「奥様、ポタージュとは？」

「えっとね、とろ～としたスープで、材料を潰して、牛乳と一緒に煮に込こむよ」

「なるほど。牛乳と玉蜀黍のスープとは、珍めずらしいですね」

　調べたら、牛乳はイライラを解消してくれるらしい。具合が悪い時などは、物を嚙むより液体を飲むほうがいいだろう。食材の栄養がぎゅぎゅっと詰つまったポタージュは、きっとシン・ユーにぴったりな料理だ。

「でも、シンユウ、私の国の料理、おいしい、思うかな？」

「どうでしょうか。まずは皆みなの反応を見てから召し上がっていただいて、いろいろ挑ちよう戦せんしてはどうでしょうか？」

「うん、そ～だね。がんばる！」

　とりあえず、ポタージュがお口に合うか一回作ってみて、使用人のみんなに試食をしてもらおう。

　厨房に立つと、なぜかいろんな人が見守ってくれた。なんだろうか、子どもの初めての料理じゃないんだから。

「奥様、頑張って」

「応おう援えんしてます」

　振ふり返かえって、手を振るとにっこり微笑ほほえんでくれた。ザン家の使用人はいい人ばかりだ。今回は、メイ・メイがお手伝いをしてくれる。

「では、始める、よ」

「はい、奥様」

　まず、ブイヨンスープから作る。鶏とりガラを煮込んでいる間に、人にん参じん、大根、玉たま葱ねぎなどを用意する。

　人参は咳を止める効果があり、大根は風か邪ぜの予防、玉葱は胃もたれに効果あり。どれも、薬膳料理に相応ふさわしい食材だ。それらの野菜と月桂樹ローリエを、一度茹でこぼした鶏ガラの上に置いて、アクを取りながらさらに数時間煮る。気の長い料理だ。

　じっくり煮込んだブイヨンを濾し、ひき肉と卵らん白ぱくを混ぜたものを入れて、不純物を取り除いてからさらに濾す。以上でブイヨンの完成だ。

　これに乳にゆう鉢ばちで擦すった玉蜀黍に牛乳を加え、煮込んだものを加える。塩胡こ椒しようで味付けしたら、玉蜀黍のポタージュの完成だ。

　牛乳はあまり料理に使わないというので、反応が気になる。

　お皿に装よそって、味見してもらった。

　ジン・ピンにメイ・メイ、それからリー・リン、その他、見守ってくれた使用人達はポタージュをレンゲで食べる。

「ど、どう？」

　ポタージュを食べたジン・ピンの目がカッと、大きく広がる。

「奥様、おいしいです。クセがなく、舌した触ざわりも良くて食べやすいです」

　メイ・メイや他の使用人も、同意するように頷うなずいていた。一人、無表情で食べている人がいた。普段から冷静なリー・リンである。

「リイリン、おいし？」

　私の言葉に、リー・リンはコクコクと頷いてくれた。ひとまずホッ。味は問題ないというので、シン・ユーの夕食に出すことになった。

　ついでに、ポタージュにパンを浸ひたして食べるとおいしいと伝える。

「でしたら、揚あげパンと一緒に出してみましょう」

「よろしくね」

　そんなわけで、本日の献立が決まりつつあった。




　夜。シン・ユーが帰宅したと、リー・リンより報告を受けた。今日はいつもより早いみたい。

　厨房に移動すると、食事の準備が着々と進められていた。私が作ったポタージュも温められている。ここで、私はある提案をしてみた。

「ジンピ、これ、私、持って行っていい？」

「奥様が、手ずからですか？」

「うん。シン・ユーとも、お話ししたいし」

　食べるかどうか確かく認にんしたいし。たまにはいいだろう。

「ジンピの、お仕事取る、怒おこられる？」

「いえ、大丈夫だと思いますよ」

「ありがと！」

　さっそく、シン・ユーの部屋にポタージュと揚げパンを運んだ。

　食事を持って来た私を見て、シン・ユーは思いっきり顔を顰しかめる。

「こ、こんばんは～」

「何をしに来た」

「シン・ユー、見に」

　さらに、険しい顔つきになる。はあと、盛せい大だいな溜ため息いきもつかれた。

　いちいち反応を気にしていたら負けだ。さっそく、配はい膳ぜんする。

「これは？」

　シン・ユーは眉み間けんにぎゅっと皺しわを寄せながら、ポタージュを指差す。初めて見る料理なので、警けい戒かいしているようだ。

「新しい薬膳料理、だって」

　薬膳料理と聞いた瞬間、嫌いやそうな顔をする旦那様。大人なのに、好すき嫌きらいはいけないと思います。無理矢理食べるよう促うながした。

「たくさん、召し上がれ～」

　シン・ユーの一挙一動をドキドキしながら見守っていたが──レンゲを手に取り、ポタージュを食べてくれた。やった、嬉しい！

　喜んだのも束つかの間ま、シン・ユーは怖こわい顔になる。

「ダメ？　おいしい、ない？」

「……」

　私の問いかけには答えず、ポタージュを食べ続ける。途と中ちゆうから、揚げパンも食べてくれた。頑張れ、頑張れと心の中で応援していたら、なんと、シン・ユーは完食してくれた。

　ジン・ピンと目線を合わせ、一人喜ぶ。食器を片付け、早足で厨房へと戻もどった。

「奥様！」

「ジンピ！」

　手と手を合わせ、喜び合う。

「奥様の愛が伝わったのですね！」

　愛だと言われて胸がドキンと高鳴る。これは、シン・ユーへの愛？

　いやいや、違う、違うはずだ。

　しかし、私は何を一いつ生しよう懸けん命めいになっていたのか。考えたけれど、わからない。

　とりあえず、その感情については置いておいて、今夜はシン・ユーの完食を喜ぶことにした。
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　翌日より、薬膳料理の開発を始める。作っては試食してもらってを繰くり返かえした。

　調味料が生まれ育った国と同じではないので、不味くなってしまうものもあった。けれど、使用人みんなで話し合って、改良を重ねた。

　シン・ユーはしだいに食べる量が増えていった。嬉しいことだ。

　そうやって毎日、薬膳の研究だけでも忙しいのに、結けつ婚こん式しきの準備をすると義母が言い出した時には「なんてこった！」と叫さけんでしまった。

　今日は、シン・ユーと共に挙式の礼儀作法を学ぶという。

　薬膳料理を食べた効果はあったのか。じっと観察してみる。横顔を見る限り、だいぶ顔色も良くなっているような？

「なんだ？」

　顔を向けずに、シン・ユーが話しかけてくる。チラ見していたのがバレていたようだ。

「あ、いや、うん。あ、肌はだツヤツヤ、きれいね～って」

　上う手まく躱かわせたと思ったけれど、ジロリと横目で睨まれる。その顔、怖いですから。なんて、抗こう議ぎを言えるわけもなく。へらへら笑って誤魔化しておいた。

　それにしても、ちょっぴり疲つかれてしまった。ふわ～～と欠伸あくびをしたら、再度シン・ユーに睨まれる。あまりの目つきの鋭するどさに、眠ねむ気けが吹ふっ飛とんだ。

　この前一緒に行った下町でのシン・ユーの謎のお買い物は、結婚式に必要な一式を揃そろえるためのものだったらしい。そう聞けば、あのような高価な布を買っていた理由もわかる。

　今日までにやったことといえば、手書きの招待状の作成と披ひ露ろう宴えんで出す料理の手配、招待客の確認、結婚式の礼儀作法の勉強会など。

　ほとんど義母が処理をしていて、その手助けをするだけだったが、文字を書くのにも、料理を決めるのにも、大華輪国のあらゆるものに不慣れな私は大して役に立っていなかった。ぼんやりしながら作業をしていると、失敗してしまう。

「──痛いた～～ッ！」

　厨房の卓子の上に勢いよく頭を打ちつけ、ハッとなる。どうやら少しの間眠っていたらしい。

　空き時間を惜しんで薬膳の研究をしているから、眠い……とっても、眠い。

「うう～～ん」

　チュンチュンと、鳥の鳴き声が聞こえた。どうしてか、窓から朝日が差さし込こんでいる。

「あ、あれ？」

　気付けば朝になっていて、その上寝台の上で眠っていた。

　無意識に自分で寝室まで帰ったのだろうか？

「昨日、厨房、灯りなかった？」

「はい。灯りは消えておりました」

「シンユウ、何か言っていた？」

「旦那様？　いいえ？」

「……ソウ」

　もしかしてシン・ユーに運ばせてしまったのでは？　と思っていたが、違うとわかって安心した。




　今日も今日とて薬膳料理の研究を行う。

　結婚式の準備で疲れていないと言えば噓うそになるが、私がシン・ユーにできることはこれしかないので、頑張って作っていた。

　今日は結婚式の予行練習をするらしい。当日はいろんな人からお酒を注つがれ、飲んだあと、軽く会話をするのだとか。祖国の結婚式にはない文化だ。

「シンユウ、お客さん、お酒、どれくらい？」

「軽く百人くらいだろう」

「ひえっ！」

　百人分のお酒なんか飲んでいたら、ベロンベロンどころの問題ではない。大変なことになることが予測される。

　そんなに飲めるわけがない。困った、非常に困った。

「ど、どうしよ。シンユウ、どうする？」

　焦あせってしまい、シン・ユーの腕うでを摑んで縋すがるように聞いてみた。

「別に、心配しなくてもいい」

「へ？」

「酒は飲む振りをして、卓子の下にある壺つぼに捨てるようになっている」

「そ、そうなんだ～」

　びっくりした。全員分飲まなければならないのかと思った。

　安心したところで、お酒を受け取る練習をする。使う道具は『陶杯すえつき』という、陶とう器きでできた薄いお皿のような杯さかずき。手のひらよりも小さい。それを両手で支えるように持って、酒を受け取る──と、口で説明するのは簡単だけど、実際にするのは難しい。

　ジン・ピンが酒を注ぐ。トクトクと音をたてながら、陶杯の中身は満たされた。

「ご結婚、おめでとうございます。素す晴ばらしく、お似合いのご夫ふう婦ふで」

　お祝いの言葉は、まず、新しん郎ろうであるシン・ユーが言葉を返す。私は会話を振られたら話せばいい。基本、花はな嫁よめに話しかけることはないという。

　最後に、注がれたお酒を飲む。

　シン・ユーは陶杯を片手で持ち、ぐっと一口で飲んだ。

「わあ、かっこい～～」

　あまりにも男らしい飲みっぷりだっだので褒ほめたら、ジロリと睨まれてしまった。怖すぎる。ちなみに、中身は酒ではなく水だ。

　続いて、私も挑ちよう戦せんしてみる。女性は両手で持ち、上品に飲まなければならない。

「──むっ!?」

　傾かたむけた陶杯の水は口に入らず、サラサラと服のほうへと流れ、濡ぬらしていく。

　見るも無残な大失敗だった。

　シン・ユーに怒られる！　そう思って身構えたが、特に何も言われない。

　恐おそる恐おそる隣を見たが、目が合ってしまった。

「なんだ？」

「ふ、服、濡れた！」

「見ればわかる」

　以上。お叱しかりはないらしい。

　この失敗が一回だけだったらよかった。二回目も、三回目も大失敗。胸辺りがびしょびしょになってしまう。

「奥様、お着き替がえをいたしましょう。練習もこれくらいに」

「……うん」

　陶杯から飲むだけなのに、できないとは。

　いっそのこと、シン・ユーに怒ど鳴なられたら罪の意識も薄くなりそうなのに、今日に限って何も言わなかった。

　練習を中断させてしまったので、一言謝あやまっておく。

「シンユウ、ごめんなさい」

「別に」

　んん？　「別に」。そのあとは、なんだ？

　察することができず、じっとシン・ユーの顔を見上げる。なかなか続きを喋らないので、催さい促そくした。

「別に、なに？」

「最初からできる者などいない。気にすることではないという意味だ」

　ポツリと呟いた「別に」の一言に、そんな長く深い意味があったとは。

　っていうか、絶対に伝わらないので、はっきり最後まで言ってほしい。どうか、お願いいたします。本当に。

　シン・ユーからはお咎とがめなしということで、かえってモヤモヤしたままこの場を去ることになった。




　お酒の飲み方は、暇を見つけて練習することにした。途中からリー・リンにも協力してもらい、なんとか形になったような、なっていないような。

　練習は深夜まで及およぶことがあった。

　結婚式の準備に、薬膳料理作り及び研究、お酒の飲み方の練習と、バタバタする日々が続く。

　たぶん忙しいのも今だけだろう。結婚式が終われば正式な妻となり、夢の絢けん爛らん豪ごう華かな貴夫人生活が待っているのかもしれない。

　……いや、別に贅ぜい沢たく三さん昧まいな生活を望んでいるわけではないけれど。

　結婚式の準備期間は三ヶ月目となり、婚こん礼れい衣い装しようの仮かり縫ぬいに立ち会ったり、試着をしたりと目の回る毎日を送っていた。

　そんな中でふと、父親のことを思い出す。

「おとーさん、元気かな……」

　この忙しさが、祖国での暮らしを彷ほう彿ふつとさせたのだ。

　父に手紙でもと思っていたが、大華輪国からハイデアデルンへ手紙を送る場合、配送料に十万金もかかる。

　私がハイデアデルン国から持ってきたお金は全部で三十万金ほど。父親への手紙はシン・ユーとの結婚が決まったその日に書いていたが、リー・リンから驚おどろきの配送料を聞かされて仰ぎよう天てん・絶望し、その手紙も抽斗ひきだしの中で眠っていたのだ。

「奥様、どうかされましたか？」

　リー・リンに顔を覗のぞき込こまれ、ぶんぶんと首を横に振る。今は父を気にしている場合ではない。まずは、結婚式できちんと役目を果たさなければ。

「奥様、結婚式の前は、きちんと眠ってくださいね。肌にも影えい響きようが出ますので」

「リイリン、わかっているよ～」

　そんな返事をしたけれど、きちんとできるか不安で、練習が深夜に及ぶ日々は続いた。

　今日は練習がうまくいかなくて落ち込み、居間で深夜ぼんやりとしていると、目の前に白い封ふう筒とうが差し出された。

「うわっ！」

　びっくりした。気配なく、シン・ユーが接近していたのだ。しかも、いきなり背後から目の前に手紙を差し出してきた。

「えっ、ナニこれ……あ！」

　宛名は祖国語で、レイファへとあった。これは、久々に見る父の文字！

「これ、おとーさんから？」

「ああ」

「ありがと……シンユウ」

「別に」

　今回の「別に」はどういう意味だろうか。しかし、それよりも父の手紙が気になる。急いで開かい封ふうした。

　レイファへ、元気ですか？　から始まる手紙を読む。

　新しい生活には慣れたか、嫁とつぎ先で上手くやっているか、食事はおいしいか、など、質問がびっしりと書かれていた。心しん配ぱい性しようなのは相変わらずみたいだ。

　そして、締しめに書かれた一文を読んだ瞬間、瞼まぶたがじわじわと熱くなる。

　──レイファは頑張り屋さんだから、無理はしないように。いつもの半分だけ、頑張りなさい。残りの半分は、旦那さんが頑張ってくれるから。夫婦とは、そういうものなんだよ。

　読み切った頃には、ポロポロと涙なみだを流してしまった。

　ずっと、結婚式で失敗しないようにとしか考えてなくて、いろいろ無理をしていたのだと思う。

　父の手紙を読んで、そんなに頑張らなくてもいいという言葉が心に染みた。

　よかった。今、これを読めて。

　手紙の追つい伸しんに書いてあったことだが、なんと、シン・ユーが父に手紙を送っていたらしい。その返事のついでに、私宛ての手紙も書いてくれたようだ。

　父はシン・ユーのことも、誠実な青年だと褒めていた。顔は怖いけれど、彼かれが優しい人なのは私も知っている。なんだか嬉しくなった。

「シンユウ、ありがと。本当に、嬉しい」

「わかったから、返事を書いてやれ」

「で、でも、送料が……」

「気にするな」

　シン・ユー、なんて太っ腹なのか。嬉しくて、涙なみだが止まらない。しゃくり上げていると、小さな声で話しかけられた。

「泣くな」

「べ、別に……」

　この「別に」は、もうすぐ泣きやむのでどうぞお見み逃のがしくださいという意味だ。いざ使ってみたら、便利な言葉である。

　シン・ユーは私が泣きやむまで傍にいてくれた。

「シンユウ、もう、大丈夫」

　冷静になると、シン・ユーの視線が見守るというより監かん視しのように思えてくる。

「平気、だから」

「まだ、目が赤い」

「大丈夫なんだってば」

　……この監視員、厳しすぎないか？　そんなことはどうでもいいとして。

　心の中にあったモヤモヤはすべてなくなっていた。私の中の迷いは、この手紙とシン・ユーの心遣いのおかげで払ふつ拭しよくされたのだ。




　しかし、父親の手紙で安心できたからといって、この忙しさが楽になるわけではなかった。今日も役に立たない私を罵ののしる義母の叫びが部屋の中に響ひびき渡わたる。

「招待状の返事の整理が終わっていないってどういうことなの？」

「おかーさん、あと、少し」

「他にすることはたくさんあるのよ！　もっと急いで！」

「うん。ごめん」

　結婚式の日にちが近付くにつれ、義母の荒あらぶりは激しさを増していた。大華輪国の華族の結婚式は盛大に行うらしく、その家族は準備に多大な金と労力をつぎ込むのがお決まりなのだ。

　義母との準備が続いていて、シン・ユーとはここ一ヶ月くらい会っていない。

　ジン・ピンいわく、だいぶ顔色も良くなって、私が考案した薬膳もほとんど食べてくれているらしい。よかった、よかった。

　シン・ユーは結婚式のあとに一週間お休みを取るというので、仕事を前まえ倒だおしで片付けているようだ。

　武官なのに体を動かすこと以外に仕事があるのかと首を傾かしげていたが、シン・ユーは『光こう禄ろく勲くん府ぷ』という、禁きん中ちゆう──この国の王宮みたいなもの──の門もん戸こ宿しゆく衛えいを司つかさどる職に就ついているのだとか。前に呼ばれていた中ちゆう郎ろう将しようというのは郎ろう中ちゆうを統とう率そつする立場にあると、ジン・ピンが教えてくれた。

　わかりやすく言ったら、門番兵の親玉らしい。

　シン・ユー自体が門番をするというわけではなく、そのほとんどは訓練の指導や、執しつ務む室に引ひき籠こもって書類整理を行っているのだとか。

　そんなわけで、病弱なシン・ユーが武官に就つくことができていた理由がようやくわかった。

　夕食を取り、その後も義母と披露宴の打ち合わせをして、夜遅くになってシン・ユーのために薬膳料理を作る。

　そのすべてが終わった頃ころにはフラフラな状態で布ふ団とんに倒れこみ、泥どろのように眠るのだ。




　翌朝、起き上がって背せ伸のびをする。

　日課である癒しの小さな泉を覗き込んだら──。

「──え？」

　その泉に配したのは水色の布に葉っぱの刺繡、蓮の花の箸置きだったが、なぜか新たに鳥の置物が追加されていた。

　真っ白の陶器でできた水鳥は可か愛わいらしい顔つきをしている。これは箸置きではなく、観賞用に作られた品だろう。

　水鳥の愛らしさが手作りの泉の癒しの力をさらに高めてくれる。私の中の疲労感は一気に吹き飛んでいった。

　しかし、いったい誰が。昨日の夜勤はリー・リンで、この泉の存在を知っているのもリー・リンだけだ。恐らく彼女が夜中に忍しのび込こんできて、置いて帰ったのだろう。まったく、愛ういことをしてくれる。

　朝食後、足取り軽く廊下を歩いていると、偶ぐう然ぜん夜勤明けのリー・リンとすれ違った。

「あ、リイリン！」

　私は彼女の手を両手でぎゅっと握り、感謝の気持ちを伝えた。

「リイリン、ありがと！」

「はい？」

「鳥、かわい」

「鳥？　なんのことでしょう？」

　リー・リンは首を傾げる。もっと詳くわしく話そうとしていたら、義母に見つかってしまった。

「リェン・ファ！　何をグズグズしているの。早くこちらにいらっしゃい！」

「あ、おかーさん、ちょっと、待って！」

　ゆっくり話をしたかったのに、途中で義母に呼ばれたので中ちゆう途と半はん端ぱなお礼で終わってしまった。




　義母の用事とは、占い師との面会という、本当にしようもないものであった。

　占い師がやって来ると、義母の表情がパッと明るくなった。

「先生！　シン・ユーのね、具合が良くなったのよ！」

「おお、それはめでたいアル」

　この忙しい中、どうして詐さ欺ぎ占い師なんかに時間を割さかなければならないのか。

「先生の漢方茶が効いたのね」

「前に渡したのは特別な品だったアルよ」

　ちっがーう！　シン・ユーの体調が良くなったのは、薬膳と蜂蜜のど飴のお・か・げ！

　あと、シン・ユーが医者の薬を飲んでくれるようになったからだろう。つい先日、ジン・ピンより医者の診しん断だんを聞かせてもらった。

　喘ぜん息そくが快方に向かっているからといって、シン・ユーの病弱な体質が治るわけではないらしい。これについては生まれ持ったものなので、完治は難しいと先生は言っていた。けれど、蜂蜜を毎日口にしたり、薬膳を食べたりすることはいいことだと先生も勧すすめてくれた。私の努力は無む駄だではなかった。

「リェン・ファ？」

　突然義母に名前を呼ばれ、ハッとなる。

「あなたは先生に占ってもらいたいことはない？」

「な、ないよ。まったく、まったく、ない」

「そう。では先生、今日もありがとうございました」

　占い師にお礼を言った義母はいつものように大金の入った紙かみ袋ぶくろを渡している。今回も占い師のおじさんは適当に義母の話を聞いて、シン・ユー用に胡う散さん臭くさい漢方薬やお茶を渡すだけの簡単なお仕事だった。

　占い師が帰ったあとも怒いかりが収まらず、部屋の中でギリギリと奥歯を嚙かみしめていると、リー・リンが諫いさめてくる。

「奥様、貴婦人ともあろうお方が、そのような顔をなさってはいけません」

「これ、普通の、顔！」

「いいえ。いつも以上に不ふ貞て腐くされ顔がおになっています」

　いや、私の顔つきのことはいい。問題はお医者様の手て柄がらを詐欺師に取られてしまったことだろう。義母はシン・ユーの体の具合が良くなってきたことを本当に喜んでいた。渡していた紙し幣へいの入った紙袋もいつもより分厚いように見えた。

「リイリン、すごい、悔くやしい～」

「お気持ちはわかりますが、軽はずみな行動はよしてくださいね」

　この怒りをどこにぶつければいいのか。今までの人生の中でこんなにも悔しい思いをしたことはない。

　義母の占い師への妄もう信しんの根源には、シン・ユーへの愛があった。そのことを知って尚なお、私には何もできないということが悔しかった。
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「奥様、起きてください、奥様」

「うーーん」

　朝だ。太陽の光が眩まぶしい。

　起きたいのに、起きられない。まだ眠い。完全に、寝ね不ぶ足そくだった。いつもは布団に入ったらすぐに就しゆう寝しんできるのに、いろいろと考えていたら眠れなくなっていた。意識が途と切ぎれたのはいつだか覚えていない。

　リー・リンは被かぶっていた布団を無表情で剝はぎ、早く起きろと急せかす。のろのろとした動きで起き上がり、寝台から下りる。

「なんだか少し顔色が悪いですね」

「眠れない、かった」

「珍めずらしいですね」

「珍しく、ない。私、とっても繊せん細さい」

　リー・リンは私に訝いぶかしげな視線を送る。

　確かに、貧乏だったおかげで基本的にはどこでも眠れるし、食事はなんでも食べられるし、住む場所とかにもこだわりはないけれど、私は案外神経が細く、か弱いところがあるのだ。

　……誰も信じちゃくれないけれど。

　リー・リンはいじける私を無視して、朝の支し度たくをどんどんと進めていく。

　本日着用するのは、薄うす紫むらさきの華か服ふく。スカート部分は白と紫のシフォン生地が重なっていて、とても美しい。上から、薄紅の上着を羽織る。髪は頭の上で輪を作るように結ゆって、兎うさぎの耳みたいに垂らす髪型にしてくれた。

「リイリン、この格好、何？　いつもより、きれい」

「よくお似合いですよ。本日は旦那様との外出ですので、おめかしをと」

　な、なんだって？　本日の用事はシン・ユー絡みなの？

「一緒にお弁当を作りましょう」

「え、うん」

　厨房にて、服が汚れないようにすっぽりと体を覆おおうエプロンを着用して、薬膳料理を作る。

　そろそろ朝食の時間らしい。お弁当に料理を詰めるのはリー・リンにお願いして、食堂に向かった。




　珍しく、食堂に家族全員揃う。仲良くお喋りすることはなく──黙もく々もくと料理を食べた。

　シン・ユーは夜勤明けのようで、武官服を着ていた。実は、仕事着を見るのは初めて。

　赤い華服に、胸に銀の龍りゆうの刺繡が入った洗練された意い匠しようだ。私服はいつも黒尽ずくめなので、余計に華やかに見える。

　おお～と見とれていたら、シン・ユーに話しかけられる。

「なんだ？」

「カッコイイ～、思って──あ、服が！」

　ぶはっと、ジン・ピンが突然吹き出し、シン・ユーに睨まれていた。可哀想に。

「シンユウ、大だい丈じよう夫ぶ。顔もカッコイイよ」

　気にしたらいけないので、一応フォローしておいた。まあ、怖い顔で見られてしまったのだけれど。

　食卓では配膳が終わったようだ。手と手を合わせて、いただきますをする。

　今日もザン家の食事は素晴らしくおいしかった。

　食事が終わったあと、義母が本日の外出の理由を説明した。

「今日は、あなた達は外で時間を潰してもらうわ」

　結婚式前日なので、お祝いを意味する赤い絨じゆう毯たんを全部の部屋に敷いて回るらしい。その際に新郎新婦は外出していなければならないという、変な決まりごとがあった。

　夜勤から帰ってきたばかりのシン・ユーに外出しろとは無茶だ。顔色もいつもより悪い気がする。

「早く出かけてちょうだい。邪じや魔まになるわ」

「おかーさん、シンユウ、寝させて」

「ダメよ」

「シンユウ、眠たくて、死にそう」

「ダメダメ！」

　なんでも布団や卓子布テーブルクロスまで赤いものに換えるので、シン・ユーが寝る場所はないと言われてしまう。それでも私は食い下がった。

「部屋の端はしっこ、大丈夫。新聞紙、敷しいて、その上にシンユウ、小さい丸になって寝る！　邪魔になるんだったら、優しく転がして！」

「何言っているのよ、あなたは」

「だって～、シンユウ、ねむねむお顔だもの～可哀想～」

　義母の上着をグイグイ引っ張って可愛らしくお願いをするが、ダメだダメだと素す気げなく断られてしまう。背後に佇たたずむシン・ユーは、目の下に痛々しいほどの隈くまを拵こしらえている。眉間には深い皺が入り、眼光もいつもより鋭かった。

　正直に言おう。私は睡眠不足で機嫌がよろしくないシン・ユーと、一緒にお出かけしたくなかった。

　この、荒ぶる睡眠不足貴公子をどこか安らかな場所で眠らせたかったが、私の足あ搔がきは無駄に終わる。

「奥様、昼食です」

　リー・リンから、先ほど作った薬膳弁当を手渡された。弁当箱を胸に抱いた状態で、ちらりと背後のシン・ユーを見る。

　……すごく、眠そうだ。

「シンユウ、大丈夫？　その辺、近く、宿借りて、寝る？」

　宿で眠るというのならお付き合いしたいところだったが、シン・ユーは身震いするような低い声で「問題ない」と言い、私の手からお弁当箱を無言で奪うばい取とると、外門のほうへ歩き始めてしまった。

　どんどん遠くなっていく背中に溜息を一つついて、小走りであとを追う。

　シン・ユーが寝不足だというので、馬車を使っての移動となった。馬車なら車内で眠ってくれるだろうと思ったのに、シン・ユーは腕を組んだまま視線をこちらへ向けている。

　もちろん、会話なんぞ一いつ切さいなく、気まずい沈ちん黙もくが空間を支配している。

　息苦しさすら覚えたので、思い切って話しかけてみる。

「シンユウ」

「なんだ？」

「少しだけ、寝る？」

　膝ひざを貸してあげようとポンポン叩たたいた。シン・ユーは返事もせずに、真顔でそれを見ているばかり。

「子こ守もり歌も、歌う？」

「いらん」

　きっぱりとお断りされた。寝てくれたら気まずくないのに、残念。

　三時間ほど馬車に揺られたあと、目的地へと到着した。行き先はシン・ユーが決めたところで、柵に囲まれた森のような場所に連れて来られた。

　出入り口には門番が数人いたが、シン・ユーの顔を見るなりお兄さん達の姿勢がピーンと伸びる。

「ザン中郎将！　お疲れ様です！　えーっと、本日は？」

「私用だ」

「さ、左様でございましたか」

　ちらりと、お兄さんに見られる。

「そ、そちらのお連れのお嬢様は？」

「妻だ」

「つ、ああ、奥様、ですね……！　はい、了りよう解かいです。どうぞ、中へ！」

　シン・ユーが武官服を着たままだったので、抜ぬき打うちの監かん査さか何かだと思ったらしい。明らかにほっとしている武官達の脇わきを通って中へと進む。

「シンユウ、ここ、何？」

「三代前の御お上かみが、寵ちよう姫きに与えた庭園だ」

「へー」

「今は誰の所有物でもないが、先ほど見たように、見張りの者が配備されている」

　普段は人の出入りもできないようになっているらしいが、華族の六りつ家かの者だけは中に入ることを許されているようだ。

　昨日の夜に雨が降ったからか、芝しばが敷しき詰つめられた地面が濡れて滑すべりやすくなっている。何度か足を取られそうになった。

「摑まれ」

「え？」

「転んで服でも汚よごしたら、大変なことになる」

　え、ちょっと恥ずかしい。ご遠えん慮りよしたかったが──。

「早くしろ」

「う、はい」

　結局、腕を借りることとなってしまった。

　雨が降ったあとの森の中は不思議な雰ふん囲い気きを醸かもし出だしている。葉の一枚一枚が雨で濡れて鮮あざやかな光こう沢たくを放ち、まるで童話の一部を切り取ったかのような美しい光景が広がっていた。そして、森を抜ぬけた先にあったのは──。

「わ！　ナニこれ！」

　眼前に広がっているのは大きく美しい泉だった。

「す、すごい！」

　あまりの予想外な光景に、思わず駆かけ寄よって水面みなもを覗き込む。

　そこは、満開を迎むかえた白いレンの花が咲さき誇ほこる場所だった。

「あ！」

　その泉には、白い水鳥が泳いでいた。餌えさを探しているのか、水の中に顔を突っ込んでいる。水の中から顔を出した水鳥を見て、思わず叫んでしまった。

「シ、シンユウ、見て！　家にある鳥の置物、同じ！　かわい～」

　シン・ユーを振り返って、言葉を言い終えてから、しまったと自らの口を手で塞ふさぐ。あの鳥の置物は私とリー・リンと一部の使用人しか知らないもの。シン・ユーは知る由よしもないのに。何を言っているのだと自分の迂う闊かつさに呆れてしまった。

　シン・ユーも呆れているだろうなと思って、恐る恐る顔を見上げれば、なんとまあ、シン・ユーが薄く笑っているではないか！

　──って、あれ？　あの無愛想で有名なシン・ユーが笑っている？

　しかしながら、そんな柔らかな表情をしていたのも一瞬で、すぐにいつもの愛あい想その欠片かけらもない顔に戻ってしまった。

　あの笑顔は気のせいだったのか。それとも寝不足で、笑いのツボがおかしくなっているのか。その前に、一つ解決していない問題があることを失念していた。

　あの鳥の置物はリー・リンが置いたのではないと、つい先日わかったのだ。

「──あ！」

　今になって気付く。もしかしたら、贈り主はシン・ユーではないかと。

「シンユウ」

「なんだ？」

「あの、鳥の置物、シンユウが、置いた？」

　シン・ユーは何も言わぬまま、じっとこちらを見ている。沈黙が怖いから何か言ってほしい。

　一刻も早くその視線から逃のがれたかったが、その漆しつ黒こくの目に射止められたかのように、一歩も動けなくなっていた。

「確かに、あれを置いたのは俺だが──」

「え？」

　声が低すぎて聞き取れなかった。もう一度聞き返そうとしたら、頭上に大きな影が。

「ぎょわ!?」

　泉の中を泳いでいた水鳥が私とシン・ユーの間を滑かつ空くうしていった。私は驚いて間ま抜ぬけな悲鳴を上げてしまう。

　せっかくお礼を言いたかったのに、鳥のせいでタイミングを逃してしまった。

「鳥……」

「鳥は気にするな」

　置物の鳥のことなのか、空を飛んで行った鳥のことなのか、うやむやになってしまった。

　と、鳥め～～。




　そろそろお昼時だろう。お腹がぐうと鳴った。

　美しい清泉を目前とする草むらに、茣ご蓙ざという乾燥させた草を編んだ敷しき物ものを広げてその上に座る。

　茣蓙の手触りは涼すずやかなもので、湿しつ気けを含ふくんで蒸し暑い今日みたいな日にはうってつけだ。鼻を近付ければ草の香りがするのだろうか？

　……先ほどから私のことを、珍ちん獣じゆうを観察するような目で見るシン・ユーの前で試ためす気にはとてもなれないけれど。

　茣蓙の入っていた包みの中には竹たけ筒づつに入ったお茶も用意されていたようだ。同じく竹を切ってカップにしたものになみなみと注いだ。

　そして三段重ねの弁当箱を開く。

　朝から頑張って、リー・リンと二人で作った薬膳弁当だ。

　一段目は鶏肉と豆のトマト煮込みと、豚肉とチーズのはさみ揚げ。どちらも、私が働いていた食堂で人気だった料理だ。

　鶏肉と豆は胃腸に働きかけ、疲れにくい体を作ってくれる。豚肉は体に潤いを与え、チーズは血を補う効果があった。パン粉には食欲を増進させるシソの葉を入れてみた。ちなみに、チーズは自作。牛乳に柑かん橘きつの汁を入れるだけの簡単なやつだけどね。

　二段目には、豆と木の実たっぷりのパンケーキ。中には滋養強壮効果のあるクコの実、疲労回復効果のある黒ゴマ、血行を良くする栗くり、むくみ解消効果のある黒豆が入っている。使用人のみんなにも好評だった一品だ。

　三段目は薬膳のお菓子。みかんの皮を器うつわにして、ゼリーを作ってみた。崩くずれていないようだったので、ひとまずホッ。みかんは免めん疫えき力りよくを高め、風邪を予防する効果がある。

　以上の品々を作ってみた。すべて、私の祖国の料理である。お口に合うかどうか。ドキドキだ。

　とりあえず、おかずを一品ずつ取ってシン・ユーの前に置く。

　手と手を合わせて、いただきま～す。

　まずは鶏肉と豆のトマト煮込みから。ほどよく酸味がきいていて、鶏肉は柔らかく、豆にも汁が染み込んでいる。うむ、おいしい。シン・ユーはどうだろうか。

「シンユウ、おいし？」

　無表情でもぐもぐと咀そ嚼しやくしていたシン・ユーが、ちらりとこちらを見て、答える。

「まあ、うまい」

　今、「うまい」って言った？

　すごい！　シン・ユーが、褒めてくれた。しかも、私の国の料理を。嬉しい。ちょっとウルっとしてしまった。

　感激して、じっとシン・ユーを見つめていたら「なんだ？」と問われる。

「あ、えっと……シンユウ、おいし、言ってくれたの、嬉しくて」

　涙で視界が滲にじんでいるので目元を拭ぬぐい、もっともっと、たくさん食べてくれと、料理を勧めた。

　二品目は豚肉とチーズのはさみ揚げ。梅のソースをかけて食べる。パン粉に混ぜたシソと、梅のソースがまた合う。二つの食材の豊かな風味が、口の中でふわりと広がった。サクサクの衣ころもと豚肉の相あい性しようは抜ばつ群ぐん。中に挟んだチーズが全体の味わいを滑なめらかにしていた。

　シン・ユーの反応を見てみる。ぎゅっと、眉間に皺を寄せながら食べていた。

　もしかして、口に合わなかった？

「シンユウ、おいし、ない？」

「いや、うまい」

　おいしいらしい。よかった。
















　他の料理も、口に合ったようだ。よかった。本当によかった。

　最後に、シン・ユーが健康になりますようにと、本人に向かって拝んでいたら──。

「お前は何をしている？」

「え、え～っと、食後のお祈いのり！」

　思いっきり怪しんでいたので、適当に誤魔化しておいた。

　お弁当の包みに、義母からの手紙が私とシン・ユーに宛てて、二通入っていることに気付く。リー・リンに頼んで、忍しのばせたのか。

　夕方まで帰って来るなという内容が書かれていた。読んだあと、手紙を折り目に沿って畳たたむ。

　シン・ユーも畳んでいるかと思いきや、紙を折る動作は止まらない。私は眉間に皺を寄せてその行動を見届ける。

　最終的には細長い三角形のようなものができ上がり、それを私の手のひらへポンと置いた。

　──なんだ？　綺麗に折れたという自じ慢まんなのか？

　その折った紙を持ち上げて見ると、何層かに分かれているようだった。これはいったいなんなのかと首を傾げているところに、再び紙は私の手から離れていく。そして、その折った紙は驚きの変化を遂とげることとなった。

「え──？　わ、わあ！」

　シン・ユーの手によって開かれたそれは、一瞬で鳥の形となる。

「すごい！　魔ま法ほう？　それなに？　シンユウ！」

「これは折り紙という、異国から伝わった紙細工だ」

「すごい、すごい。見る、見せて」

　この紙細工の鳥は鶴つるという、大華輪国では非常に縁えん起ぎのいい鳥だとか。普通の紙切れがこのように立体的な生き物を模したものへ生まれ変わるなんて素晴らしい文化のある国もあるものだ。手にした鶴を眺めつつ考える。

「すっごく、かわいいね」

　手のひらにちょこんと載のせて、シン・ユーに話しかける。

　返事はなかったけれど、穏やかな笑みを浮かべていた。

　不意打ちの笑顔に、ドキンと胸が高鳴る。

　なんだか恥ずかしくなって、顔を逸そらしてしまった。

　まだ、胸がドキドキしている。

　おかしい、すごく、おかしい。病気かもしれない。今度先生に相談してみよう。




　そして楽しい食事の時間は終わり、今はぼーっと周囲の景色を茣蓙に座って眺めている。

　ここで、ずっと気になっていたことを聞いてみた。

「シンユウ、結婚、大丈夫？」

「何がだ」

「私で、平気？」

　ザン家の名めい誉よのために、シン・ユーは会ったばかりの私との結婚を決めてしまった。本当に私でよかったのか、確認しておきたかったのだ。

「なぜ、そんなことを聞く？」

「だって、私、こんな、だし」

　育ちが良くて、真面目なシン・ユーと、没落貴族だった私なんてとてもつり合わない。

　せめて美人だったらなと思ったけれど、十六歳さいになっても背は伸びず、ちんちくりんのままだ。

「……別に、伴はん侶りよに多くのものを、望んでいない。だが、誰でもよかったわけではない」

　一応、シン・ユーの中で、私を妻に迎えたいと思った要素があったらしい。

「それは？」

「お前の気にすることではない」

「そっか～」

　語りたくないのならば、追つい及きゆうはしない。

　でも、よかった。私は、シン・ユーの奥さんでいてもいいらしい。

　きっと結婚すると決めたら、真面目に私の夫を務めてくれるだろう。謎の安心感がある。

　私も、シン・ユーの期待に応えたい。そのためにはどうしたらいいか、またあとで考えなければ。

　ふわりと風が吹く。花のいい香りが漂ってきた。

「シンユウ、あの、橙だいだい色いろ、花、何？」

「あれは金きん木もく犀せいという。香こう油ゆの原料になる花だ」

「そうなんだ～」

　シン・ユーは驚おどろくほどに植物に関して物知りだった。沈黙が気まずくてその辺の植物の名前を尋たずねると、名前だけでなく次々と薀うん蓄ちくが飛び出してくる。

　なんでも子どもの頃はほとんど寝台の上での生活だったために、さまざまな図鑑を見て暇を潰していたらしい。

「シンユウ、なんで、体の負担が少ない、文官にならずに、体力のいる武官に？」

「それは──父と同じ仕事に就きたかったから」

　なるほど。そういうことだったのか。

　しかし、毎日体が辛そうなので、大丈夫なのかと心配になった私は、余計なお世話ともいえる一言を言ってしまう。

「シンユウ、無理しないで」

　本が好きで、頭が良さそうだから文官になればいいのにと思ったが、彼にもいろいろと心に秘めた想おもいがあるのかもしれない。その辺は他人である私が踏ふみ込こんではいけない領域だ。唯一できることといえば、シン・ユーが無理をしないように労いたわったり、薬膳を作ったりするくらいだろう。

　シン・ユーは眉間に皺を刻み込んだ状態で黙り込んでしまった。

　重たい空気に押しつぶされそうになる。

「あ、金木犀の花、見に行ってくる」

　そう言って、一時的に離り脱だつを図はかった。

　橙色の小さな花が密集したように咲いている金木犀の香りは本当に素晴らしい。ずっと嗅かいでいたいと思うほどに。

　本当に、いい香りだ。この香りを堪たん能のうしないなんて、もったいない。

「シンユウ、こっち来て！　金木犀、とってもいい香り！」

　座ったままでいたシン・ユーを手招いたら、近くに来てくれた。そして、会話もないまま金木犀を眺ながめる。微妙に気まずいので、適当な話題を振ってみた。

「これって、どうして金木犀って、いうの？」

「樹皮の模様が犀さいという異国の動物に似ていることから、命名されたらしい」

「さいって？」

　シン・ユーが地面にサイの絵を描いてくれる。

「さい、豚に似ている、なんだね」

「豚……」

　心外だという表情を浮かべている。どうやら、シン・ユー画が伯はくの伝えたかったサイを読み取ることができなかったようだ。

「お花、黄色いから、金？」

「そうだ。黄色い花が金木犀、白い花が銀木犀という」

　いったいどれだけ金木犀情報を把は握あくしているのか。話はさらに続く。

「花言葉は──謙けん遜そん、陶とう酔すい、初はつ恋こいだ」

　謙けん虚きよな花姿。思わず陶酔するように馨かぐわしい花の香り。そして初恋の謂いわれは、忘れられないような記憶に残る香りを放っているからだろうか。よくわからない。

　初恋……私の初恋はいつだったか、と記憶を掘り起こしたが、異性との思い出がまったくなかった。

　い、いや、待てよ、そんなはずはない。私にも嬉しかったり恥ずかしかったりする甘あま酸ずっぱい初恋の君との思い出があるはずだと意地になって思い出そうとする。ふと、頭に浮かんだのは──シン・ユーの姿。

　ち、違う！　これは初恋の記憶でもなんでもない！

　リェン・ファという名前を付けてくれたのも、市場で甘栗の皮を割ってくれたのも、そっと鳥の置物を置いてくれたのも、ふとした瞬間に浮かぶ穏やかな笑顔も、そして他にもいろいろと浮かんできたが、そんなものは初恋の甘酸っぱい記憶でもなんでもない。

　きっと、そうだ！　そう自信を持って頭の中に浮かんでいた人物を振り返るも、遠くにいるシン・ユーと目が合い、ドキンと胸が高鳴る。

「リェン・ファ、どうした？」

「な、なんでもない、ない！」

　私は普段の自分を取り戻すために、ポケットの中に入れていた、折り紙の鶴を取り出す。すごく、可愛い。

　胸の動どう悸きも治まった。

　そう、先ほどの動どう揺ようは、きっとシン・ユーの顔が怖かったからだ。

　私はシン・ユーとどうなりたいのか、まだわからない。

　義母は先日、子作りに関してはしなくてもいいと言っていた。華族では側室を囲うことは普通のことで、シン・ユーには家いえ柄がら・教養・美しさとすべて揃った娘を探す予定らしい。伝統のあるザン家に異国の血が混ざることをよく思っていないのかもしれない。

　私はお金で買われてこの国に来た。

　本来ならば奴ど隷れいのような扱あつかいを受けてもおかしくはないのに、ザン家の人達はとても親切だった。

　義母は、私に厳しい言葉ばかりかけるが、本当に鬱うつ陶とうしく思っていれば無視しているだろう。ジン・ピンも言っていた。外国から来た嫁の結婚準備にあそこまでしてくれる姑しゆうとめはいない。義母の愛はわかり難にくいのだろう。

　シン・ユーも、私を地下に軟なん禁きんするのは人として間違っていると言って結婚してくれた。

　使用人の皆も優しい。私は果報者なのだ。

　再度、金木犀について聞こうとしたその時、背後から慌てた声でシン・ユーの名を呼ぶ者が現れた。

「ザン中郎将！　お休みのところ申し訳ありません！」

「何かあったのか？」

「ええ、それが──」

　武官のお兄さんはチラリと私の顔を見る。仕事の話だろうか。私が聞いてはいけないのではないかと一歩後ろに下がったが、シン・ユーに手を握られて制止されてしまう。

「言え」

「は、はい！」

　そのままシン・ユーは私の手を握りしめる。相変わらず謎の行動ばかりしてくれる。首を傾げたまま、私まで報告を聞くことになった。

「先ほど、千華の中心街にて、市民の示じ威い暴動が起きまして、噴ふん水すい広場の御上の像が壊こわされ、華族の経営する店も襲しゆう撃げきを受けました。現在、制圧は完了しましたが、しばらくここで待機されていたほうがよろしいかと」

「……わかった。下がれ」

「はっ！」

　いったい、何が起こっているのか。市民が皇こう帝ていを模した像を破は壊かいするなどあってはならぬことだ。

「シンユウ、何？」

「また税が上がり、不満が溜たまった民たみ達たちが暴れているのだ」

　聞いても教えてくれないと思ったが、シン・ユーは騒そう動どうについて語ってくれた。

　税金は国家財政を支える資金の一部であり、国民の豊かな生活を実現するものとして一いつ般ぱん的には認にん識しきされている。

　以前まで税率は低かったらしいが、今の皇帝になってから徴ちよう収しゆう率がグンと上がり、ここ数年で給料の半分を納めなければならないほどの金額まで上がっているという。

「どうして、華族の店を、襲おそっているの？」

「税金の使い道として、華族の領地経営の支し援えん金があるからだろう」

「お、おかーさん、大丈夫？」

「同じような騒動はここ数年頻ひん繁ぱんに起こっているが、華族の家まで襲われたことはない」

「そう、よかったー」

　暴動は千華の中心街だけで行われているものだとか。それにしてもそこまで街の治安が悪くなっているとは思いもしなかった。

　それにしても、シン・ユーは皇帝の話をするたびに嫌そうな顔をしている。勝手に忠臣のように思っていたが、実はそうではないのだろうか。とても皇帝に忠誠心を抱いているようには見えない。まあ、酷い税率で国民を傷つける暴君なら尊敬できるわけもないが。

　先ほどよりも険しい顔になったシン・ユーの横で大人しくしていると、思いがけない言葉を聞くこととなった。

「──この国は泥に塗まみれている」

「え？」

「御上も、華族も、民も、すべて汚れきっているのだ」

　シン・ユーは以前義母との喧けん嘩かの際、占い師のことを胡散臭い奴やつだと言っていた。もしかしたら、国王の傍にも占い師を支援する『幻影采公社』の影響があって、そのことを知っているのでは？　と考えたが、とても聞ける雰囲気ではなく、怒りが静まるようにと背中を摩ることしかできない。

　彼はいったい何を抱え込んでいるのだろうか。

　何を迷って、怒り狂っているのか、私には想像すらできない。

　だが、こういう時最初に何をすべきなのか、私は知っている。

「シンユウ、寝よう」

「は？」

　シン・ユーは何をふざけたことを言っているんだという顔で見ているが、寝不足の時は寝るに限る。時間はあるのだ。

　それに体の調子が悪い時にあれやこれやと考えても、いい考えは浮かばない。そうに決まっている。だから、こういう時には不ふ貞て寝ねするに限るのだ。

「眠いから、寝るよ」

　私は横から浴びていた訝いぶかしげな視線を無視して、茣蓙の上に転がった。

　やはり、想像どおり草の乾いた香りがする。好きな匂いだ。

「シンユウ、早く、いい子だから、寝ねて」

　私も寝不足だったことを今更ながらに思い出す。そして、シン・ユーが横になったのを確認する前に、私は深い眠りの中へと沈しずんでいった。
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「──リェン・ファ、起きろ」

「ん、あと少しだけ～」

「いいから起きろ」

　心地良い睡眠状態から、ポンポンと背中を叩かれて意識がどんどん鮮せん明めいになっていく。

「もう、家に着いた」

　その言葉を聞いてカッと目を見開くが、ありえない状況に疑ぎ問もん符ふがどっと押し寄せてくる。

「……ひえっ!?」

　どうやら、私は馬車の中でシン・ユーの膝を枕代わりにして眠っていたらしい。割と失礼な悲鳴を上げながら慌てて起き上がると、無表情の旦那様と目が合った。とっても気まずい。

　シン・ユーも同じことを思ったのか、ふいと顔を逸らされる。そんなことよりも、ここは馬車の中だ。あの美しい庭園にいたのにどうして？

「もしかして、運んで、くれた？」

　シン・ユーは明後日あさつての方向を見ながら、「まあ」と返事をする。

「も、もしかして、お姫様、だっこ？」

　うんともすんとも言わない。だが、頰に赤みが差しているように見えるのは、照れているとか？　いいや、そんなわけないだろう。きっと夕ゆう陽ひが照らしているからだ。

　それにしても、あれからいったい何時間眠っていたのか。恥ずかしい話である。

「シンユウ、ごめん」

　寛かん大だいなシン・ユー様は「気にするな」と言って、私の愚おろかな行いを許してくれた。だが、いたたまれない気持ちは拭いきれない。いっそのこと怒鳴られたほうがよかったのでは？　私は、朝主張していた繊細宣言を撤てつ回かいするしかないようだ。
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　とうとう結けつ婚こん式しき及および披ひ露ろう宴えんの当日となる。

　現在、お屋や敷しきの中はすべての部屋が赤い絨じゆう毯たんで埋うめ尽つくされていた。

「うっ、全部、赤。目が……目が……」

「奥おく様さま、しばしの我が慢まんです」

「うん、頑がん張ばる」

　そして、現在腕うでを通している婚こん礼れい衣い装しようも赤だ。どれだけこの国は赤を推おすのか。疑問に思ったのでリー・リンに聞いてみると、大たい華か輪りん国こくにおいての赤色というものは威い厳げん、正義、祝福、幸運、勝利、成功などを象しよう徴ちようするものだという。これだけ縁えん起ぎのいい意味が含ふくまれていれば好まれるよなあと、一人納なつ得とく。

　一着目の衣装は結婚式でのみお披ひ露ろ目めするものだ。この服で一年以上生活できそうなほどの高価な布を使ったもので、皺しわがつかないようにと考えていたら身動きの一つも取れなくなってしまった。

「リイリン、衣装、きれいね～」

「ええ、近年まれに見る、素す晴ばらしい婚礼衣装かと」

　艶つや々つやと光こう沢たくのある布には金糸で鳥の刺し繡しゆうがされている。これは鳳ほう凰おうという伝説上の生き物らしい。私の服に縫ぬわれているのは凰オウという雌めすの鳥で、シン・ユーのほうには鳳ホウという雄おすの鳥が刺繡されているとか。

　この鳥は不老長ちよう寿じゆを象徴する生き物で、二人の愛が永遠に続くようにという願いを込めて婚礼衣装に使われる。

　今日は祝いを意味する赤色が目め尻じりに引かれた、華はなやかな化け粧しようである。

　でも以前のような顔面偽ぎ装そう状態でなく、私という地味な素材を尊重してくれている。

　最後にメイ・メイの手によって髪かみ型がたを整えられ、たくさんの櫛くしが追加で挿さし込こまれる。これだけでも結構な重さなのに、さらに赤い宝石が大量に散りばめられた細長い帽ぼう子しのようなものまで乗せられてしまった。気を抜ぬけば後ろに倒たおれてしまいそうな重さである。伸のばすように言われていた爪つめには、琺ほう瑯ろうを削けずって水で溶といた真っ赤な液体が塗ぬられた。なかなか綺き麗れいな爪化粧である。

　これで終わりだと告げられるのと同時に、部屋の扉とびらが開かれた。

　誰だれかと思ったら、義母だった。

「あら、少しは見られるようになったわね。よかったわ」

「おかーさん！」

　着付けが終わった私の最終確かく認にんに義母が来てくれた。相変わらずつれない態度だが、表情は大満足といったところだった。

　それもそうだろう。婚礼衣装の形も、頭の飾かざりも、化粧道具から爪化粧まですべて義母が選んだものだ。唯ゆい一いつ、布地はシン・ユーが勝手に選んだものだが。これについても二人は喧けん嘩かをしていた。義母が選びたかったらしい。

「おかーさん、ありがとう」

「いきなり何よ？」

「きれいになったから、ありがとう」

「あ、当たり前じゃない！　あなたどこの家に嫁とついだと思っているの？」

　義母は私に背を向けて、ぷりぷりと怒おこりだしてしまった。

　でも私は彼かの女じよが本当に怒おこってなどいないことを知っている。調子に乗って「本当は嬉うれしくって照れているんでしょう？」などと軽口を聞けば本気で怒られることも知っていたので、そのまま黙だまっていた。これも義母との結婚準備期間中に学んだことだ。

　結婚式は屋外で行われる。式は家族といつもの胡う散さん臭くさい占うらない師し、使用人と新しん郎ろう新婦に近い者だけを呼んで行われるのだ。

　まずは祈き禱とう──重ねた木に点火して、火柱が上がる中で占い師が執とり行おこなう儀ぎ式しきが始まった。

　隣となりに立つシン・ユーも私と似たような赤い衣装を纏まとっていた。長い黒くろ髪かみは細長い帽子の中に収められている。髪かみの毛け短いほうが似合うじゃないかと感想を述べようとしたが、祈禱が始まって厳おごそかな雰ふん囲い気きになったので言えず終じまいとなってしまった。

　続いて、披露宴は屋内へ移動。ここでは、食事とお酒が大量に用意されていた。

　シン・ユーと並んで座すわる。

「リェン・ファ、昨日は眠れたか？」

「うん。いっぱい、寝れたよ」

　昼間あれだけ眠ねむっていたにもかかわらず、夕食を食べたらコロリと眠ってしまった。シン・ユーもよく眠れたよう。

「なんか、緊きん張ちよう、する」

「取って食うような客は来ないから安心しろ」

「うん」

　何かあっても、きっとシン・ユーがなんとかしてくれるだろう。そんな、安心感があった。私自身も失敗しないよう、頑張らなくては。

　招待客はまだ来ないようだ。準備も整っているようで、この広い部屋にいるのは自分達だけだった。

　昨晩、少しだけ考えた。私は、シン・ユーとどういう夫ふう婦ふになりたいのかと。

　夫婦と聞いて、思い浮かぶのは両親の姿。仲睦むつまじく、互たがいの足りないところを補うような関係だった。

　忙いそがしく過ごす中で忘れていたけれど、私は両親みたいな夫婦に憧あこがれていた。

　シン・ユーとは、愛が結んだ縁えんで結婚したわけではない。ザン家の名誉を守るために、仕方なく決められたものだ。私もまた、それを受け入れるしかなかった。最初、シン・ユーはいつも不ふ機き嫌げんで、母親に冷たくて、愛のない人だと思っていた。

　けれど、違ちがった。

　若くして父親を亡なくし、体が弱いのに家を守ることになって、占い師を妄もう信しんする母親に苦く悩のうしていた。しかしそれは体の弱い自分が原因のためどうにもならない問題で──と、イライラしているのには理由があった。

　愛がないわけではないだろう。たぶん、今は余よ裕ゆうがないのだ。

　この先、どうなるかわからないけれど、シン・ユーは私を奥さんとして迎むかえてくれると言ってくれた。だから、シン・ユーが幸せになるために、伴はん侶りよとして精せい一いつ杯ぱいできることをしたい。

　そして、ゆくゆくは両親のような夫婦になれたらいいなというのが、この異国の地での目標になるのかもしれない。

　そして、本日は結婚式という特別な日だ。いい機会なので、シン・ユーにずっと言おうとしていたことを告げることにした。

「あ、あの、シンユウ」

　シン・ユーの顔を見上げた瞬しゆん間かん言いい淀よどんでしまったが、手のひらをぎゅっと握にぎりしめて自らを奮い立たせる。酒の力でも借りたかったが、素面しらふじゃない時に言うのもどうかと思ったので、思い切って言葉を振ふり絞しぼった。

「私、本当の名前、レイファ、いうの」

　声が震ふるえてしまったが、拳こぶしを握って耐たえる。

「レイファ、ハイデアデルン、救済の女め神がみの名前。私、この名前、もったいない、思って……」

　大好きな両親から生まれた時に贈おくられた名前は、祖国で一番有名な女神様の名前だった。普ふ通つうは恐おそれ多おおいと思い、人には名付けないのだが、うちの父と母は誰かを助ける娘むすめになってほしいという願いを込めて、救済の女神レイフアと名付けた。

　そんな偉い大だいな名前のおかげで、幼い頃ころはたくさんからかわれたのだ。大きくなってからも「あの女神と同じ名前？」みたいな非難の視線を浴びることが多かった。

　いつの間にか自分の名前が重荷となり、両親に申し訳ないと思いつつもレイファを名乗るのに、尻しりごみしてしまうこともあった。

　リェン・ファという名前は大華輪国ではありふれた名前だとリー・リンが教えてくれた。特別でもなんでもない、新しい自分になったようで、とても嬉しかった。

「だから、シン・ユーのくれた名前、リェン・ファが、好き。でも、いつか本当の名、好きになる、私、なりたい。それから、シン・ユーの奥さんに相応ふさわしい私にも……」

　少し、というか、かなりわけのわからない話をしたとさっそく後こう悔かいをする。やはり、言わなければよかった──。

「そうか」

　シン・ユーは優しい声で、ただ一言、返事をしてくれた。

　肯こう定ていも、否定もしなかったが、気持ちに寄り添ってくれたようで何よりも嬉しかった。

　少し泣きそうになってしまったが、化粧が剝はげて大変なことになるのでぐっと堪こらえた。
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　穏おだやかな時間を過ごしていると、最初の招待客が現れる。

　披露宴の始まりだ。

　まず、夫婦になるための儀式を執とり行おこなう。

　シン・ユーは私の髪に、銀細工のレンの花があしらわれた簪かんざしを挿す。

　私はシン・ユーの腕に、レンの意い匠しようが彫ほられた銀の腕うで輪わを嵌はめた。

　この国での銀は命を象徴する物。それを交こう換かんすることにより、相手に命を預けるという意味があるらしい。

　この儀式をもって、真なる夫婦と認められた。

　シン・ユーの真ま面じ目めな眼まな差ざしに、胸が高鳴る。私はこの人の奥さんになったのだと、ようやく実感することができた。




　その後、シン・ユーの上司が執り行う先立ちの発声を合図に、杯さかずきを一いつ斉せいに掲かかげてから宴うたげが始まる。

　それから引っ切りなしに見ず知らずの人に酒を振ふる舞まい、また同じように酒を振る舞われた。

　一番初めに酒を注つぎに来たのはシン・ユーの親友ファン・シーンで、先日会った時と変わらないヘラヘラとした軽い雰囲気で現れる。

「やあやあお二人ともお似合いで。今日という素晴らしい日にご招待いただけて嬉しいよ」

「相変わらず、騒さわがしい男だ」

「え～、そうかな？」

　ファン・シーンは恐らく、只ただ者ものではない。もちろん直感で嗅かぎ取とったものだが。

　以前会った時、医者を呼ぶのをためらうジン・ピンを説得できたのは彼のおかげだったが、あの時のファン・シーンは、強制的に従わざるを得ない何かを発していた。

　恐らく、何らかの役職に就ついているのだろう。詳くわしく聞こうとは思わないが。

　シン・ユーは何も言わないまま、陶杯すえつきをファン・シーンへと差し出した。

「おっと、了解！」

　ファン・シーンはお酒を陶杯に注いでいく。シン・ユーはぐっと一気に飲み干していた。相変わらず、惚ほれ惚ぼれするような飲みっぷりである。

　私も同じように陶杯を持って差し出してみるも、長い爪のおかげで上手く摑めず、ふるふると両手が震える。

「──あ！」

　陶杯が手から滑すべって落ちそうになったが、シン・ユーが私の手ての甲こうを支えてくれたので、ご馳ち走そうが並んだ卓子の上に落とさずに済んだ。

「おお！　夫婦になって初めての共同作業だね。あれ、もしかしてもう別の作業──ちゅーとかしちゃった？」

　この場にそぐわない発言に、私もシン・ユーも言葉を失う。固まった私達を無視して、ファン・シーンは明るく話しかけてくる。

「二人共、お似合いだよ。どうか、お幸せに！」

　シン・ユーは何も言わなかったので、私がありがとうとお礼を言っておいた。

　このまま親友を見送るのではと思っていたが、別わかれ際ぎわになってやっと話し始める。

「──おい、フゥァン・シィァン、あの件だが」

「ん？」

　ジロリと睨にらまれたあと、合が点てんがいったようで手のひらに拳をポンと打つ。

「ああ、あれね！　はいはい。で、何？」

「少し考えさせてほしい」

「あー、前向きにってことね」

「まだ、もう少し」

「わかっているよ。急がなくても、決着は一瞬だから」

　突とつ然ぜん二人で謎なぞの会話を始めたが、まったくなんの話かわからなかった。私は聞かない振ふりをした。

　それから三時間ほど、お偉えら方がたが集まる第一回の披露宴は終しゆう了りようとなった。

　ファン・シーンの前で失敗しそうになったのがよかったのか、その後の酒注ぎは上手くできたと自画自賛している。

　話しかけられた時の返答については怪あやしいものだったが、異国の娘むすめだということで笑って許してくれる人が大半だった。ありがたい話である。

　一いつ旦たん人がいなくなった広間では、次の招待客を迎える準備が着々と進められている。

　親族相手の披露宴も滞とどこおりなく過ぎて行き、最後にその他の招待客を迎える時間となる。

　もう、その頃になればお酒が回りきった状態で、気分もウキウキ、酒が進む進むという危ない状態に陥おちいっていた。

　シン・ユーはほとんど酒を飲まずに捨てている。もちろん私のように酔よっ払ぱらいではない。

「おい、何か食べておけ。空腹状態で酒を飲み続けると体に悪い」

「う～ん」

　時刻はお昼過ぎになっていた。

　朝食を食べてから六時間以上経たっているが、お腹なかの中はお酒でいっぱいなので、特に何かを食べたいとは思わなかったのだ。

　でも、ここで言うことを聞いておかないと、あとで怒られそうなので、何か食べることにした。

　服を汚よごさない食べ物はないかと探すが、どれも汁しる気けを含んだ料理ばかりが目立っている。

　卓子の端に甘あま栗ぐりが入った皿を見つけたので、それを食べることにした。

　皿を近くに寄せて栗を摑つかもうとするが、ここでも長い爪が私の行動を阻はばむ。指先で摑んでもツルリと落ちていき、赤い絨毯が敷しかれている床ゆかの上をコロコロと転がっていく。

「あ～……」

　──うん。食事は無理。私はたった数回の挑ちよう戦せんで食事を諦あきらめた。

「リェン・ファ」

「はい？」

　呼ばれて隣を見ると、シン・ユーが皮を剝むいた甘栗を差し出してくれていた。

　ありがたく指先で栗の実を摑んだが、再びツルリと滑って床の上をコロコロと転がっていった。

　私は頭を抱かかえて「むう」っと唸うなる。時間を追う毎ごとに酒が回ってきているようだ。

「リェン・ファ」

　お優やさしいシン・ユー様はもう一つ栗を剝いてくれた。涙なみだが出そうなくらいありがたい行こう為いであったが、このあとに起こることは酔っ払いでもわかる。またコロコロ以下略だろう。

　差し出された二個目の甘栗を前に、どうしようかと目を泳がせていると、その栗はシン・ユーの手によって口へと運ばれた。

「んむっ！」

　まさかの出来事に、栗を唇くちびるに銜くわえたまま硬こう直ちよくしていると、さらに親切心を働かせたのか、親指の腹で口の中まで入れ込んでくれた。

「よく嚙かんで飲み込め」

　まさかシン・ユーに「あ～ん」されるなんて。恥ずかしくなり、頰が火ほ照てってしまった。せっかくの栗だったけれど、こみ上げる羞しゆう恥ち心しんのおかげか、ほとんど味がしない。

　なんとか飲み込んでふうと息を吐はいていたら、シン・ユーが二個目の栗を向けていた。

「リェン・ファ」

「も、もう、いい」

「食べろ」

　どうしてか、にっこりと微笑ほほえんでくる。

　何回か見た淡あわい笑えみではなく、こう、色っぽいというか、なんというか。ドキドキして、顔を見ていられなくなる。

　もしかしなくても、シン・ユーさん、酔っ払っていますよね？

　なんだかいつもと違う雰囲気なので、距きよ離りを取ろうとしたら、ぐいっと肩かたを抱だかれ、引き寄せられてしまう。声を上げそうになったが、注目を浴びてしまいそうなので我慢した。

「ほら、食べろ」

　優しい声で囁ささやかれると、従ってしまう。

「どうだ？」

「あ、あまい」

　こうなったら、栗の味なんかしない。甘さの大半は、シン・ユーの態度や表情、声である。くらくらするような甘さだった。

「まだいるか？」

「お、お構いなく」

「遠えん慮りよはしなくてもいい」

「そ、そんな……」

　結局次のお客様がいらっしゃるまで、無力な私のために栗を食べさせてくれた。ドキドキしすぎて、卒そつ倒とうするかと思った。本当に、心臓に悪い旦那様だ。

　酒もだいぶ回ってきているのか、ふわふわとした気分になる。口が回らなくなる前に、シン・ユーと話をすることに。

「シンユウ」

「なんだ」

「鳥の話、して」

「鳥？」

「置物」

　以前、置物の鳥の話を聞こうとして、本物の鳥が飛んできたので、聞けず終いだったのだ。私は鳥の置物の詳しよう細さいについて問いただす。素面の時なら絶対にできないことだった。

「鳥の置物？　ああ、あれか。あの置物は礼だ」

「礼？　私、何か、したっけ？」

　結婚式の準備のことだろうか？　それだったら頑張っていたのは義母だ。私は横でアワアワしていただけである。

　頭の上に大量の疑ぎ問もん符ふを浮かべる私の前に、シン・ユーは驚おどろくべきものを取り出して見せた。

「──あ！」

　驚きを隠そうと口を手で押さえたが、既すでに遅おそかったように思える。

　シン・ユーが私に見せたのは、包装紙に包まれた蜂蜜のど飴だった。

「な、なな、なに、それ？」

「惚とぼけるな」

　顔を逸そらそうとしたが、顎あごを摑まれてしまう。もう、シン・ユーの視線から逃にげられない。目がスッと細められる。口元は弧こを描えがいていた。またまた、その表情も色っぽい。

「あのような大がかりなことをして、俺が気付かないとでも思っていたのか？」

　シン・ユー様は私達の内職についてご存じだった。視線だけそっと逸らす。

「ご、ごめん」

「薬膳のこともだ。どうして黙ってあのようなことをした？」

　シン・ユーは私が裏でこそこそしていたことのすべてを、把は握あくしていたようだ。

「だって、シン・ユー、私が作った、言ったら、食べない、思った」

　シン・ユーに報告があがったのは、最初の飴を出しゆつ荷かした次の日だったという。

　報告した使用人に調査をさせて、悪い企たくらみではないとわかると放置していたらしい。

「睡眠時間を削ってまでするようなことではない」

「な、なんで、知って？」

「厨房で寝ていただろう」

「……もしかして、シンユウ、部屋、運んでくれた？」

　シン・ユーはこっくりと頷うなずく。

　私を運んだ時に手作りの泉を発見して、後日、鳥の置物を置いてくれたというわけか。

　謎はすべて解明した。

　私の毎日の飴作りのお礼として、シン・ユーは鳥の置物をくれたのだ。

「うん、全部、わかった。鳥、ありがと」

「いや、礼を言わなければならないのはこちらのほうだ」

　何をとんでもないことを言うのだ、お礼などいらない。ブンブンと首を大きく振る。

「だが、蜂蜜飴の効果は、絶大だった」

「本当？」

「ああ。喉の痛みは、だいぶマシになっている」

「そっか。よかった」

　ずっと知りたかった蜂蜜飴の効果を直接聞けた。喉が楽になって本当によかった。

「薬膳料理も、ずっと苦手だったんだが、お前の作る料理は、どれもおいしかった」

「うん」

「体の調子も、良くなってきた」

「そっか」

「だから──リェン・ファ、ありがとう」

　なんだか泣きそうになる。私のしていたことは、シン・ユーの役に立っていたんだ。心からホッとする。

　目を瞬しばたたいたら、ポロリと涙が流れ、頰ほおを伝って落ちていった。

　これは、安あん堵どと喜びの結けつ晶しようだろう。

　シン・ユーの顔を見ると、淡く微笑んでくれた。

　私も、涙でぐしゃぐしゃだったけれど、笑顔を返した。

　今この瞬間、夫婦として、一歩踏ふみ出だせたような気がする。

　私はシン・ユーのことを、もっともっと知りたいと思った。
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　次の客達が現れると、また引っ切りなしにお祝いのお酒が振る舞われる。

　招待客はシン・ユーも知らない人が大半のようで、初めましてと挨あい拶さつされることが多かった。

　慣れない長い爪を酷こく使ししているおかげで、陶杯を握る手が攣つりそうになっていたが、あと少しだからと我慢する。

　外は暗くなり始め、疲労感も最高潮となっていた。

「おめでとうございます！　シン・ユー殿どの！」

「お会いできて光栄ですわ、シン・ユー様！」

　親子だろうか。美しい衣装に身を包んだ若い女性と中年の男性がやって来た。

「いやはやご立派に成長なさって、母君も亡くなられた父君も鼻が高いことでしょうな」

「わたくしも嬉しいですわ」

　黙ったままの愛あい想その欠片かけらもないシン・ユーを前にして、ここぞとばかりにザン家のご当主様を煽おだてる父親に、娘が頃ころ合い良く合いの手を入れる。素晴らしい連れん携けいだ。

「それで、あのお話は？」

「なんの話だ？」

　シン・ユーが真顔で返すと、それだけで妙みような迫はく力りよくがある。父親はたじろいだ。

「そ、それは、もちろん、ホン・リウ──娘を側室として迎えていただく話ですよ！」

　今回の宴うたげで大勢の親娘がシン・ユーに挨拶してきたのは、そういうことだったのかと納得する。皆みな、自分の娘をシン・ユーの側室にしようとはりきっているわけだ。

　はっきり口にしなかったので、まったく気が付かなかった。一いつ緒しよに来ていたお嬢じよう様さま達も扇おうぎで顔を隠かくしながらモジモジしているだけだったし。だが、今目の前にいるホン・リウお嬢様は顔を隠かくそうともせず堂々としている。かなりの美人だ。

　しかし、側室か……。なんだか、もやっとしてしまう。今まで感じたことのない感情に戸と惑まどいも覚えた。

　そんな状じよう況きようの中、お嬢様は私の顔を一目見て、ふふんと勝かち誇ほこったかのような笑みを浮かべている。私も得意の愛想笑いをお返しした。

「それでシン・ユー殿、いつから娘を寄越せばいいでしょうか？」

「わたくし、いつでも準備はできていますの。もちろん今夜からでも」

　相変わらず無言かつ無表情なシン・ユーに、父親は焦あせりを滲にじませているように見えた。

　一方のシン・ユーは、着飾った娘に見向きもしない。

「あ、あの、娘をすぐに側室として迎えられないのであれば、まずは、シン・ユー殿のお世話役としていかがでしょう？」

「ええ、わたくしをよく知ってからでも構いませんわ」

　何か喋れよシン・ユー、と心の中で突つっ込こみを入れる。

　反応のない当主を前にして親子の喋りは止まらない。

　なんだか見ていて可哀想になってきたので、シン・ユーの手の甲をこっそり指先で突つついて「何か反応してやれよ」と無言の突っ込みを入れた。

「リェン・ファ、どうした？」

　シン・ユーは私を見下ろし、何か用かと反応を示す。

　これでは私が嫉しつ妬としてシン・ユーの気を引いたように見えてしまうではないか。

　お嬢様もその父親も怖い顔で睨んでいる。今すぐにでも誤解だと主張したい。

「シ、シンユウ、あとで」

「そうか」

　あとになっても何も用事などないわけだが、一刻も早くシン・ユーのまっすぐな視線から逃のがれたかったので、適当に誤魔化してしまった。

　そして、側室になりたい娘とその父親からの焼かれるような視線からも逃れたかったので、顔を俯うつむかせる。これで安心だ。

　そんな私の反応を見て安堵したのか、父親は揉もみ手でをしながらシン・ユーに再び話しかけていた。

「あーあの、お返事は？」

　シン・ユーのだんまりは続く。

「ホン・リウは今日来ている候補者の中で一番器量が良い娘です！　性格も良くて、美しい心を持ち、それに加えてシン・ユー殿をお助けする賢かしこさも備えております！」

「お父様、言いすぎですわ」

　話を聞いていると、なんだか疲れがどっと蓄ちく積せきしたような。

　この娘さんを側室に迎えた場合──自己主張の激しい側室に苛いらつく義母、我関せずといったシン・ユー、間に挟はさまれて胃を痛める私。そんな状況を思い浮かべてしまう。果たして、どうするのか──。

「側室を迎えるつもりはない」

「な!?」

「はあ!?」

「ええ～～っ!?」

　目の前の親子と一緒に驚きの反応を示してしまった私を、シン・ユーは睨んできた。怖いので、視線から逃れるために顔を大きく逸らした。

「シン・ユー殿、それは」

「どういうことですの!?」

「これ以上、屋や敷しきに人を増やすつもりはない」

「どうか、少しの間でもいいのです！　どうか娘をお傍そばに！」

「ええ、わたくしの良さはすぐにはわからないと思いますのよ」

　義母が言っていた。名家の側室になることは名誉だと。だからこのように必死になって自分達を売り込んでいるのだろう。

「もう話すことはない。下がれ」

「ですが！」

「シン・ユー様！」

　親子は背後に控ひかえていた武装した人たちに連れて行かれてしまった。なんだか可哀想だなあと思ったが、どこかホッとしている自分がいる。

　今までどおりの平和な暮らしができるという安堵感を覚えたからか。気持ちははっきりしないままだった。
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　披露宴が終わったあとは風ふ呂ろで疲れを落とし、屋外にある渡わたり廊下の先にある、池の上に建てられた離はなれ屋敷──寝ね屋やに案内された。

　メイ・メイもリー・リンも疲れていたので、帰らせた。彼女らにとってもさぞかし長い結婚式であっただろう。いくらお礼を言っても言い足りないくらいだ。

　用意してあった寝ね間ま着きに着き替がえ、髪の毛はすべて左側に流して、ゆるい三つ編みにした。

　寝室に移動をすれば床の上に二つの枕まくらが並べられていて、思わずゲッと声が出てしまった。初夜の準備が整っていたのだ。

　真っ赤な絨毯と壁かべ紙がみ、大きな金の龍りゆうの置物などが落ち着かない気分にさせてくれる。

　シン・ユーは今、仕事の同どう僚りよう達たちと二次会をしている。

　披露宴のあと、新郎のみがこのような宴に招かれるのだ。

　大たい抵ていの新郎はここで独身者の同僚達に、酒を飲まされ潰されるらしい。

　よって、大華輪国での初夜は結婚式の日に成立しないことが多いと聞いた。

　まあ、私はそのお役目から除外されているので関係のない話ではあるが。

　シン・ユーの枕をぺいっと布団の外に投げる。

　布団の上に体を滑り込ませ、唯一の部屋の明かりである角灯ランタンの火を消そうとしたところ、金の龍の置物と目が合ってしまい悲鳴を吞のみ込む。

　置物の癖くせに妙に眼めが爛らん々らんとしていて、今にも動き出しそうだ。

　ちょっと、いや、かなり怖い。

　自室にある鳥の置物のように歪わい曲きよくして可か愛わいらしく作ったものなら大好きだが、生き物を精せい巧こうに模かたどったものは苦手だ。それが大きいと尚更そう思う。

　龍の置物に布をかけてもいいだろうか、と考えていたところに部屋の襖ふすまが開かれた。

「ひええっ！」

　そして現れた人物を見て、再び絶ぜつ叫きようしたのだ。

「ぎゃ～～っ、シンユウ!?」

「大きな声を出すな。勘かん違ちがいされるだろうが」

「な、なんで、ここに!?」

「用事があると言ったのはお前だろう？」

　そうだった。私はシン・ユーの手の甲をつんつんした時、話したいことがあると言ってしまったのだ。

「あー、なんだっけ？　わ、忘れた」

　シン・ユーは私を呆れた表情で見下ろし、そのまま背後の襖を閉める。

　ということは、まさか……？　私は先ほどから考えていた疑問を口にしてみた。

「シンユウ、もしかして、ここ、寝る？」

　私が言い終わる前にシン・ユーは布団の上に座り、枕の所在を探していた。

　こ、ここから、逃げなくては！

　逃とう走そう本能が働いて、この場から去ろうと素す早ばやく立ち上がる。

「──!?　ひぃ！」

　立ったその瞬間にシン・ユーに腕を摑まれ、引き寄せられてしまった。

「こ、子作りしなーい！　今日はしなーい！」

「だから、大きな声は出すなと言っている」

「うが～～」

　ジタバタ抵てい抗こうを繰くり返かえして暴れるが、男性の腕わん力りよくに敵かなうわけもなく、簡単に布団の上に押し倒されてしまった。

「ひっ！　ま、待って、ちょっ、シン……」

「大丈夫だ」

　目を細め、小動物を愛めでるような、うっとりとした表情を浮かべている。ぜんぜん、大丈夫な顔には見えなかった。

　ぞわりと、鳥とり肌はだが立った。嫌な意味ではなくて、こう、色気に中あてられてしまったというか。ど、どうすればいいのか。

『あの、ごめん、今日は、まだ……』

　まさかの初夜に、動どう揺ようしてしまう。

　心の準備ができていない。今日は無理だと伝えたいのに、祖国の言葉しか出てこなかった。

　シン・ユーは、私の髪を結んでいた紐ひもをするりと解ほどく。手櫛で三つ編みを解き、ひと房ふさ手に取ると、口元に近付けてキスをした。

　あまりの恥ずかしさに、顔から火が噴ふき出でそうになる。
















「シンユウ、あの、あの……」

　続いて、熱ねつ烈れつな視線を向けられ、胸が高鳴った。今度は何をされるのか。

「リェン・ファ……」

　耳元で名前を呼ばれる。優しい声こわ色いろで囁かれる言葉にドキドキしていたら──危機的な状況は一瞬で過ぎ去った。

「ん？」

　私に覆おおいかぶさったまま、シン・ユーは動かなくなる。重すぎるので、退どかした。

　隣に寝せることに成功したものの、今度はぎゅっと抱きしめられる。

「ぐえっ！」

　まったく色気のない声が出たが、シン・ユーは気にしていないようだ。

　よくよく耳を澄すませてみると、すうすうという寝ね息いきが聞こえた。

「──シ、シンユウ、も、もしかして、寝てる？」

「……」

「シンユウさ～ん？」

　あろうことか、シン・ユーは私を抱きしめた状態で眠ってしまった。

　お腹周りを抱きしめられるという体勢で眠れるわけがないと憤いきどおっていたが、一日の疲れが勝まさったのか、その数分後には眠りに落ちていたらしい。

　翌日、私には繊せん細さいさの欠片もなかったことを実感してしまう。

　このようにして私達の結婚式は終わった。

　大変だったけれど、シン・ユーとの距離がぐっと近くなった一日だった。

　物理的な距離はともかくとして、心が近付いたのはとても嬉しい。

　これからはシン・ユーの奥さんとして、精一杯支えていけたらなと思う。
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　結婚式が終わって平和になると思っていたが──そんなことはまったくなく。

「ちょっとシン・ユー！　どうして側室の申し出を断ったのよ！」

「そんな話があるとは知らなかったからだ。突然前置きもなしに言われても困る」

　なんだろうか、この、親子の仲の悪さ。喧嘩はどんどん白熱していく。

「ちょっと考えたらわかるでしょう！　馬鹿なの？」

「結婚式の日にそういうことを持ち出すのは間違っていると思うのだが？」

「だってあなた、忙しいとか具合悪いとか言って側室候補の娘に会おうともしなかったでしょう？」

「忙しいのは噓ではなかった」

「なんて口の減らない子なの？」

「け、喧嘩、ダメ～」

　渋じゆう面めんのシン・ユーに怒りを露あらわにする義母、床の上に四よつん這ばいになって二ふつ日か酔よいと戦いつつも喧嘩を仲ちゆう裁さいしたい私、我関せずといった風に外の風景を眺ながめるリー・リンと皆の気持ちはてんでバラバラだった。

　私達は今、馬車に乗って移動していた。一応、新しん婚こん旅行というやつである。

　シン・ユーの一週間の休日を利用して行くように計画されていたが、私が二人きりは気まずいから嫌だと主張して、義母とお世話役のリー・リンを加えた家族旅行にしてもらったのだ。

　だが、想定外のことはどこでも起こる。

　馬車が走り出した瞬間に、シン・ユーと義母は喧嘩を始めてしまった。初めは親子の話し合いに首を突っ込んではいけないと自じ重ちようしていたのに、いつまで経ってもさまざまなネタを引っ張り出しては言い合いを続けるので、私は意味のない行為だと思いつつ仲裁を始めることにした。

「シンユウ、おかーさん、仲良く、うっ！」

　き、気持ち悪い……。喧嘩の仲裁すらできないなんて、無念。

「まあ、嫌だわ。ザン家の嫁よめともあろう者が二日酔いだなんて」

　義母の矛ほこ先さきは私に向いてしまった。親子喧嘩されるよりはマシなので、私は人様に背中を向けているという虫のような体勢で心ない言葉に耐える。

　移動は途と中ちゆう休憩を含ふくめて八時間ほどかかると言っていた。先はまだまだ長い。深い眠りにつけたらいいのだろうが、残念なことに大きく揺ゆれるたびに体が反応してしまい、何度も覚かく醒せいしてしまうのだ。

「リェン・ファ、あなた、イエ家のお嬢様に喧嘩を売ったのですって」

「え、誰？」

「イエ＝ホン・リウ」

「……ん？」

「側室候補の！」

「あ、ああ～！」

　名前を聞いてそのような人も来ていたなと思い出す。そのあと起きたシン・ユーとの初夜事件が記き憶おくを薄めてくれていたので、なかなかピンとこなかった。

　しかしながら、この控ひかえめな私が喧嘩を売ったとは何事だろうか。

「なんでも勝ち誇ったかのような笑みを浮かべたり、先方が話をしている最中にわざとシン・ユーの気を引いたりしたのですって。あなた、つい昨日やったことも覚えていないわけ？」

「うっ！」

　心当たりと馬車の揺れによる悪お寒かんが同時にやってきたので、声を漏らしてしまった。

「この国では結婚後に側室を迎えることは普通なのよ」

「……は、はい。奥さん、たくさん、普通」

「なのに嫉妬なんかして。顔から火が出るくらい恥ずかしかったわ」

「……は、はい。私が、至らない、ばかり」

「この先、側室を迎えても、苛いじめとかは絶対しないでちょうだいね！」

「……は、はい。側室さん、苛め、ダメ、絶対」

　なんというか、すごいな。イエ家のあの親子は転んでもタダでは起き上がらずに、深い爪つめ痕あとを残してザン家を去っていたとは。逆に尊敬してしまう。

　義母はツンとした態度で足を組み直し、窓の外を眺め始めた。どうやら尋じん問もんは終了したらしい。

　ホッとしたのも束つかの間まのことで、またしても馬車は大きく揺れ始めた。

「──う、うわ！」

　何が起きても平静でいようと思っていたのに、声を上げてしまった。

　なぜか、体がふわりと浮いたのだ。

　何事かと思えばシン・ユーが私の体を持ち上げ、膝ひざ枕まくらしてくれているという謎の展開になっていた。

「……シンユウ、私は大丈夫。だから、床の上、ぺいっして」

　床の上に放ってくれとお願いするも、無視されてしまった。

「シンユウの膝、硬い、だから、床に」

「文句を言うな」

　実を言えば、膝の硬さなどどうでもいいわけで。

　横たわっているのにドキドキして、まったく気分が休まらない。それ以上に、あのシン・ユーがこうしてまっすぐな優しさを見せてくれることが、嬉しいというか、照れるというか。

　もぞもぞと動いていたら、額ひたいに手が当てられる。熱を測っているようだが──触れられた額や頰に熱が集まるのを感じた。

「リェン・ファ、大丈夫か？　少し、熱があるようだが」

「だ、大丈夫、大丈夫だから……」

　シン・ユーの優しさは心臓に悪い。体もポカポカしてきた。

　それにこうして接近していると、昨晩のことを思い出して恥ずかしくなる。そんな私の動揺を具合が悪いせいと勘違いしたのか、至近距離から覗き込こまれ、余計にドキッとした。

　じっと私を見続けるので、義母に助けを求めたが──。

「お、おかーさん」

「嫌。なんであなたに膝枕してあげなきゃいけないのよ」

　説得してほしいだけだったのに、膝枕をねだったと勘違いされてしまった。

　まあ、シン・ユーと義母、どちらがいいかと聞かれたら、究極の選択で義母の膝枕を選ぶが。……それにしてもつれないお方である。

「リイリン」

「私もお断りさせていただきます」

　こちらもつれない。

　気を抜いた瞬間にガタガタと揺れて、口元を押さえたが「うっ！」と声が漏れてしまう。斜め前に座る義母は不快そうな溜ため息いきをついていて、本当に申し訳ないと思った。

　そんな私の背中をシン・ユーは優しく撫でてくれた。涙目になっている私を哀あわれに思ったのかもしれない。

「シンユウ、ありがと」

　結構楽になった。

　背中を撫でてもらうと心が休まるというか、気分が落ち着く。今まで荒れていたものが、和らいだような気がした。

「……嫌だわ。あの子、いつの間にうちの息子むすこを誑たぶらかしたのかしら？」

「ちょっと信じられない光景ですね」

　義母とリー・リンが何か言っていたが、意識が朦もう朧ろうとしていたので聞き取れず、そのまま深い眠りの中へと誘いざなわれていった。
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　シン・ユーの膝枕で爆ばく睡すいするというかなり図ずう々ずうしい事態が起きてから数時間後、昼食の時間になったので、近くにあった街に寄る。

　私はまだ食べられるような状態ではなかったので、お留守番だ。

　低い石の壁の上に座り、青空を見上げた。

　この辺りは染物をしていないので、空が澄んでいる。若い御ぎよ者しやは空が綺麗だから龍が飛んでいるかもしれないと言っていた。

「龍、いるの？」

「伝説の生き物ですよ。神のような存在でもあります」

「ふうん」

　なぜ大華輪国の人は、目に見えないモノを盲もう目もく的てきに信じるのだろうか。

　そんな風に思考に耽ふけっていると斜ななめ後ろから声をかけられた。振り返ると、シン・ユーが気配もなしに立っていたのである。

　ちょっとびっくりしたので、鼓こ動どうの速くなった心臓を押さえつつ、返事をする。

「シンユウ、ご飯、食べた？」

「ああ」

　シン・ユーは隣に座って器うつわを差し出してくる。

「二日酔いに効く料理らしい」

　なんと、大華輪国にはそんな料理が存在するのか。私に食べさせるために、一足早く店を出てきてくれたらしい。

「店の者は、薬膳と言っていた」

「わっ、そうなんだ！」

　葛くず餅もちというプルプルとした寒天状のものに、蜂蜜と生姜しようがで作ったシロップがかかっていた。匙さじで掬すくって食べる。モチモチ食感に、甘くてピリッとしたシロップが絡まっておいしい。食欲がなくても、どんどん食べられる。

「シンユウ、ありがと。おいしいね」

「そうか」

　食欲はなかったはずなのに、完食してしまった。

　そのあとは、会話もなくぼんやりと時間を過ごした。

　どこからか花の香りを運んできた風が頰を撫でる。よくよく周囲を見渡せば、白い花を咲かせた木がたくさん並んでいた。

「花、いい香り」

「そうだな」

　こうして穏やかなシン・ユーと二人並んで座っていることが信じがたい。

　今まで怖そうだったのは病気のために余よ裕ゆうがなかったのかもしれない。本当に症しよう状じようが和やわらいでよかった。

「ここは、空気、綺麗」

　染せん料りようを炊たいた煙けむりがないだけでこんなにも空気が綺麗なのかと驚いてしまう。

　シン・ユーいわく、織おり物もので栄さかえているのは帝てい都と千せん華かだけで、それ以外の街や村に住む者達は農業や畜ちく産さんなどで生計を立てているのだとか。

「こういう所、暮らせば、シンユウ、体もっと良くなる」

　千華の淀よどんだ空気がシン・ユーの体を蝕むしばんでいるのだ。

　けれど呟いてから、それは無理な話だと気付く。

　シン・ユーも義母も誇り高い華族だ。私のように食べ物と寝る場所があればいいという、お気楽思考は持ち合わせていないだろう。

　シン・ユーもそう思っているからか、返事はなかった。




　その後、出発するまでシン・ユーも私も一言も喋らずに、静かな時間だけが過ぎていった。

　薬膳の効果があったのか、残りの移動はあまり気持ち悪くなかった。それに加えて、驚いたことに義母が膝枕をしてくれたのだ。なんでも、「目の前でいちゃつかれたら堪たまらないわ」と言って渋しぶ々しぶ膝を提供してくれたのである。

　いつ誰といちゃついたかと疑問に思ったが、お言葉に甘えさせてもらった。

「おかーさんのお膝、やわらかくて、温かくて……すき」

「だ、黙って眠ねむりなさい」

　背中を叩かれてしまった。お義か母あさん、案外、力強いんだね。




　そして、その数時間後に目的地である、西せい薫くんという街に到着する。

　この街では年に一度の『七なな星ほし祭まつり』が開かい催さいされている。大華輪国内でも有名な伝統あるお祭りらしい。

　正門を潜くぐれば、真っ赤な旗が大量に吊つるされており、同じく真っ赤な灯籠ランタンが街を鮮やかに照らしている。

　そして、入ってすぐの大通りが祭り会場となる場所なのか、食べ物を売る露店がぎっしりと軒を連ねていた。

　この辺りは、さらに空が澄んでいて気持ちが良く、七星祭というのは夜空の星を眺めるものらしい。この時季が一番綺麗に星の観測ができるので、観光客を集める目的でお祭りが開催されるのだ。

「──おい！」

　シン・ユーに腕を摑まれる。

「ん？」

「ぼけっとするな。人とぶつかるだろう」

「ごめん～」

　つい、空に見み惚とれてしまっていたのだ。

「シンユウ、夜になるの、楽しみねー」

　話しかけたのに、シン・ユーはいつもの顰しかめっ面つらに戻っていた。観光地でも、ニコニコと楽しむことはないようだ。

　星空が見えるまで時間があるので、宿で一休みすることにした。

「おかーさん、手、繫つなご？」

「は？」

「迷子、なる」

「あなた、その言い方じゃあ私が迷子になるみたいじゃない。お断りよ」

　道はすごい人込みだ。うっかり逸はぐれそうなので、背の高い義母に摑まりながら移動したかったのだが、ずばっとお断りをされてしまった。リー・リンを振り返るが私と義母の荷物で手が塞ふさがっている。自分の荷物は持つと言ったが、使用人の仕事だと言って渡してくれなかったのだ。そんな私の様子を見て、リー・リンが余計な気遣いをしてくれる。

「旦那様、迷子にならないように、奥様のお手を握っていただけますでしょうか？」

　突然何を言い出すのか、と文句を言おうとしたが、リー・リンと義母は宿に向かってさっさと歩き始める。そして、ごく自然な動作でシン・ユーは私の手を握り、人込みの中へ入って行く。

「シ、シンユウと、なの～？」

　恥ずかしい、という意味だったのに、ジロリと睨まれてしまった。

　シン・ユーの手はごつごつしていて、大きかった。剣けんだこもある。毎日頑張っている証あかしを手のひらに感じて、胸がきゅんとなる。健康が第一なので、無理しないでくれよと、心の中で激げき励れいを送った。

　しかし、その感情は羞恥心とはまた別のもので……。

「シンユウ、あの。大丈夫、だから」

「大人しくしておけ。お前はただでさえ目立つのに」

　そう言いながらさらにぎゅっと手を握られ、顔が熱くなる。

「あの、あの、ううっ……」

　お断りする言葉が見つからず、シン・ユーと手を繫いだまま進むことに。

「ありがと。シンユウ」

「別に」

　また得意の「別に」、が出た。今回はいったいどういう意味なのか。

「シンユウ、もっと、詳くわしく！」

「何が詳しくだ」

　調子に乗ったので、怒られる。

　その後も、シン・ユーが人を搔かき分わけながら歩いてくれたので、さほど苦労せずに目的地まで辿たどり着つくことができた。

　宿は祭り会場を一望できる場所にあった。八階建てで、最上階に部屋を取ってあるらしい。部屋割りは義母とリー・リンが同じ部屋で、私とシン・ユーが同室──って、え？

「なんで!?」

「何よ。あなた達、夫婦でしょう？」

　そうだけど！

　結婚式の晩を思い出し、盛せい大だいに照れる。今度こそまさかの初夜？

　私の動揺などお構いなく、義母が窓から外を眺めながら、ポツリと呟いた。

「今日は部屋にいるわ」

「え？」

「外に行きたくないの」

「ど、どういう、こと？」

「見なさいよ、この人込み。さっきより人が多くなっているわ。こんな中を歩いて回るなんて狂きよう気きの沙さ汰たよ」

　この七星祭のある西薫に来たいと言ったのは義母だ。決して星が好きな私が希望したわけではない。なんでも一度家族旅行で来たことがある義母の思い出の地らしいが、宿に着いた途と端たんに不機嫌になっているようにも見えた。

「奥様が行かないなら私もここで待機しております」

「え!?」

　リー・リンまで行かないとな！

　そうなれば行くのは私とシン・ユーだけになる。そんな気まずい苦行を自ら選ぶほど私も馬鹿ではない。

「わ、私も、ここ、いる」

「奥様まで行かないのですか？」

「う、うん」

　本当はお祭りとか大好きなんだけど、こればっかりは致いたし方ない。だってシン・ユーと二人きりで何を話せばいいのかわからないのだから。

「もったいない」

「ん？」

「このお祭りにはさまざまな珍しい食べ物があります」

「え!?」

「例えば──星ほし屑くずを閉じ込めた七色の飴玉に、淡あわ雪ゆきのような氷に、長時間煮込んだ果物の蜜をたっぷりかけた氷ひよう菓か、星を象かたどった、中に餡あんのたっぷり入った饅まん頭じゆうに、星型に切った果物が浮かんだ甘あま酸ずっぱい果実飲料とか」

　リー・リンがおいしそうな食べ物の話をするので、忘れていた空腹感を思い出してしまった。

　だが、シン・ユーと一緒に行くという苦行と秤はかりにかければ、まだ行かないという選せん択たく肢しに傾かたむいてしまう。

「あと、この街は漁が盛さかんなので、新しん鮮せんな魚ぎよ介かいを出す店もありますね。例えば、白身魚を串くしに刺さしたあと、塩を振って丸焼きにしたものとか、味付けをした赤身の魚に刻んだ野菜を添えて、その上に竹の葉を被かぶせて蒸したものとか、塩味の利きいた半はん生なま燻くん製せいなんかも絶品ですね。包パオに包んで食べるんです。魚は新鮮さが命なので、ここでしか食べられないものばかりです──奥様、本当の本当に行かないのですか？」

「い、行きたい」

「左様でございましたか。大おお奥おく様、奥様は行かれるようです」

　なんだかリー・リンに言葉巧たくみに誘ゆう導どうされた気もするが、ここだけでしか味わえないという食べ物の魅み力りよくには勝てなかった。

　食い意地の張った嫁を義母は冷ややかな目で見ながら、呆れたようにこの街でのお買い得情報を提供してくれる。

「そう。だったら夜輝石イエフウイシーのお店も覗のぞいてくるといいわ」

「エヒシ？」

「ええ、そこの角灯ランタンに石が入っているでしょう？　その石から採れる珍しい鉱物なのよ」

　角灯ランタンの中には暗くら闇やみの中で光り輝く夜や光こう石せきというものが入っている。この辺りで採さい掘くつされる希少な鉱物で、あまり量が採れないので街の外に出回ることはほとんどないものだとか。

　その鉱物の中にごくまれに透とう明めいな石が混じっていることがあり、その石は暗闇の中の魔ま力りよくを吸収して美しく光り輝くのだという。それを夜輝石イエフウイシーと呼んでいるそうだ。

「で、でも、珍しい、だから、高い？」

「そんなにしないわよ。リー・リン、前に行商人が来た時に買った首飾りはいくらだったかしら？」

「八百万金くらいでした」

　私八人分ですけど。恐ろしい金額に背筋が凍こおるような気分になった。




　それから一時間後。シン・ユーと出かける私はなぜか、宿の前で義母から注意を受けていた。

「地面に落ちた物を拾って食べちゃダメ」

「……はい」

「串ものは危険だから座って食べるのよ」

「……はい」

「知らない人について行ってもいけないわ」

「……はい」

「あと怪しい露ろ店てんには気を付けること」

「……はい」

　なんというか、完全に子ども扱あつかいである。文句を言えば怒られるので、黙って聞いてはいるが。

「大奥様、奥様がそんなにも心配だったら一緒に行ってはいかがでしょう？」

「し、心配なわけないじゃない！　この子、祭りには行かないって言っていたのに、食べ物の話を聞いたら急に行くって言うから、うっかり騙だまされるんじゃないかと」

「心配なんですよね？」

「違うって言っているでしょう？　シン・ユー、この子から目を離してはダメよ。何するかわからないから！」

　シン・ユーは哀れみの目を、私に向けていた。

「旦だん那な様、奥様からお手を離さないでくださいね」

「だ、大丈夫、心配ない、ない！」

　私の言葉に、皆の訝いぶかしげな視線が集中した。本当に失礼な話だ。

「あ、あと旦那様、奥様が夜輝石イエフウイシーをご所しよ望もうです。中心街に店があるので覚えていたら寄ってください」

「わかった」

「待っ、それ、いらな──！」

　私の抗こう議ぎを一切無視して、なぜかリー・リンのお願いは素す直なおに聞き入れる男、シン・ユー。私の手を断りもなしに握って、人込みの中へと入っていく。




　シン・ユーは真っ先に、夜輝石イエフウイシーを販売する宝ほう飾しよく店てんへ連れて行ってくれた。

　店内は商品を目立たせるために薄うす暗ぐらく、硝子ガラスでできた容器の中には光り輝く宝石が所ところ狭せましと並べられている。

「いらっしゃいませ。何をご所望でしょうか？　あら、もしかして新婚さんでしょうか？」

　銀の簪をつけていたので、新婚だとわかったようだ。さすが商売人だ。抜け目ない。

「こちらの商品などいかがでしょう？　嵌めてみませんか？」

「あ、いや～」

「ではこちらの首飾りはいかがでしょう？」

「う～ん」

　首飾りに二千万金という値札が下がっていて、ぎょっとする。こういう高価な品物は普通値札を付けないものだが、この辺も祖国とは感覚が違うのだろうか。親切だとは思うが、なんだかなあとも思ってしまう。

「気に入った品があれば買うといい」

「い、いらない、かな？」

　シン・ユーの言葉に店員の目が輝いたが、私のつれない返答を聞いてがっくりと項垂うなだれてしまった。申し訳ない。

　宝石店を冷やかした私達は店の前で呆ぼう然ぜんとしていた。

　隙すき間まもないほどに人が混雑していたからだ。

　私は現実逃とう避ひをするために夜空を見上げる。

　星が綺麗だった。

　こんなに夜空いっぱいに輝かがやく星を見るのは初めてだったが、周囲の灯りがなければもっと綺麗なのにと残念に思う。そんな私の思考を読んだかのように、シン・ユーが素晴らしい提案をしてくれた。

「星を見るか？」

「え？」

「綺麗に見える場所を知っている」

「み、見たい！」

　宝石店の路地を曲がり、祭り会場をあとにして、シン・ユーの言う場所を目指すこととなった。




　路地を抜けた先にもいくつか出店があった。場所取りに負けた店だろうか。大通りの祭り会場よりも人は閑かん散さんとしており、道行く人達ものんびりとした様子で歩いている。

　それを見て、先ほどから気になっていたことをシン・ユーに言ってみた。

「シンユウ、手、握らない、大丈夫！」

　人込みを抜けてからも、なぜか私はシン・ユーに手を引かれていたのだ。人でぎゅうぎゅうな場所ならば迷子になるかもしれないからと諦めていたが、このように人が少ない場所で手を握られているのはなんとも落ち着かない気分になる。

「シンユウ、手！　放す！」

　シン・ユーはまたしても私の主張を無視していたので、勇気を出して強い口調で言ってみた。

「シンユウ！」

「心配だから摑んでいるだけだ」

「心配ない。大丈夫、だから、放して、お願いー」

　抗議の意味を込めて立ち止まり、手を放すように懇こん願がんしたが、怖い顔でじっと見下ろされるばかりで言うことを聞いてくれそうにない。

　このまま無言の睨み合いが続くと思いきや、先に口を開いたのはシン・ユーだった。

「──前に」

「ん？」

「店先に並べていた箸置きに突然食いついて飛び出し、危うく荷物を持った通行人と衝しよう突とつしそうになったこともあったが、いったい誰の話だったか」

「あ！」

　そうだ、私には飛び出しの前科があったのだ。大丈夫という言葉に説得力がないことに気付いてしまう。

　シン・ユーは義母の言いつけどおりに危険人物を確保し続けなければならない任務に燃えているのだろう。まったく、ご苦労なことで。

　先ほどから周囲の視線が集まっているのは手を繫いでいるからではなく、私の髪と目の色が珍しいからだと思い込むようにした。

　このまま大人しくシン・ユーに保護してもらう。

　手を引かれながら歩く路地はだんだんと狭く、暗くなっていった。足元が怪しくなってきたので、途と中ちゆうにあったお店で持ち手のついた灯籠ランタンを買ってから先へと進む。

「お嬢ちゃん、指輪はいかがかな？」

「ん？」

　途中、地面に茣ご蓙ざを敷いて宝ほう飾しよく品ひんを売る露店の店主に声をかけられて、つい歩みを止めてしまった。シン・ユーが無言で「勝手に立ち止まるな」と注意を促うながすように手を引いていたが、勧すすめられた指輪が気になってしまったのだ。

「これはねえ、この街の名物、夜輝石イエフウイシーだよ」

　店主の持っている指輪は蜂蜜色をしているだけの石だ。先ほど本物の夜輝石イエフウイシーを見てきたので、一目で偽にせ物ものだとわかってしまう。

　私が異国人なので騙せるだろうと思っているのか、店主は悪びれもせず指輪の紹しよう介かいを続けている。

　しかしながら、値札を見れば三百金とあまりにも安い。偽物を売りつけてぼったくるつもりはないようだが、あまりにも子どもだましだ。

　あくまでお土産みやげ用の複製品というのならば欲ほしいところだが、店主は本物だと言うので怪しさに溢あふれた品物となっている。

「来い！」

「う、うわ！」

　シン・ユーに力いっぱい手を引かれて、つんのめりそうになった。

　怪しい露店商から離れると、シン・ユーはくどくどとお小言を言い始める。

「お前は、指輪が欲しいならなぜ最初の店で買わない？」

「高価なの、いらない」

「だからといってあのようなものに食いつくなんて」

　シン・ユーには安っぽいものの素そ朴ぼくさとか可愛さとかがわからないのだろう。買ったとしても外につけて行くつもりは毛頭なかった。部屋でこっそり眺めて楽しむだけでいいのに、それすらも許してくれないらしい。

　小さな声で「シン・ユーの石頭！」と呟くと、聞こえてしまったのか、シン・ユーは振り返って険しい顔で私を見下ろしていた。

「あれは本物の琥こ珀はくを使った指輪だ」

「え？」

「あれだけ透とう明めい度どの高い品なら普通は六十万金くらいする」

「ど、どうして、安く、売って、た？」

「琥珀は呪じゆ術じゆつの媒ばい介かいとして使われる。恐らく、だが、あのように指輪を安く売りつけて、使用者の生気を奪うばい自分のものにする呪いでもかけているのだろう」

　なんという恐ろしい話だろうか。仙せん術じゆつに馴な染じみのないハイデアデルンではありえない話だ。

「ほ、本当なの？」

「噓を言ってどうする」

　どうやら、この国には魔ま法ほう的な、不思議な現象を起こす存在がいるようだ。真面目なシン・ユーが言うのだから、冗じよう談だんではないだろう。

　それにしても、ぱっと見ただけで琥珀が本物だとわかったことがすごいと思った。今度から目め利ききのシンさんと呼ばせてもらおう。
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　少し歩くとまた開けた場所に出てきた。

　シン・ユーの背中を見つめながらトボトボと歩いていたが、突然振り返って思いがけない心配をしてくれる。

「腹は減っていないか？」

「す、空すいて、いる」

「だったら先に何か食べてから行くか」

　高級宝飾店で見たこともないような高額商品を勧められたのでなんだか胃のあたりが重くなり、食欲が失うせていたが、少し時間が経ったからかお腹の調子も元に戻もどっていた。

　シン・ユーは店に入るかと聞いてきたが、食事を出す店の中はどこも混雑していたので、露店の食べ物で構わないと返した。

　リー・リンから聞いた、七色の飴玉に、淡雪のような氷菓、星饅頭に、星型に切った果物が浮かんだ甘酸っぱい果実飲料を選んだ。甘い物ばかりなので、肉饅頭と魚の串くし焼やきも買う。それらを道の端にある石段の上に座って食べた。

　屋台の食べ物は見た目が綺麗なだけでなく、どれもおいしい。一方で、シン・ユーは終始微妙な顔をしている。

「シンユウ、おいし、ない？」

「味付けが濃こい」

　薄うす味あじの薬膳料理に慣れてしまったシン・ユーの舌には、くどかったようだ。口直しに、懐ふところの中に忍しのばせていた蜂蜜のど飴をあげた。

　お腹も膨ふくれたところで、再度目的地へ向かって歩き出す。

　またしても、どんどんと道は狭せばまり、ついには山道のような坂を上り始めた。

　それから数分、予想外の登山をに驚きながら草木を搔き分けると、ゆるやかな坂になっている草むらに辿り着く。坂の下は畑だ。

「ここ、人の土地？」

「この辺りはフゥァン・シィァンの領地だから問題ない」

　あの、ちゃらんぽらんなファン・シーンの土地とな。ああ見えて、お金持ちらしい。

　坂の真ん中辺りで止まり、シン・ユーは上着を脱ぬいで草むらの上に広げた。

　その隣に座ったので、私も上着を踏ふまないようにしゃがみ込む。

「おい。どうしてここに座らないんだ」

　シン・ユーは私の服が汚れないように、上着を置いてくれたらしい。そのような紳士的な行為をしてもらったことがないので、全力でやり過ごしてしまった。本当に面めん目ぼくない。謝りながらシン・ユーの上着に座り直し、目的である星空を見上げた。

　夜空には満天の星が輝いている。

　やはり、周囲に灯りがないほうが圧倒的に綺麗だ。

「ここ、すごい。星、キレイ、見える。どうしてこのような場所を知っている？」

「昔、家族旅行で来た時に、父が見つけた」

「そうなんだ～」

　シン・ユーは家族旅行の思い出話を語ってくれた。

「父はこうしたほうがよく星が見えると言って草の上に寝ね転ころがっていたが、母は絶対に嫌だと言って草の上に座ることすらしなかった」

「おかーさん、言いそう」

　義母のツンとした物言いを想像したら、笑ってしまった。

「そんな母に父は、起き上がっていると、星が落ちた時に当たってしまうと言って……」

　義母は慌あわてて草むらに寝転んだという。さすがお嬢様育ち。冗談が通じないのだろう。

「シンユウのおとーさん、面おも白しろいね」

「ああ。しようもないことばかり、言っていた」

　シン・ユーの父はお茶目な人だったのだろうか。

　寝転がって星を楽しそうに眺める義父と、嫌がりながらも煌きらめく夜空に心奪われる義母の様子を想像してしまった。

「あの星が──」

「宵よいの明みよう星じよう！　あ、あれ、ハイデアデルンでの、幸福！　私、一番好き、大切な、星！」

　シン・ユーが指差した星は、私の大切なもの。父が手で宝石箱を作り、星を囲って母に贈ったという、素す敵てきな思い出のある星だった。この国に来て初めて見た。

「きれい……」

　空の上で一ひと際きわ大きく光り輝いている。そしてふと、シン・ユーの腕を摑んで夢中になって語っていたことに気付き、顔がボッと熱くなった。なんて恥ずかしいことをしていたのか。それを誤魔化すかのように草の上に寝転がって「話の続き、どうぞ」といつもの片言で促うながした。

「あの星は、この国では『星セイ玉ギヨク』といって、導きの星と呼ばれている。旅人は道に迷ったら、星玉を目印に星を読んで先へと進むらしい」

　星を読む、という話の詳細は難しくてよくわからなかった。なんでも星と大地は繫がっていて、旅人は星空を地図のように読み取ることができるのだという。

「七星祭の伝承は知っているか？」

「ううん、知らない」

　七星祭は綺麗に見える星空を肴さかなにどんちゃん騒さわぎをする祭りだと勝手に思い込んでいたが、違うらしい。




　──その昔、国で一番の美しい織物を織る娘がいて、御お上かみのためにせっせと織物を織っていたとか。そんな娘の働きに御上も満足していたが、ある日から献けん上じようの品に娘の作った織物が届かなくなってしまった。

　その理由を調査したところ、娘には恋人ができており、睦むつ言ごとに夢中になって機はた織おりをしなくなってしまったのだという。

　事実を知って怒いかり狂くるった御上は娘とその恋人を遠く離れた星へと飛ばしてしまう。これで今までどおり織物が届くと御上は安心しきっていたが、悲しみに暮れた娘は織おり機きに触ふれようともしなかった。

　娘の作った織物が届かなくなり困った御上は、一年に一度だけ恋人に会いに行くことを許す──。




「年に一度、その娘と恋人の男が会う日が七星祭の始まりだと言われている」

「へー。御上、ケチだね。一年、一回だけ」

　シン・ユーは私の感想にふっと笑ってから、突然草の上に寝転がる。かのザン家ご当主様も義母と同じように寝転んだりしない人だと思っていたので、少しだけ驚いた。再びシン・ユーが空を指差したので、視線は星へと移る。

「星玉を中心に星が七つ並んでいるだろう？」

「あ、本当！」

「左右三つの星があのように一列に並ぶのは、一年の中で今日だけだ。機織りの娘と恋人はその星を渡って逢瀬おうせを楽しむと言われている」

「なるほど～」

　七星祭とは機織りの娘とその恋人が一年ぶりに出で逢あえる日を祝ったものだった。なかなか面白い話だったので、帰ったらリー・リンにも話してあげよう。

　七星祭の話が終わると、私もシン・ユーも黙って夜空の星を眺めていた。だが、そんな夢のような時間も、私がしたくしゃみによって終わってしまう。

「寒いか？」

「ん、大丈夫」

「そろそろ帰ろう」

「うん」

　シン・ユーの上着を拾い、くっついてしまった草を払はらう。草むらが少し湿しめっていたのか湿しつ気けを帯びていた。

「ごめん、濡れてる」

「気にするな」

　シン・ユーは差し出した上着を摑むと、空からになった私の手のひらに何かを置く。

「ん？」

　つるりとした、丸く滑なめらかな物体。いったいなんだと思って灯籠で照らすと、手渡されたそれは指輪だった。

「えっ!?」

　私は慌ててその指輪をシン・ユーに返す。手のひらの上にあるそれは、私でもわかるほどの高価な宝石が嵌め込まれた指輪だった。

　シン・ユーは差し出された指輪を取り上げると、今度は私の左手をひっくり返して、薬指に嵌め込んでくれた。

「な、何これ!?」

「指輪が欲しかったのだろう？」

「え、違っ……」

　すぐに抜こうとしたが、指輪は指から抜ける気配がまったくない。

「ぬ、抜けない」

「当たり前だろう。夫婦、どちらかが死なないと取れないものだから」

「な、なん、で……」

　死なないと外れないって、とんでもない指輪を嵌めてくれたものだ。そんな指輪が本当にあるのだろうか？　でも、実際押しても引いても取れない。シン・ユーの手元を角灯ランタンで照らすと、同じような指輪がある。

「それはザン家に伝わる指輪だ。大切にしておけ」

「そ、そんな……！　なぜ……？」

「お前は、俺の妻なのだろう？」

　そう言われて、胸がドキンと高鳴った。

「私は、シンユウの、奥さん」

「そうだ」

　嵌められた指輪を、改めて角灯ランタンで照らす。透明度の高い、青い宝石が付いていた。
















「その指輪は、数百年前に、名工と呼ばれていた職人に作らせたもので、宝石は夜空の星を模したものだと言われている」

　確かに、夜空の星のように宝石が瞬またたいている。本当に、綺麗だ。

「星が、好きなのだろう？」

「うん、すき。一番すきなのは星玉……」

　ここで、珍しくよく喋っていたシン・ユーが押し黙る。どうかしたのか。角灯ランタンで顔を照らそうとしたが、手首を摑まれて止められてしまった。

「うん、どうした？」

「見るな」

「はあ」

　まあ、シン・ユーの顔なんて怖いだけなので、無理してまで見ようとは思わないけれど。

「帰るぞ」

「うん」

　再度、シン・ユーは私の手を握って歩きだす。来た時より手のひらが温かいような気がした。まさか、熱が出ているんじゃないでしょうね？　宿に戻ったら、調べなければ。指輪は、まあ、外れないので、ありがたくいただいておく。

　帝都で星が見えない時、代わりに眺めよう。

「シンユウ、ありがと」

「なんの礼だ？」

「星、見えた。嬉しかった。指輪も、うれし」

　もう一度、ありがとうと言ったら、手をぎゅっと握り返してくれた。
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　宿へ戻ると、義母とリー・リンが一階にある待合室で私達の帰りを待っていた。

「ずいぶん、遅かったじゃないの」

「う、うん」

　義母は訝しげな表情で見ている。指輪が見つかれば大変なことになりそうだったので、手元は服の袖そでで隠していた。

「シン・ユー、この子、拾い食いとかしていないわよね？」

「たぶん」

　たぶんってなんだ。たぶんって。ずっと手を繫いで移動していたから、拾い食いなんてできるわけないのに。

　そもそも、落ちている物を食べるほど飢うえてはいない。なんて失礼なのか。

「あら、何怒っているのよ」

「怒って、いませ～ん」

　ぷうっと頰を膨ふくらませていたら、義母にツンツンと突つつかれた。

　シン・ユーはといえば、熱はなかったようでひと安心。歩き回って、ポカポカしていただけの模様。

　ひとまずホッ。しかし、部屋に入った途端、並んだ布団を見て絶叫しそうになった。

「リェン・ファ、どうした？」

「よ、夜、一緒だね！」

「まあ」

　その「まあ」には、何が含ふくまれているのか。知りたいとは思わなかった。

「今日は、体も万ばん全ぜんではないだろう。早く寝ろ」

「へ？」

「二日酔いだっただろう？」

「あ、そうだった！」

　二日酔いなんて正直忘れていたけれど、まだ完治していないということにしておいた。

　これで今宵こよいは平和な夜が過ごせる。そう思ったのに──。

「どうしてこうなった」

　夜中目覚めた私は思わず呟つぶやく。

　なんと、シン・ユーが私を抱き枕にしてくれているのだ。

「シンユウ、は、放して！」

　腕うでをペンペンと叩いても、起きやしない。

「な、なんでこうなるの～～」

　私の嘆なげきは、静かな部屋の中に空むなしく響ひびき渡わたった。
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　このようにして初めての旅行の一日目は楽しく終わったわけだったが、二日目から最終日まではすべて義母のお買い物行あん脚ぎやだった。そのすべての日程を私は死んだ目でお付き合いしたのである。

　それでもシン・ユーとはゆっくりお喋りできたし、星も見ることができた。大満足である。




　帰宅後に見上げた帝都の空は相変わらずで、どんよりと曇くもっていて星の一つも見えない。

　けれど、私の指には星がある。

　星玉ではないけれど、大切なものが私の手の中で輝いていた。




　私は金貨百枚と引き換えに、この国へとやって来た。

　文化の違いに戸惑い、シン・ユーの冷たさに驚き、結婚という試練に慄おののきながらも、なんとか乗のり越こえてきた。

　しだいに、シン・ユーのことが気になって、支えたいと思うようになったことは、想定外のことだった。

　これからも、シン・ユーの奥さんとして、頑張りたい。そして、ゆくゆくは両親のような夫婦になれたらいいな。




　──私の異国の地での奮ふん闘とうは、まだまだ続きそうだ。
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　母が異国の地から、珍ちん妙みような娘むすめを連れ帰って来た。

　この国では見かけない、金色の髪かみに青い目をした少女だった。

　顔立ちそのものはこれといって特とく徴ちようはない。良く言えば愛らしいと言えばいいのか。

　十六歳さいと母は言っていたが、背は低く、腕うでもガリガリだった。いったい、どんな食生活をしていたのやら。

　なんでも、実家が金に困っており、百万金と引ひき換かえに連れて来たらしい。母の軽けい率そつな行動に、心底呆あきれてしまった。

　しかし、不思議な雰ふん囲い気きのある少女だった。

　その目からは、強い意志を感じる。ここへも、嫌々来たわけではないらしい。二十に満たない女性が異国に来るなど、大した度胸である。その勇気は褒ほめたたえたい。私が怒りのあまり母に手を上げようとした時、身を挺ていして母をかばったのには驚いた。

　彼女の持つ金色の髪と青い目は金公鼠ジンゴンシユに似ていて、どうしてか目が離せなくなった。見れば見るほど、不思議な外見をしている。

　そんな中でふと、思う。彼かの女じよならば、この家を変えることができるのではないかと。

　ほんのわずかな期待があったので、異国の娘を妻として迎むかえた。

　母が猫毛マオ・マオというふざけた名を付けていたので、別の名──リェン・ファを与あたえた。──リェン・ファは、この地での生活で苦労しているだろうと、そう思っていた。

　しかし、使用人から聞く話は、どれも予想外で──。

「奥おく様さまは、栗くり饅まん頭じゆうがお気に召めしたようで、三つお召し上がりになりました」

「奥様は、自然を愛しているようで、この寒い中、庭の散策を楽しそうにされていました」

「奥様は、リー・リンやメイ・メイと楽しそうに、お喋しやべりをしておりました」

　リェン・ファは、吞のん気きに暮らしていた。

　使用人は楽しそうに、彼女の話をしている。

　ジメジメと暗い家なので、結構なことだと思う。あの偏へん屈くつな母とも案外上う手まくやっているらしい。何を言われても、気にしないのだとか。

　リェン・ファの言こと葉ば遣づかいは完かん璧ぺきではなく、大華輪国語は酷ひどいものであったが、いつも一いつ生しよう懸けん命めいだということがわかるので、細かい言い違いなどは指し摘てきせずに放っておいた。たどたどしい上におかしな喋りだったが、あれはきっと、言葉を覚えてもあんな感じなのだろう。

　リェン・ファは明るく前向きで、面おも白しろい娘だった。

　想定外のことといえば、彼女が俺おれの体を案じ、いろいろなことをしてくれたことだ。

　俺は昔から体が弱く、そのせいで、母は占うらない師しに傾けい倒とうしてしまっていた。

　病気はどうにもならないと諦あきらめていたのに、リェン・ファはどうにか治そうと毎日奔ほん走そうしてくれているという。

　その努力を隠かくそうとしている姿にも、胸が熱くなる。

　彼女は、どうしてそこまでしてくれるのか？

　自分の居場所を得るために、ここまでできるものなのか？

　わからない。

　けれど、リェン・ファに対する気持ちは、異国の哀あわれな娘から、大切な嫁よめへと変わりつつあった。




　まだ、言葉にはできないけれど、この感情は大切にしていこうと思っている。





終
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　はじめまして、江え本もとマシメサと申します。『没ぼつ落らく令れい嬢じようの異国結婚録』をお手に取っていただき、誠まことにありがとうございました。

　この作品は三年ほど前に書いた作品で、初めて少女小説を書こうと思い、完成させた作品でした。

　思い入れのある物語で、こうして一冊の本として出せたことを、光栄に思っています。




　今回、ほぼほぼ書き直しと言っていいくらいの大改かい稿こうを行いました。

　三年前の原げん稿こうだったこともあり、「なんでこんな恥はずかしいこと書いているんだ～」と頭を抱かかえながらの作業にもなりました。

　胸キュンシーンはウンウン唸うなりつつ頑がん張ばって書きました。お楽しみいただけましたら幸いです。




　物語を執しつ筆ぴつするにあたり、横よこ浜はまの中ちゆう華か街がいにも行きました。主人公のリェン・ファが甘あま栗ぐりをもらうシーンは、まんま中華街であったことです。

　作中のリェン・ファとは違ちがい、栗くりの皮は自分で「ふんぬ！」と割りましたけれど。（笑）

　三年前の話です……。遠い日の記き憶おくでした。

　中華街で食べた上シヤン海ハイ料理がおいしくて、おいしくて……。また行きたいです。




　話は変わりまして、ビーズログ文庫様からもう一作、『令嬢エリザベスの華か麗れいなる身代わり生活』という作品を出させていただいているのですが、こちらも続編を執筆中です。近々、お届けできるのではないかな～と。

　お待ちいただけたら幸いでございます。




　エリザベスとリェン・ファ、タイプがまったく違う主人公ではありますが、どちらの作品も楽しんでいただけたら嬉うれしいです。

　デビューしてからずっと「少女小説を書きたい！」と言い続けていたので、こうしてご縁えんがあって作品を出させていただけることはとても幸せなことです。

　これからも頑張ります。




　今回、イラストをまち先生に担当していただきました。

　可か愛わいらしいリェン・ファに、カッコイイシン・ユーのイラストを見た瞬しゆん間かん、気分がパアッと華はなやぎました。表紙イラストの初うい々ういしい感じも、とっても素す晴ばらしいなと。

　担当していただき、ありがとうございました。




　作品の刊行にあたってたくさんの方々のお世話になりました。

　おかげさまで、素す敵てきな一冊に仕上がりました。ありがとうございました。




　最後に、読者様へ。

　ここまで読んでくださり、感謝しております。ありがとうございました。

　そしてまた、物語を通じてお会いできることを夢見ています。





江本マシメサ
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　新しん婚こん旅行から早一ヶ月が経たった。今日もザン家は変わりなく、平和だ。

　つい最近まで肌はだ寒さむい日々が続いていたけれど、大たい華か輪りん国こくにも春がやって来た。

　ザン家の庭には薄うす紅べに色の桃ももの花が咲さいている。

「きれ～～い！」

　コロンとした丸い花は、とても可か愛わいらしい。ほんのりとした甘あまい香かおりを堪たん能のうする。

「リイリン、木に花、珍めずらしいね」

「そうなのですか？」

「そだよ」

　祖国で花といったら、花か壇だんに植えて育てる草花だ。木に咲いているものなんて、見たことがない。

「もう少ししたら、ツツジの花も咲きますよ」

「ツツジ？」

　リー・リンが指差すのは、低木である。あれにも、花が咲くらしい。

「すごいねえ。楽しみ」

「ですね」

　春の芽め吹ぶき以外にも、私には気になることがある。

「リイリン、春の、おいしい、もの、何かある？」

「色気より食い気、ですか」

「え？」

「いいえ、なんでもないです」

　せっかく迎むかえた春だ。何か、春ならではの物を食べたかった。

「あのね、野草？　葉っぱ？　とかでいいよ」

　若葉は柔やわらかいので、刻んで粥かゆに入れたらおいしいかもしれない。

「あ、そうだ。シンユウ、元気になる、葉っぱがいいな！」

「旦だん那な様に雑草を与あたえないでくださいよ」

「雑草、チガウ！　野草！」

「同じじゃないですか」

「チガ～ウッ！」

　なんだろう。雑草という響ひびきが、なんだか微び妙みようなのだ。

　リー・リンは私の主張に、ヤレヤレといった表情を見せている。

「奥おく様さま、庭に食べられる野草はないですよ」

「むう！」

「むうと言われましても。庭師が手入れしていますからね」

　どうやら、実家の庭とザン家の庭は格が違ちがうようだった。

　その後、メイ・メイに春の野草について聞いてみる。

「春の野草と言ったら、ヨモギですわ。お団子にしたら、とってもおいしいんですよ」

「わ～～！」

　野原や河か川せんなどに自生する野草らしい。春に新芽を芽吹かせる。独特の香りがあり、アクも強い。しかし、しっかりアク抜ぬきをすれば問題ないのだとか。

「ヨモギは健康に良く、庶しよ民みんの万ばん能のう薬やくとも言われているとか」

「おお！」

　メイ・メイのお婆ばあちゃんの知ち恵え袋ぶくろらしい。

「体を温め、邪じや気きを祓はらうとも伝わっていますの」

「シンユウの邪気、祓う！」

　今日のシン・ユーは目の下に濃こいクマがあった。きっと、何かが憑ついているに違いない。

　他に、胃腸を整え、疲つかれを癒いやし、無気力から救う力があるとか。

「ヨモギ、食べたら、シンユウ、元気、なる！」

「きっと、そうですわ」

「ヨモギ摘つみ、行く！」

「あらあら、奥様、大奥様の許可をいただきませんと」

「ええ～～」

　小さな子どもじゃあるまいし。私はいまだに自由に行動できないでいた。言こと葉ば遣づかいも上う手まくなったし、大人の余よ裕ゆうも身についてきたと思う。人妻の責任感だってあるのに、外出するにはシン・ユーか義母の許可が必要なのだ。

「少々お待ちくださいね」

「うん」

　勝手に出かけたら、メイ・メイやリー・リンが怒おこられてしまうので、じっと待つ。

　数分後、メイ・メイはリー・リンを引き連れてやって来た。

「奥様、外出の許可が取れました」

「やった～！」

「リー・リンとわたくしと、三人で参りましょう」

「は～い」

　都の郊こう外がいまで、馬車で向かう。街中のヨモギは、工場の煙けむりで汚お染せんされているので、よくないらしい。

　一時間ほどで野原に辿たどり着つく。美しい花々が咲き乱れ、その光景に目を奪うばわれた。

「わあ、きれ～！」

「奥様、遊びに来たのではありませんからね」

「う、わかってる……」

　そうだった。シン・ユーのためにヨモギを集めなければならないのだ。

　さっそく、ヨモギを発見したメイ・メイが教えてくれた。

「奥様、これがヨモギですわ。上のほうの、柔らかい新芽だけ摘んでくださいね」

「ふむふむ」

　なんでも、お菓か子し作づくりをするために、大量のヨモギが必要になるらしい。よって、一いつ生しよう懸けん命めい摘まなければならない。

「よ～し、頑がん張ばるぞ！」

　気合を入れて、ヨモギ摘みを行う。──黙もく々もくとヨモギを摘むこと二時間ほど。

「こ、これで、いいかな」

「ええ、大だい丈じよう夫ぶかと」

　さすがの私も、二時間ぶっ続けでしゃがみ込んでの作業は堪こたえる。メイ・メイとリー・リンも疲れている様子だった。

「二人とも、ありがとうね」

「いえいえ」

「別にこれくらい、いいですよ」

　二人のおかげで、ヨモギ菓子を作るのに十分な量が採れた。あとは、私がもうひと頑張りしなければ。

　帰宅後、小豆あずきを炊たく。大華輪国では豆を砂糖で煮にて食べると聞いた時は驚おどろいたけれど、一口食べたらハマってしまった。作り方を習い、週に一度は小豆を炊いている。

　小豆が煮えるのを待つ間、次なる作業に移る。摘んだヨモギを大きな鍋なべに入れて、さっと煮にる。火が通ったら、水にさらして水分を絞しぼった。

　メイ・メイはお団子がおいしいと言っていたけれど、上手く作れる自信がない。よって、得意のパンケーキにヨモギを混ぜてみることにした。

　小麦粉に砂糖、塩、卵を入れて混ぜ合わせる。続いて、ヨモギは牛乳と共に乳にゆう鉢ばちに入れて、しっかり擂すった。ここで、二つの材料を混ぜ合わせる。綺き麗れいな緑色の生き地じになった。

　油を引いて、生地を焼く。じゅわりと、焼ける音が鳴った。何度か裏返し、中まで火が通ったら完成。一枚、焼きたてを味見してみる。

「あ、熱っ！」

　生地はもっちり。ヨモギの渋しぶい味わいを感じる。なんだか、春を目いっぱい味わっているようだ。仕上げに、手作りのバターを載のせ、炊いた小豆をかけたら、ヨモギのパンケーキの完成だ。結構、いい感じにできたような気がする。

　夜、仕事をしているシン・ユーに、ヨモギパンケーキを持って行ってみた。

「なんだ、これは？」

　見慣れないお菓子を前に、シン・ユーは険しい表情でいる。

「ヨモギのパンケーキだよ。今日、野原に摘みに行ったの」

「野原で摘んだ……？」

　ますます、眉み間けんに皺しわを寄せていた。リー・リンのように、雑草だと思っているのか。

「とっても、とっても、おいしいよ？」

　シン・ユーの視線は書類に戻もどってしまった。こうなったら、強きよう硬こう手段を取る。

　私はパンケーキを箸はしで割さき、一口大にした。バターと小豆を絡からめて、シン・ユーの口元へと持って行く。

「シンユウ、あ～ん」

　シン・ユーは鋭するどい目線を私に向けていた。

　負けるものですか！

「パンケーキ、食べたら元気になる、から」

　必死に訴うつたえるが、シン・ユーは微び動どうだにしていない。やはり、ダメだったか。

　そう思っていたが、私が箸で口元に差し出していたパンケーキを、シン・ユーは突とつ然ぜんパクリと食べる。

「え!?」

　ヨモギのパンケーキを、シン・ユーは食べてくれた！

　それだけでもびっくりなのに、彼かれは想定外の一言を呟つぶやく。

「うまいな」

　どうやら、お口に合ったらしい。よかった！　すごく嬉うれしい！

　もう一切れ食べさせようと、パンケーキを箸で割く。

「はい、あ～ん」

　二口目の「あ～ん」を差し出した瞬しゆん間かん、シン・ユーの部屋の扉とびらが勢いよく開かれた。

「シン・ユー、ちょっといい？」

　部屋に勝手に入ってきたのは、義は母はだった。私はシン・ユーにパンケーキを差し出した姿勢で固まってしまう。

「あら、あなた達、何をしているの？」

　指し摘てきされて、カッと顔が熱くなる。

　別に、二口目からは「あ～ん」をする必要はなかったのだ。

「シ、シンユウ、忙いそがしいだから、あ～んしただけ！」

　目を細めて私を見る義母に、力の限り弁解した。

　だんだん恥はずかしくなったので、本日の営業は終しゆう了りようだ。あとは自分で食べるようにと、シン・ユーに箸を渡わたす。顔の熱が引かない私は、一目散にシン・ユーの部屋から去った。




　翌日──ジン・ピンより、シン・ユーがヨモギのパンケーキを完食したという話を聞く。

　また食べたいと言っていたそうな。嬉しくって、頰ほおが緩ゆるんでしまう。

　この家に来てから料理をすることが、私の趣しゆ味みになりつつあった。

　これからも、体に良い料理を作りたい。もちろん、シン・ユーのために。











電子特典　リェン・ファと竜と、寝不足シン・ユー









　ある日の朝、夜勤明けで帰って来たシン・ユーより、突然お出かけに誘われる。

「え、いや、いいよ。シンユウ、寝て」

　シン・ユーの目は血走っていて、顔色も良くない。今すぐ眠ったほうがいいだろう。

　夜勤明けで、まったく寝ていない状態なのだ。

「今日しかない」

「いやいや」

「準備をしろ」

「シンユウ、寝ないで、どこ、行くの？」

「行けばわかる」

「ええ～……」

　なんという俺様なのか。私が何を言っても聞かないので、渋々準備をする。

　それにしても、何をしに出かけるのか。シン・ユーからこうして誘ってくることなど、かなり珍しい。

　仕方ないので、行ってあげることにした。

　外は寒いので、綿入りの上着を着せてもらう。

　馬車は用意されていない。どうやら、歩いて行くようだ。

「では、旦那様、奥様、いってらっしゃいませ」

「は～い」

　シン・ユーもいつもの黒い私服に着替えている。全身真っ黒なのに加えて寝不足で顔まで怖いので、道行く人はシン・ユーを避ける。

　それにしても眠そうだ。目は半分しか開いていない。

「シンユウ、大丈夫？」

「平気だと言っているだろう」

　これはもう、何を訴えても聞かないだろう。そこまでして、私とお出かけしたかったとか？

　鋭い視線で前方を見るシン・ユーの横顔を見上げると、「ないな」と思ってしまった。どうしてもお出かけしたい人には見えない。

　相変わらず口数が少ないので、行動や言動は謎に包まれている。

「リェン・ファ」

　大通りに出る前に、シン・ユーは私に手を差し伸べる。

　お腹でも空いたのだろうか。私はメイ・メイが用意してくれた巾着の中から、蜂蜜飴を取り出してシン・ユーの手のひらに乗せた。

「違う」

　即座に飴を所望しているわけではないと言われる。シン・ユーの手のひらの飴は開封され、私の口の中に押し込まれた。

「んむ！」

　唇触られた!!

　突然のことに驚いている間に、手を握られる。

　思いがけぬ触れ合いに、カッと顔が熱くなる。「あ、そっか。シンユウ、手を握りたかったんだ」と、軽口を叩いて羞恥心を誤魔化した。

　しかし、いったいなぜ手を繫ぐの？　と、浮かんだ疑問はすぐに解決する。大通りに出たら、すごい人混みだったのだ。

「わっ、何これ!?」

「雨乞い祭だ」

「アマゴイ？」

　博識なシン・ユー先生曰く、雨乞いとは、雨を降らせるお祭らしい。

　遠くからシャンシャンと、賑やかな音が聞こえてくる。遠くで、何か出し物をしているようだ。

　何か、玉のような物と、細長い生き物を模った何かが動いている。

「シンユウ、あれ、何？」

「舞竜ウーロンだ」

「うーろん？」

　玉使いの操る玉を、竜が追い駆けるという演技をしているようだ。

「竜！　見たい！」

「待て」

　飼い犬の如く、シン・ユーより「待て」を言い渡される。手を繫がれているので、駆け寄れるわけはないのに。

「でも、なんで、アマゴイに竜？」

「雨は農業を行うために必要で、農業神である『炎帝神農えんていしんのう』が神竜の子だったことにちなんで、このような出し物を毎年行っている」

「そうなんだ！」

　大華輪国の人達は自らも竜の子孫であると信じ、竜の存在を愛してきたのだとか。

　怒りっぽいところといい、短気なところといい、強そうな竜が子孫であることに納得してしまう。

「舞竜には二種類あり、二頭の竜が玉を追う『双竜戯珠そうりゆうぎじゆ』と、一頭の竜が玉を追って遊び戯れる『単竜戯珠たんりゆうぎじゆ』と呼ばれるものがある」

　大通りで行われているのは、『単竜戯珠』らしい。

「玉で遊ぶとか、竜、かわいいねえ」

　竜が近付くにつれて、人の込み具合が激しくなっていく。最初は手を繫いでいるだけだったけれど、道行く人に突き飛ばされそうになった瞬間にシン・ユーに抱き寄せられる。

「ひゃあ！」

　照れてしまい、悲鳴をあげてしまった。しかし、シン・ユーは突き飛ばされそうになったから、声をあげたのだと思ったようだ。

「以前来た時は、こんなに多くなかったのだが」

「そうなんだ。でも、賑わっているの、楽しいね！」

　顔を見上げながら言ったが、シン・ユーは眉間に皺を寄せた険しい表情でいた。ぜんぜん、楽しそうではない。

　それも仕方がないのだろう。夜勤明けなのだから。眠いのを我慢している表情だろうか。可哀想に……。

「シンユウ、やっぱり、お家、帰ろ？」

「まだだ」

「私、うーろんよりも、元気なシンユウが見たいよ」

　その言葉が届いたのか。シン・ユーは私を見下ろす。

「それよりも、俺はリェン・ファの喜ぶ顔が見たい」

「え？」

　周囲から沸き上がった歓声で、シン・ユーの言葉は遮られる。

　どうやら、近くに舞竜がきたようだ。

　早く帰ろうと言おうとした瞬間、ふわりと体が浮く。

「ん、わあ!!」

　なんと、シン・ユーが私を抱き上げてくれたのだ。

「シンユウ、何？」

「いいから舞竜を見ろ」

「え……!?」

　言われた通り、前を見る。玉遣いの操る玉と、それを無邪気に追う赤い竜の姿が見えた。

「シンユウ、うーろん見えたよ！」

「そうか」

　舞竜は長い体をくねらせながら、必死になって玉を追い駆けている。

　竜には棒がついていて、十名くらいの人達が上に下にと移動させ、本当に生きているみたいに動かしていた。

「すごい、すごい！」

　舞竜を前に、語彙を失う。祖国の言葉でも、なんと表していいのか迷うくらいだ。

　シン・ユーは私にこれを見せるために、夜勤明けなのに連れて来てくれたのだ。

「シンユウ、ありがと。すっごく、嬉しい！」

　すぐ目の前にあった、シン・ユーの額にキスをする。すると、彼の半目だった目がカッと見開かれた。

　もしかして、目が覚めた？

　それよりも、はしゃいでとんでもないことをしたと気付く。

　つい、家族にする感覚で、お礼のキスをしてしまったのだ。

　恥ずかしくなってぎゅっとシン・ユーに抱きついたが、身を寄せた先もシン・ユーだった。

　八方ふさがりというものである。

「シ、シンユウ、竜いったから、お、下ろして～」

　とりあえず、下りよう。そう思っていたが──。

「今度は二頭、竜がやってきた」

「え!?」

　シン・ユーの言う通り、今度は竜が競うように玉を追っている。

「すごい迫力！　うーろん、どっちもがんばれ～～！」




　と、このように、なんだかんだと言いながら、雨乞い祭を堪能してしまった。

　勢いで額にキスをしてしまったけれど、家族だから大丈夫！

　何がどう大丈夫かはわからないけれど、そういうことにしておく。








著

江本マシメサ

Mashimesa Emoto




５月８日生まれ、典型的なＯ型。長崎県出身。

２０１６年『ビーズログ文庫×カクヨム「恋愛小説コンテスト」』にて、「令嬢エリザベスの華麗なる身代わり生活』が大賞受賞。

先日東京に行きまして、滞在三日目にユキヒョウの赤ちゃんを見に行こうとしたのですが、二日間歩き回ったためか歩行が困難になるほどの筋肉痛になり、泣く泣く断念しました。

日々、引き籠っているからこんなことに……。

今年は体力作りをしたいです。










イラスト

まち

Machi




ワンピースやドレス、女の子の髪型が色々描けて楽しかったです！　ふんわり髪の女の子はかわいいですね！




http://machi.ciao.jp
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